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青 木 遺 跡 仰近世編)

国道431号道路改築事業 (東林木パイパス)

に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告書 1

2004年 3月

島根県教育委員会



本書は、島根県教育委員会が島根県土木部から委託を受けて、平成13年度と

平成14年度の 2か年で実施した国道431号道路東林木バイパス建設予定地内に所在

する青木遺跡 (I区、Ⅱ区)の発掘調査の成果を記録したものです。

青木遺跡は出雲市東林木町に位置し、北山山系南麓に展開する扇状地に立地し

ています。近くには出雲地方で最古級の前方後円墳である大寺古墳、『出雲国風土

記』に峰として記載されている旅伏山、戦国時代の尼子・毛利の合戦において

重要な位置を占めた鳶ヶ巣城などがあり、出雲平野の歴史を物語る遺跡や景観が

多く残されています。

この調査では、弥生時代から中世にかけての様々な遺構、遺物を検出しており、

今回は古代末から中世にかけての資料をまとめました。なかでも中世の掘立柱建

物など多くの遺構や、陶磁器類をはじめとする多種多様の遺物を検出しており、

当時の出雲西部の歴史を解明し、広域的な流通などを考えていくうえでも貴重な

資料となりました。さらに本書が地域の歴史と文化に対する理解と関心を高める

ための一助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査と報告書の作成にあたり御協力いただきました

地元の皆様や、出雲市ならびに島根県土木部をはじめとする関係各位に厚くお礼

申し上げます。

平成16年 3月

島 根 県 教 育 委 員 会

教育長 広 沢 卓 嗣



例   言

1.本書は、島根県教育委員会が平成13年度、平成14年度に実施 した国道431号道路改築事業 (東

林木バイパス)に伴う埋蔵文化財発掘調査・青木遺跡 (中近世編)の報告書である。なお、弥生

時代から古代の発掘調査の報告については平成16年度以降報告予定である。

2.発掘調査地は下記のとおりである。

青木遺跡  島根県出雲市東林木町 400-1ほ か

3.調査組織は下記のとおりである。

調査主体  島根県教育委員会

平成13年度 現地調査

[事務局] 宍道正年 (島根県教育庁埋蔵文化財調査センター所長)、 松本岩雄 (調査第 1課長)、
内田 融 (総務課長)、 広江耕史 (調査第 1係長)

[調査員] 伊藤 智 (調査第 1係主事)、 東森 晋 (調査第 1係主事)

剛査補助員] 石橋弥生 (同臨時職員)、 岩橋康子 (同 )、 梶谷泰子 (同 )、 松山智弘 (同 )、
守山博義 (同 )

平成14年度 現地調査

[事務局] 宍道正年 (島根県教育庁埋蔵文化財調査センター所長)、 卜部吉博 (副所長)、
内田 融 (総務課長)、 今岡一三 (調査第 1係長)

[調査員] 伊藤 智 (調査第 1係文化財保護主事)

醐査補助員]石 橋弥生 (同臨時職員)、 岩橋康子 (同 )、 柴崎晶子 (同 )

平成15年度 報告書作成

[事務局] 宍道正年 (島根県教育庁埋蔵文化財調査センター所長)、 卜部吉博 (副所長)、
永島静司 (総務課長)、 西尾克己 (調査第 1課長)、 今岡一三 (調査第 1係長)

柳浦俊― (調査第 2係長)

[調査員] 伊藤 智 (調査第 1係文化財保護主事 )、 東森 晋 (調査第 2係主事)
剛査補助員] 石橋弥生 (同臨時職員)、 岩橋康子 (同 )
4.本報告書にかかる現地調査、及び報告書の作成にあたり、下記の方々から御指導・御助言・御

協力をいただいた。

(敬称略、五十音順)

井上貴央 (鳥取大学医学部教授)、 小野正敏 (国立歴史民俗博物館助教授)、 景山真二 (大社町

教育委員会)、 北野信彦 (く らしき作陽大学助教授)、 朽津信明 (東京文化財研究所主任研究

員 )、 佐藤 信 (東京大学教授 )、 白石 純 (岡山理科大学自然科学研究所主任技術員 )、
榊原博英 (浜田市教育委員会)、 中村唯史 (三瓶フィール ドミュージアム財団)、 山本信夫 (山

本考古研究所所長)、 吉岡康暢 (国立歴史民俗博物館名誉教授)、 出雲市文化企画部文化財室

5.挿図で使用した方位は、演」量法による第 3座標系X軸方向を指 し、平面直角座標系XY座標は
日本測地系による。また、レベル高は海抜高を示す。

6.本書で使用した図のうち、第 2図 は国土地理院発行のものを使用した。



7.本書に掲載 した木製品の保存処理、樹種同定は株式会社京都科学に委託 した。

8.本書に掲載した遺物の実測および図版の作成は柳浦、伊藤、東森、石橋、岩橋、梶谷、守山ほ

かが行った。

9。 本書に掲載 した遺物の写真撮影は調査担当者が行った。

10。 本書の執筆は伊藤、東森、岩橋が行い、第 5章 は白石 純氏 (岡 山理科大学自然科学研究所)、

株式会社京都科学・伊藤隆夫氏 (京都大学本質科学研究所)、 朽津信明氏 (東京文化財研究所)・

北野信彦 (く らしき作陽大学)に それぞれ依頼した。

11.本書掲載の遺跡出土資料及び実測区、写真などの資料は島根県教育庁埋蔵文化財調査センター

(松江市打出町33)で保管している。

例

1.遺物実測図のうち、須恵器は断面黒塗りにし、陶器は断面網掛け (第 3章第 1節のみ)に して

いる。金属器と石器は断面に斜線を入れ、それ以外は白抜きにした。また、木製品のうち、木目

を認識できたものは断面内に表現している。

2。 本文中、図版中、写真図版中の遺物番号は一致する。
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図 版 日次

青木遺跡 I区・ Ⅱ区全景 (上空真上から)

青木遺跡周辺 (上空南東から)

青木遺跡 I・ Ⅱ区 (上空南から)

青木遺跡 I・ Ⅱ区 (上空北東から)

青木遺跡 IoⅡ 区 (上空北西から)
Ⅱ区 自然河道 1完掘状況 (南から)
I区 建物 1～ 3(北から)
I区 建物 7調査風景 (南東から)
I区 伊佐波神社跡石敷 (北から)
I区 土坑 1土層断面 (北西から)
I区 土坑 1赤色物質検出状況
IA区 (上空真上から)
IB区 (上空真上から)
IC区西 (上空真上から)
IC区東 (上空真上から)
IA区 南壁土層断面 (北から)
同上 西壁土層断面 (東から)
IB区 調査前 (西から)
同上 第 1遺構面 (南東から)
IB区 第 2遺構面 (南西から)
同上 第 3遺構面 (南西から)
IB区 南壁土層断面 (北西から)
同上 東壁土層断面 (南西から)
IC区 調査前 (南から)
IC区 東側第 1遺構面調査風景
(南西から)

IC区 東側第 1遺構面 (南西から)
同上 第2遺構面 (南西から)
IC区 東側南壁土層断面 (北東から)
同上 東壁土層断面 (南西から)
IC区 西側全景 (東から)
同上 南壁土層断面 (西から)
IC区 西側南壁土層断面拡大 (北西から)
同上 河道部分  (西から)
I区 集石 2(北西から)
同上  (南から)

I区 集石2北側遺物出土状況 (北から)
同上 南側遺物出土状況 (北から)
I区 土器溜 2遺物出土状況 (南から)
同上  (西から)

I区 河道 1(南から)
同上  (北西から)

I区 河道Jヒ側土層断面 (南から)
同上 南側土層断面 (南から)
同上 調査風景 (南から)

上  I区  河道 2(南東から)
下    同上  0ヒ西から)
上  I区  河道 2北壁土層断面 (南東から)
中    同上 中央土層断面 (南西から)
下    同上 南側土層断面 (南西から)
上  I区  建物 6(東から)
下左 同上  (西から)
下右 同上 P674土師器出土状況 (西から)
上  I区 建物 9 P782と P790の 自然木
(南から)

下左  I区 建物22 P304土 師器出土状況
下右  I区 土坑 5 検出時 (西から)
上  I区  土坑 6(北から)
下 同上  ドングリ出土状況 (西から)
上  I区 土坑 9遺物出土状況 (北から)
中 同上 拡大 (北から)
下  I区 土坑10遺物出土状況 (北東から)
上  I区  土坑11(北から)
下 同上 土層断面 (南から)
上  I区 土坑12(北東から)
下 同上  (南西から)
上  I区  溝 7検出状況 (南から)
中 I区 溝 7集石 1(西から)
下  I区 溝 7集石 2(西から)
上  I区 土器溜 1(H10グ リッド)土師器出土
状況 (南東から)

下 同上 拡大 (南東から)
上  I区 土器溜 1(110グ リッド)土師器出土
状況 (東から)

下  Itt H9グ リッド411出土状況 (西から)
上  I区 溝 9・ 土器溜 3(南から)
下 同上  (北東から)
上  I区 建物 1～ 3(北から)
下 同上 調査風景 (北から)
上  I区  建物 1～ 3(北東から)
下  I区 建物 2P50・ 土坑13(南東から)
上  I区 建物 3 P55(南から)
中 I区 建物 3 P80(南から)
下  I区 柱列12 P22(南から)
上  I区  土坑 1土層断面 (北西から)
下 同上 西側下層の石 (北東から)
上  I区 土坑 1西側下層の石 (北西から)
下 同上 西側集石の根石
上  I区  土坑 1 537・ 水輪 (591)出土状況

(】ヒ西から)

下 同上 536出土状況

42



上左  I区
上右  I区
下  I区
上  I区
中 I区
下  I区
上  I区
下  I区
上  I区

中 同上
下 同上
上  I区
下 同上
上左  I区
上右  I区
下  I区
上 I区
下 I区
上  I区
下 I区
上  I区
下左

下右

上  I区

下 同上
上  I区
下

上 I区

中

下 I区
上  I区

下

上  I区
下

上左  I区
上右  I区
下 I区
上左  I区
上右  I区
下 I区
上  I区
下

上左  I区
上右  I区
下  I区
上  I区

土坑 2検出状況 (南から)

土坑 3(北西から)

土坑 3土層断面 (北から)

土坑13土層断面 (南東から)

土坑14土層断面 (南から)

土坑 7・ 8検出状況 (南東から)

溝 2西壁土層断面 (北東から)

溝 2 550出土状況 (南西から)

溝 2土層断面 F― F″ ライン

(】ヒ東から)

土層断面 E― Eン ライン (北東から)

土層断面 C― C″ ライン (北東から)

溝 1(南から)
B― B″ ライン土層断面 (南から)

溝 1北側検出状況 (南から)

溝 1】ヒ恨1(南力】ら)

溝 1調査風景 (南から)

土坑 1・ 溝 1・ 集石 1(南から)

集石 1(北東から)

集石 1(北西から)

集石 1・ 溝 1土層断面 (北西から)

石組 (北東から)

同上  (東から)

火箸645出土状況

伊佐波神社跡石列検出状況

(南西から)

石敷検出状況 (南西から)

伊佐波神社跡石敷 (北から)

同上 石敷下層の遺構 (南西から)
伊佐波神社跡東西ベル ト東側土層断

面 (南から)

同上 西側土層断面 (南から)
伊佐波神社跡調査風景 (北から)

伊佐波神社跡石敷下層の遺構

(引ヒから)

同上  ●ヒ西から)
建物 7(南東から)

同上  (南西から)

建物 7 P720(南から)
建物 7 P730(西から)
建物 7 P727
建物 7 P732(西から)
建物 7 P737
建物 7 P733(南から)
建物 8(南から)

同上 調査風景 (南東から)
P300土師器出土状況

P511土師器出土状況

P594

P621

Itt P621柱根下の上師器 (東から)

1区 土坑16(東から)
I区 溝 3検出状況 (南東から)
I区 溝 3(北東から)
I区 溝 4検出状況 (北から)
I区 集石 3(南から)
I区出土 弥生土器
I区出土 弥生土器
I区出土 弥生土器 。石器
I区出土 土師器
I区出土 土師器・須恵器
I区出土 須恵器
I区出土 須恵器
I区 集石 2出土遺物
I区 土器溜 2出土遺物
I区 土器溜 2出土遺物
I区 土器溜 2出土遺物
I区 土器溜 2出土遺物
I区 土器溜 2出土遺物
I区 河道 1出土遺物
I区 河道 2出土遺物
I区出土 須恵器
I区出土 須恵器
I区出土 須恵器
I区出土 須恵器

同上

I区出土 土師器
I区出土 土師器 。石製品
I区出土 土師器
I区出土 土師器 。土製品 。石製品
I区 建物 5・ 6・ 10・ 20・ 22、 柱列 5。 14

出土遺物

I区 土坑 9。 lⅢ 12出土遺物
同上

I区 土坑 6・ 10。 12 出土遺物
I区 溝 7・ 9 出土遺物
I区 溝 5。 7 出土遺物

同上

I区 溝 9 出土遺物
I区 土器溜 1 出土遺物
I区 土器溜 1 出土遺物

同上

I区 土器溜 1 出土遺物
I区 土器溜 3 出土遺物

同上

IA・ B区 土器溜 3 出土遺物
IB区 出土 土師器・須恵器・陶器
IB区  出土 土師器・須恵器・陶器
IB区 出土 土師器・須恵器・陶器
IB区 出土 貿易陶磁

下

64 上
下左

下右

65 上
下

66

67

68

69

70

71

72

73

74    Jと

下

75

76 上
下

77

78    」ヒ

下

79

80

81 上
下

82

83

84

85

86

上

下

上

下

上

下

上

下

上

下

上

下

上

下

４

　

５

　

６

　

７



98  土
下

99

100

101   」ヒ

下

102

103 上

下

104   」ヒ

下

105

106 上

下

107 上

下

108

109

110

111 上

下

112

113

114

115

116

117

118   」二

下左

下右

119

120上左

上右

下

121 上

下

122   」ヒ

下

123 上

中

下

124 上

下

125   」L

下

126 上

IC区 出土 陶器陶器悟鉢
IC区 出土 土師器
IC区 出土 土師器・須恵器
IC区  出土 土師器・須恵器
IC区 出土 貿易陶磁

同上

IC区 出土土師器・ I区建物 2、 柱列 12、
土坑14出土遺物

I区 土坑 1 出土遺物
I区 土坑14 出土遺物
I区 土坑 7・ 8 出土遺物
I区 溝 2、 集石 1 出土遺物
I区 溝 1 出土遺物
I区 伊佐波神社跡出土遺物

同上

I区 伊佐波神社跡出土遺物
I区出土 土師器・陶磁器
I区出土 陶器・古銭・石製品
表採石製品、 I区 柱穴内出土遺物
I tt P 511出 土土師器、集石 3出土遺物、

I区出土石器・木製品

I区出土 木製品
同上

I区出土 木製品
I区出土 金属製品
I区 柱根
I区 柱根
I区 柱根
I区 柱根
I区 土坑13出土木製品
I区 遺構外出土種実
I区 溝 9出土種実
I区 土坑 6出土種実
I区 遺構出土種実
I区 溝 7出土種実
I区出土 獣骨
ID区全景 (上空から)
I区調査前風景 (東から)

ID区 第 2遺構面検出状況 (調査区東側 :

南西から)

ID区 第 2遺構面検出状況 (調査区中央 :

南から)

ID区 土坑17石組み (東から)
ID区 土坑17土層 (南から)
ID区 土坑17完掘 (北から)
ID区 土坑18土層 (東から)
ID区 土坑18遺物出土状況 (南西から)
ID区 土坑18出土下駄 (東から)
ID区 土坑18完掘 (南から)
ID区 土坑19土層 (西から)

ID区 土坑19完掘 (南から)
ID区 土坑20遺物出土状況 (東から)
ID区 土坑20土層 (東から)
ID区 土坑20完掘状況 (東から)
ID区 土坑21検出状況 (南から)
ID区 土坑21土層 (東から)
ID区 土坑21完掘 (南から)
ID区 土坑22土層 (北から)
ID区 土坑22完掘 (北から)
ID区 土坑23
1D区 土坑24完掘 (南から)
ID区 土坑25土層 (西から)
ID区 土坑25完掘 (南から)
D区 自然河道 1土層 (南東から)
D区 第 1遺構面検出状況 (西から)
D区 掘立柱建物29(東から)
D区 集石 1検出 (北から)
D区 集石 1検出 (南から)
D区 集石 1土層 (南から)
D区 集石 1遺物出土状況
D区 井戸 1(南から)
D区 井戸 1土層 (南から)
D区 土坑26検出状況 (南から)
D区 土坑26土層 (東から)

下

127 上

中

下

128   」L

中

下

129   」三

中

下

130 上

下

131 上

下

132   」ヒ

下

133 上

下

134   」ヒ

下

135 上

中

下

136   」ヒ

中

下

137   」ヒ

下

138 上

下

139   」L

下

140

141 上

下

142 上

下

143 上

下

144

145

146

147

148   」と

下

149 上

下

ID区 土坑26第 1回石組み検出状況
(南から)

ID区 土坑26第 2回石組み検出状況
(南から)

ID区 土坑26完掘 (南から)
ID区 集石 2(東から)
ID区 溝状遺構 (東から)
ID区 全景 (上空北から)
ID区 土坑17出土遺物
ID区 土坑18出土遺物 (1)
ID区 土坑18出土遺物 (2)
ID区 土坑18出土遺物 (3)
ID区 土坑18出土遺物 (4)
ID区 土坑19・ 土坑20出土遺物 (1)
ID区 土坑20出土遺物 (2)
ID区 土坑20出土遺物 (3)
ID区 土坑20出土遺物 (4)
ID区 土坑20出土遺物 (5)
ID区 土坑21・ 土坑24・ 自然河道 1出土
遺物

ID区 集石 1出土遺物 (1)
ID区 井戸 1・ 土坑26出土遺物
ID区 柱穴出土遺物 (1)
ID区 柱穴出土遺物 (2)
ID区 柱穴出土遺物 (3)
ID区 柱穴出土遺物 (4)



150

151 上

中

下

上

中

下

上

下

上

中

下

159

160 上

下

161   」と

中

下

162   」と

下

163   」L

下

164   」と

中

下

165   」三

中

下

166 上

下

167   ■

下

168   Jヒ

中

下

169   」ヒ

下

170 上

中

下

171   二L

中

下

172   」L

中

下

南から)

ゴヒから)

】ヒから)

南から)

173 上

中

下

174   」ヒ

中

下

175

176

177   Jヒ

中

下

178

179   」ヒ

下

180   JL

中

下

181   」三

下

182   」ヒ

下

183

184

185

188

189

190   」L

下

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

201

202

203

204

205

206

207

208

ID区 柱穴出土遺物 (5)
ID区 第 6層以下出土遺物 (1)
ID区 第 6層以下出土遺物 (2)
ID区 第 6層以下出土遺物 (3)
ID区出土 土師質土器 (1)
ID区出土 土師質土器 (2)
ID区出土 中世須恵器 (1)
ID区出土 中世須恵器 (2)
ID区出土 中世須恵器 (3)
ID区出土 金属器
ID区 集石 1出土遺物 (2)
ID区出土 古銭
ID区出土 石製品
ID区出土 木製品 (1)
ID区出土 木製品 (2)
ID区出土 木製品 (3)
Ⅱ区全景 (上空から)

H区 第 2遺構面検出状況 (西から)
Ⅱ区 第 2遺構面検出状況 (南から)
Ⅲ区 柱根出土状況 (P223)
Ⅱ区 柱根出土状況 (P237)
Ⅱ区 柱根出土状況 (R033)
Ⅱ区 土坑 1土層 (東から)
Ⅱ区 土坑 2土層 (西から)
Ⅱ区 土坑 2石組み検出状況 (南から)
Ⅱ区 土坑 2完掘 (南から)

Ⅱ区 石列 1検出状況 (北から)
Ⅱ区 石列 1遺物出土状況 (西から)
Ⅱ区 溝状遺構 2土層 (北から)
Ⅱ区 石列 2検出状況 (西から)
Ⅱ区 加工段土層 (南から)
ⅡB区  (南東から)

青木遺跡 (上空東から)

Ⅱ区 土坑 1出土遺物
Ⅱ区 土坑 2出土遺物
Ⅱ区 土坑 8出土遺物
Ⅱ区 土坑 4出土遺物 (1)
Ⅱ区 土坑 4(2)・ 土坑 5(1)出 土遺物
Ⅱ区 土坑 5出土遺物 (2)
Ⅱ区 土坑 5出土遺物 (3)
Ⅱ区 土坑 6出土遺物
Ⅱ区 不明遺構 3出土遺物
Ⅱ区 自然河道 1出土遺物 (1)
Ⅱ区 自然河道 1出土遺物 (2)
Ⅱ区 自然河道 1出土遺物 (3)
Ⅱ区 不明遺構 1出土遺物
Ⅱ区 不明遺構 2出土遺物
Ⅱ区 土坑 7畠土遺物 (1)
Ⅱ区 土坑 7出土遺物 (2)
Ⅱ区 溝状遺構 1・ 溝状遺構 2・ 石列 1出
土遺物

Ⅱ区 柱穴出土遺物 (1)
Ⅱ区 柱穴出土遺物 (2)
Ⅱ区 柱穴出土遺物 (3)
Ⅱ区 柱穴出土遺物 (4)
Ⅱ区 柱穴出土遺物 (5)
Ⅱ区出土 弥生土器 (1)
Ⅱ区出土 弥生土器 (2)
Ⅱ区出土 弥生土器 (3)
Ⅱ区出土 弥生土器 (4)・ 土師器 (1)
Ⅱ区出土 土師器 (2)
Ⅱ区出土 須恵器 (1)
Ⅱ区出土 須恵器 (2)
Ⅱ区出土 須恵器 (3)
Ⅱ区出土 須恵器 (4)
Ⅱ区出土 須恵器 (5)
Ⅱ区出土 須恵器 (6)
Ⅱ区出土 製塩土器
Ⅱ区出土 土師質土器 (1)
Ⅱ区出土 土師質土器 (2)
Ⅱ区出土 土師質土器 (3)
Ⅱ区出土 土師質土器 (4)
Ⅱ区出土 土師質土器 (5)
Ⅱ区出土 土師質土器 (6)
Ⅱ区出土 中世須恵器 (1)
Ⅱ区出土 中世須恵器 (2)

152

153

154

155

156

口区 土坑 3土層 (西側
Ⅱ区 土坑 3土層 (東側
H区 土坑 3完掘
Ⅱ区 土坑 4土層 (東側
Ⅱ区 土坑 4土層 (西側
Ⅱ区 土坑 4完掘

上

下

Π区 土坑 5土層 (南東から)
Ⅱ区 土坑 6完掘 (西から)
Ⅲ区 不明遺構 1土層 (南から)
Ⅱ区 不明遺構 2土層 (西から)
Ⅱ区 不明遺構 3土層 (東から)
Ⅱ区 不明遺構 3遺物出土状況 (東から)
Ⅱ区 不明遺構 3完掘 (東から)
Ⅱ区 自然河道 1(南から)
Ⅱ区 自然河道 1土層 (南から)
Ⅱ区 土坑 7検出状況 (南西から)
Ⅱ区 土坑 7土層 (南西から)
Ⅱ区 土坑 7石組み検出状況 (南から)
H区 土坑 7板材検出状況 (南から)
Ⅱ区 土坑 7板材検出状況 (南から)
Ⅱ区 土坑 7完掘 (南から)
Π区 溝状遺構 1検出状況 (南から)
Ⅱ区 溝状遺構 1完掘 (南から)
Ⅱ区 石列 1・ 土坑 7検出状況 (北から)



209

210

211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

221

上

下

上

下

上

下

上

下

上

上

下

Ⅱ区出土

Ⅱ区出土

Ⅱ区出土

Ⅱ区出土

Ⅱ区出土

Ⅱ区出土

Ⅱ区出土

Ⅱ区出土

Ⅱ区出土

Ⅱ区出土

Ⅱ区出土

Ⅱ区出土

Ⅱ区出土

Ⅱ区出土

ID区出土
ID区出土
ID区出土
ID区出土

中世須恵器 (3)

中世須恵器 (4)

金属器 (1)

金属器 (2)

古銭 (1)

古銭 (2)

木簡

墨書土器

木製品 (1)

木製品 (2)

木製品 (3)

木製品 (4)

石製品 (1)

石製品 (2)

青磁

白磁 (1)

白磁 (2)

中世陶器 (1)

下

222

223 上

下

224

225   」L

下

226

227

228

229

230

231

232

233

234

235

236

ID区出土 中世陶器 (2)
ID区出土 白磁 (3)・ 青白磁
ID区出土 中世陶器 (3)
ID区出土 中世陶磁器
Ⅱ区出土 白磁 (1)
Ⅱ区出土 白磁 (2)
Ⅱ区出土 青磁 (1)
Ⅱ区出土 青磁 (2)
Ⅱ区出土 中世陶器 (1)
Ⅱ区出土 中世陶器 (2)
Ⅱ区出土 中世陶器 (3)
Ⅱ区出土 中世陶器 (4)
Ⅱ区出土 中世陶磁器 (1)
Ⅱ区出土 中世陶磁器 (2)
中世須恵器 (分析)(1)
中世須恵器 (分析)(2)
中世須恵器 (分析)(3)
中世須恵器 (分析)(4)



第 1章 調査に至る経緯

第 1章 調査に至る経緯
一般国道431号 は、出雲市を起点として、平田市から松江市・境港市を経て米子市に至る総延長

95,8kmの道路である。この道路は、出雲平野部の宍道湖、中海をはさみ南側の国道 9号線と共に】ヒ

側を結ぶ大動脈である。一般国道431号東林木バイパスは将来出雲地域から松江市を経て境港市を

連絡する地域高規格道路「境港出雲道路」の一部を構成するとともに、現道の線形不良及び交通混

雑の解消を目的とし、出雲市矢尾町から出雲市東林木町に至る延長4.2kmの 4車線計画で、平成 10

年12月 地域高規格道路の整備計画に組み込まれた道路である。

島根県教育委員会は、平成11年度に出雲土木建築事務所から遺跡有無の照会と分布調査の依頼を

受けて、事業予定地内の分布調査を行い、青木遺跡、馬渡り遺跡、山持遺跡、里方本郷遺跡、下澤

遺跡の計 5か所の遺跡を確認した。続く平成12年度には青木遺跡と馬渡り遺跡において確認調査を

行った。これに基づき平成13年度から発掘調査を開始することとなった。

青木遺跡は平成12年度の確認調査で中世の遺物包含層と遺構を確認したため、平成13年度から本

格的な発掘調査を開始し、中近世初めにかけての集落跡であることが確認された。平成14年度は引

き続き中近世の遺構・遺物の調査を実施していたところ、中世遺構面の下層に、弥生時代から古代

にかけての遺物包合層が存在していることが判明した。調査の結果、古代 (8世紀後半から9世紀

初め)の遺構面と弥生時代の遺構面を検出した。古代の遺構面では礎石建物、掘立柱建物、大量の

墨書土器等を、弥生時代の遺構面では四隅突出型墳丘墓と土墳墓を検出し、またこの土填墓からは

近畿式銅鐸の飾り耳が出土した。銅鐸片が墓損内から検出されたのは全国で初めての例である。

なお、今回の報告書は平成13年度から平成14年度に行った中近世初めまでの遺構面の調査を中′己ヽ

とし、弥生時代から古代の調査内容については平成16年度以降報告する予定である。

第 2章 遺跡の位置と環境
出雲平野は、かつて平野を西流していた斐伊川と神戸川により形成された沖積平野である。青木

遺跡は出雲平野北東部の北山山麓の扇状地上に位置している。現在では東流している斐伊川が、最

も北山に接近する地点であり、遺跡は川沿いに東西に広がっている。遺跡の北側には山裾がせま

り、山中から斐伊川に向かって湯屋谷川が流れている。この川の流れにのって運ばれた土砂により

扇状地が生成されている。

出雲平野の縄文時代の遺跡は、早期の菱根遺跡、前期の上長浜遺跡、後・晩期では出雲大社境内

遺跡、三田谷 I遺跡、矢野遺跡などが知られているが、青木遺跡近辺では現在までのところ確認さ

れていない。

出雲平野に集落が増加するのは弥生時代中期頃からである。山持遺跡 (10)で は、弥生時代後期

の上器が大量に出土 しており、遺構は竪穴住居、掘立柱建物、土坑、土器溜まりが確認されてい

る。後期後半に集落が急速に広がり、短期間に廃絶したことが窺える。また、荻抒Ⅱ遺跡 (40)で

は後期から終末期にかけての上器が採集されている。青木遺跡の南西2.Okmに 位置する中野美保遺

跡 (42)で は、中期中葉～後期の溝や井戸などの生活空間とともに、墓域が確認されている。一辺
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が14m程の四隅突出型墳丘墓 1基が検出されたが、後世の削平を受けており、墳丘の高さは立石底

面から20clnに 満たない状態であった。出土土器の様相から後期後半の築造と考えられる。墳丘裾に

隣接して数基の集石遺構も確認されている。また、四隅突出型墳丘墓下層からは中期中葉の土器を

伴う方形貼石墓 1基 も検出されている。

古墳時代前期の集落は弥生時代から続くものが多いが、低地部に営まれた集落の多くは前期から

中期にかけて衰退している。荻抒Ⅱ遺跡 (40)で は遺構は確認されていないものの、古墳時代中期

の上器が採集されており、集落跡の可能性が有る。後期には低地にも再び集落が営まれ、北山山麓

には古墳や横穴墓が築かれる。

北山から南に伸びる尾根上に位置する大寺 1号墳 (2)は、墳長52mの二段築成で葺石を持つ前

方後円墳である。全長 4mあ まりの竪穴式石室を主体部とするほか、前方部の形状から前期末の築

造と考えられる。石室から鉄製鍬先や鉄斧が出土しているほか、近年の墳丘の調査で、土師器や碧

玉製勾玉が確認されている。 1号墳東側の 2号墳は、墳形は不明であるが小規模な横穴式石室を有
し、後期末の築造と考えられている。このほか東林木町内には未調査ながらも数多くの古墳 。横穴

が知られている。大寺古墳西方の門前谷の低丘陵上には、膳棚山古墳群 (5)・ 平林寺山古墳群

(4)が位置している。近年、両古墳群で13基が確認されているが、開墾などにより消滅 した古墳
も少なくはないようである。主に小型の方墳・円墳で構成される古墳群であり、一部で横穴式石室

や箱式石棺が露出している。これら古墳群の南には傘屋背後横穴墓群 (7、 消滅)、 古前西北崖上

横穴墓 (8)、 古前背後横穴墓群 (6)な どがみられる。

奈良時代頃には、斐伊川によって形成された自然堤防上に集落が数多く営まれる。天平 5(733)

年に編纂された「出雲国風土記」によれば、出雲平野は出雲郡と神門郡に分割され、青木遺跡の地

は出雲郡伊努郷に編成された。また風上記には、遺跡北東の旅伏山に峰がつくられたことも記され

ている。平安時代末期には九条家の荘園として「林木荘」が成立 していたことが、同家の文献にみ

える。遺跡北側の高福寺には、平安時代前期に造立された薬師如来像、日光 。月光菩薩像、聖観音

立像、四天王像など 9体の仏像が祀られている。これらはかつて存在 した大寺に安置されていたと

考えられている。青木遺跡ではこれらの仏像が製作された頃とほぼ同時期の遺物も多数出土してお

り興味深い。近隣では、現在までのところ大きな集落は確認されていないが、その存在を想定させ

るような遺物の出土が数箇所で見受けられる。里方八石原遺跡 (13)で は遺構は確認されなかった

ものの、奈良時代の須恵器・土師器がみられ、水晶と滓片が入った土師器堺が出土している。これ

と一連の遺跡と考えられる高浜Ⅱ遺跡 (14)で は、奈良～平安時代初期の遺物が多量に出土してお

り、赤彩が施された土師器や、漆が付着した須恵器、 ミニチュア土器などもみられる。青木遺跡北

側の大寺三蔵遺跡 (3)で は、谷の中央付近で奈良時代から中世にかけての上師質土器や須恵器が

まとまって出上している。中野美保遺跡では、井戸を中心に配された掘立柱建物群が確認されてい

る。

林木荘は鎌倉期には神門郡に、戦国末期には出東郡に属したとされている。九条家との関わりは

14世紀初頭まで Iよ文献に登場するが、それ以降の荘園の実権は在地勢力に移り、戦国期には荘内は

杵築大社、鰐淵寺、日御碕神社等の所領に分かれていたようである。近隣の遺跡ではこの時期の居

住空間はあまり確認されていない。中野美保遺跡では中世の水田遺構が調査されており、畦畔・水

口。足跡・置石などが確認されている。二条並列して構築された畦畔もあり、畦畔の結節点からは
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第2章 遺跡の位置と環境

置石が出土している。荻抒古墓 (41)で は、資器系陶器の大型甕・龍泉窯産の青磁碗
。青磁皿 。骨

片・蓋石・礫が出土している。蓋石が載せられた甕が方形土坑内に据えられ、粘土や礫で埋め戻さ

れていた。甕と共に五輪塔や宝筐印塔の残欠が出土しており、地上に石塔が建てられていたと考え

られる。甕の内部には青磁碗・皿・骨片が納められていた。

戦国時代になると守護代として富田城に入った尼子氏が、守護京極氏を追い出して勢力を拡大

し、最盛期の16世紀初めには11カ 国にまで支配が及んだ。しかし安芸に進出した際、毛利方に大敗

し、富田城を巡って出雲において攻防戦が繰り広げられた。鳶が巣城 (9)は毛利元就が尼子征伐

のために出雲国に侵入して最初に設けた軍事拠点である。放射状連郭式の山城で、山頂曲輪群は永

禄 5(1562)年 ごろの築城と推定されている。鳶が巣城の東方には、元就の三男小早川隆景の養

父、小早川正平の霊を慰めるために建立された興源寺が位置する。この地は小早川正平が自刃した

場所とされており、付近には墓塔と伝えられる宝筐印塔 (62)が i巳 られている。

近藤 正「出雲・荻抒発見の骨蔵器」考古学雑誌 第54巻 第 3号  1969年

『出雲 。上塩冶地域を中心とする埋蔵文化財調査報告書』島根県教育委員会1980年

『出雲市埋蔵文化財調査報告書 第 1集』出雲市教育委員会 1988年

『出雲市埋蔵文化財調査報告書 第 2集』出雲市教育委員会 1989年

『角川日本地名辞典 島根県』角川書店 1991年

『出雲市埋蔵文化財調査報告書 第 3集』出雲市教育委員会 1992年

『島根県の地名』平凡社 1995年

『山持川川岸遺跡』出雲市教育委員会 1996年

『出雲市埋蔵文化財調査報告書 第 8集』出雲市教育委員会 1998年

『高浜 H遺跡』出雲市教育委員会 1999年

『出雲市埋蔵文化財発掘調査報告書 第10集』出雲市教育委員会 2000年

『高岡遺跡』出雲市教育委員会 2000年

『出雲市埋蔵文化財発掘調査報告書 第11集』出雲市教育委員会 2001年

『島根県教育庁埋蔵文化財調査センター年報 X』 島根県教育庁埋蔵文化財調査センター 2002年

『増補改訂 島根県遺跡地図 I(出雲 。隠岐編)』 島根県教育委員会 2003年

『島根県教育庁埋蔵文化財調査センター年報 11』 島根県教育庁埋蔵文化財調査
センター 2003年

大寺古墳群現地説明会資料 島根県教育委員会 2003年
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1 青木遺跡

4 平林寺山古墳群

7 傘屋背後横穴墓群

10 山持遺跡

13 里方八石原遺跡

16 真名井銅支出土地

19 原山遺跡

22 知井宮多聞院遺跡

25 大梶古墳

28 放れ山古墳

31 矢野遺跡

34 渡橋沖遺跡

37 壱丁田遺跡

40 荻抒Ⅱ遺跡

43 中野清水遺跡

46 上塩谷築山古墳

49,三田谷 I遺跡

52 菅沢古墓

55 権現山城跡

58 後谷遺跡

61 美談神社 2号墳

64 旅伏山

2 大寺 1号古墳

5 膳棚山古墳群

8 古前西北崖上横穴

11 山持川川岸遺跡

14 高浜Ⅱ遺跡

17 出雲大社境内遺跡

20 鹿蔵山遺跡

23 宝塚古墳

26 妙蓮寺古墳

29 古志本郷遺跡

32 白枝荒神遺跡

35 蔵小路西遺跡

38 天神遺跡

41 荻抒古墓

44 今市大念寺古墳

47 地蔵山古墳

50 光明寺 3号基

53 長者原廃寺

56 是要岳樫絆
古墳・

59 天寺平廃寺

62 興源寺

第 2章 遺跡の位置と環境

3 大寺三蔵遺跡

6 古前背後横穴墓群

9 鳶が巣城

12 別所里方遺跡

15 菱根遺跡

18 五反配遺跡

21 上長浜貝塚

24 下古志遺跡

27 浄土寺山城跡

30 井原遺跡

33 小山遺跡

36 姫原西遺跡

39 海上遺跡

42 中野美保遺跡

45 神門寺境内遺跡

48 半分城跡

51 上塩谷横穴墓群

54 西谷墳墓群

57 斐伊川鉄橋遺跡

60 美談神社 1号墳

63 荒木古墳群

-5-



第 2図 青木遺跡の位置
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第 3図 青木遺跡調査区位置図 (S=1/5,000)
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第 4図 青木遺跡 I区 ,I区全体図 (S=1/300)



第 3章  I区の調査

第 3章 I区の調査

第 1節  IA～ IC区の調査

(1)調 査 の経過 と概要

IA～ IC区の発掘調査は平成13年に行った。調査は IB区から始め、 7月 11日 から重機を使用

して近世以降の耕作上である 1・ 2層を掘削した。その後 8月 6日から室町時代～近世初頭の遺物

包含層である 3a層を人力で掘削し、 5a層を検出した。 5a層は拳大前後の礫を大量に含み柱穴

の検出が困難だったので、地形測量後に 5 cm程度削ってから精査を行った。その結果、多数の柱穴

が検出され柱根も出土 した。 5a層を掘削すると石を含まない 6層が堆積 しており、上面で柱穴と

自然流路が検出された。 IB区の東側には別の礫層 (7層)が堆積 し、その下には石を含まない 8

層が堆積していたが、ここでは柱穴は検出されなかった。 9月 27日 にはラジコン
ヘリにより1回目

の空撮を行った。 IB区下層の調査と平行しながら10月 30日からIC区東の調査を行った。遺跡の

旧地形が東側に傾斜しているので IB区に比べて遺構面の標高が低く、最も低い南東側では現地表

から約 2m下で遺構面の礫層 (5b層 )が検出された。 5b層上面ではでは多数の柱根が検出さ

れ、柱根も多く残存していた。12月 8日 には IB区とⅡA区の現地説明会を開催し、多数の参加を

得た。その後12月 4日 に 2回 目の空撮を行って IC区東の調査を終え、 IC区西から東への調査排

上の転地換えを行った。その間に山持追跡と馬渡り遺跡の試掘調査と平行しながらIA区の調査を

行った。 IA区の東側では、事前の聞き取り調査で伊佐波神社の旧境内地とされた部分で石敷きと

石列を検出した。12月 5日からIC区西の遺構精査を行い、12月 20日 には 3回目の空撮を行った。

12月 26日 に遺構の実測を終え現地調査を完了した。
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第 3章  I区の調査

(2)弥 生 時代 の遺物

IB～ IC区では 3a層以下のほとんどの層で弥生土器が出土 した。全体の数量は多くないが、

その中で IB区 7層 と IC区東の 5b層で比較的まとまって出土した。 IB区は後期 (V様式)の

土器が主で、 IC区東は前期から後期まで各時期の上器が出上している。

前期の上器 (1～ 5)は数が少なくほとんどが小片で、 1と 底部以外は図化できなかった。中期

の上器 (6～39)は、前期に比べ出土数が多く壺 。甕のほか、鉢や高堺も見られる。後期の土器

(40～ 67)は ほとんどが甕だった。直口壺42は 口縁部外面に波状文が施される。出雲平野部ではあ

まり例を見ない。62は高郭・器台等の脚部と見られるが、内面に厚 く炭化物が付着 しているので、

蓋として使用したと考えられる。68は錘と考えられる石製品で、球形の石の中央に窪みを廻らせて

いる。形状から弥生時代のものと判断した。

これらの上器は、調査区北側から流れ込んだ礫層内で後の時代の遺物に混じって出土している。

このため、調査区北側に弥生時代の集落等が存在する可能性が考えられる。

参考文献

1 松本岩雄  「出雲隠岐地域」『弥生土器の様式と編年 一山陽・山陰編―』 木耳社 1992

2 大山スイス村埋蔵文化財発掘調査団・大山町教育委員会  『妻木晩田遺跡発掘調査報告』 2000
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第 6図  I区
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弥生時代の遺物出土状況 (S=1/600)
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第 1節  IA～ IC区の調査

珍

‐
武

ｍＶ

尚
冽

珍

‐

鯵

４

10cm

li 66

夏
第9図  I区 弥生土器③・石器 (S=1/4)

第 1表  I区弥生土器観察表①

遺物
番号
挿図
番号
写真
番号

種 別 器種 剛蝦
層位

法 (m)
形態 。文様の特徴 調整 ほ台土 色調 備考□径 底 径 器 言

1 7
弥生

土器
甕 F-17 5 (197) 口縁端部に面を持つ

内 :ヨ コハケメ

外 :ナ デ
径2～ 3冊河の砂

粒多量

内

外
灰白色 (25Y8/2)
黄灰色 (p5Y5/1)

I様式

2 7
生
器
弥
土 甕 E-15 5 (54)

明

明

不

不

内

外
径2～ 3¶mの 砂
粒多量 と様式

3 7
弥生
土器

F-17 5
明

デ

不

ナ

内

外
径1～ 2mmの 砂

粒多員
橙色～鈍い黄橙色 I様式

判 7
弥生
土器

甕 G■ 7 5 (96)
ア
明
ナ
不

内

外
径2～3mmの 砂

位多電
[様式

5 7 弥生
土器

士璽 F-16 5 (116)
内 :ヘ ラミガキ

外 :タ テハケメ
径 1～ 2ココの砂

位多畳

浅黄橙色 (10YR8/3)
浅黄橙色 (10YR3/3)
～褐灰色 (10YR3/1)

I様式

6 7
弥生
土器

士電 E-16 5
口縁端部を上下に拡張
する。

内 :ヨ ヨナデ

外 :ヨ ヨナデ
径 0 5mmの 砂
粒多量

浅黄橙色(10YR3/4)
浅黄橙色 (10YR3/4)

Ⅲ様式

7 ?
弥生
土器

F-16 5 (204)
口縁端部は下重し平坦
面を持つ

内 iヨ ヨナデ

外 :ョ コナデ
径 lmmの 砂粒
多最

内

外

:灰黄掲色 (10YR6/2)
1灰黄掲色 (10YR6/2)

Ⅲ様式

8 7
弥生
土器

歳霊 H■ 3 5 口縁端部に面を持つ
内 :ヨ コナデ、 ヨ

コハケメ外 :ヨ ]
径 l mmの 砂粒
多量

内 :灰白色(25Y8/2)
～黄灰色(25Y4/1)

外 〔浅黄橙色(10YR3/3)
Ⅲ様式

9 7 弥生
土器

E■ 6 5 (242)
回縁下端に粘土紐を貼
り付け、平坦面に束1突
文を施す。

内

外
径0 5mmの 砂
粒多量

内

外
鈍い黄19n色 (10YR7/2)
鈍い黄橙色(10YR7/2)

Ⅲ様式

10 7
生
器
弥
土

士璽 5 (237)
口縁端部は上下に肥厚
する。端部と内面に3条
の復縁鋸歯文を施す。

径lmm前後の

砂粒多量
内 :浅責橙色(10YR8/3)
外 :鈍い橙色(75YR7/4) Ⅲ様式

11 7
生
器
弥
土

士軍 H■ 0 7 (234)
口縁端部は下重 し平坦
面に復線鋸歯文を施す

内 :ヨ ]ナ デ
外 :ヨ ヨナデ、 タ

径05～ la冊 の
砂粒多量

内 :浅黄橙色(75YR3/4)
外 :浅黄橙色(75YR8/4)

肛様式

7 66
生
器
弥
土

廟

士
霊
F-16 5 (312)

内 :ヘ ラミガキ、

外 :タ テハケ

径1～ 2mmの 砂

粒多量
鈍い黄権色

13 7 弥生
土器

士望 G■ 7 5
顕部に2条の突帯を貼り
付け、キザミロを施す。

内

外
径 lmm前後の

砂粒多量

内 i鈍 い橙色(5YR7/4)
外 :浅黄橙色(10YR3/3)

皿様式

7
生
器
弥
土

〓蛍 側 溝 (132)
口縁部は大きく外反 し、

端部は上下に拡張 し9条
の凹線を施す

内 |ヨ ヨナデ

外 :ヨ ョナデ
径 l mmの 砂粒

多量

内

外
掲灰色 (10YR4/1)
褐灰色(25Y6/1)

Ⅳ様式

15 7 弥生
土器

士蜜 E17 5 (216)

口縁端部を下方に拡張
し、3条の凹線を施す。
口縁内面に4条の凹線を
施す。

明

明

不

不

内

外
径1～ 2mの砂
粒多量

内

外
褐灰色(10YR6/1)
鈍い橙色(5YRイ /3)

Ⅳ様式

7
生
器
弥
土

士璽 5 (226)

国縁端部は上下に拡張
し、2条の凹線を施す。
頸部に1条以上の凹線を
施す。

内 :ヨ ヨナデ、ヘ

ラケズリ後ナデ

外 :ヨ ヨナデ

径 1～ 3mmの 砂

粒多量

内 :鈍い黄橙色(10YR7/2)
外 :鈍い黄橙色(10YR7/2)

Ⅳ様式

17 7
弥生
土器

一更 H■ 2 8
頸部と肩部の境にと突
帯を貼り付イする

内 :ヘ ラミガキ

外 :ヨ ヨナデ
径 l mmの 砂粒

多量

内

外
浅黄橙色(10YR8/3)
浅黄惜色(10YR8/3) 中期

7
生
器
弥
土 鉢

F17
5

顕部と肩部に4条 と3条
の突帯を貼り付け、そ
の間に羽状文を施す。

デ
明

ナ

不

内

外
径 05¶ mの 砂
粒多量

内

外
炭黄色(25Y7/3)
浅黄橙色(10YR3/3) 中期

19 7
生
器
弥
土

〓壺 E-17 5
頸部に4条の凹線と羽状
文を施す

内 :ナ デ

外 :ク テハケメ
径0 5anの 砂
粒夕量

内

外
褐灰色(10YR6/1)
褐灰色(10YR6/1)

Ⅳ様式



物
号
遺
番

f●凶
番号
写真
番号

種別 器種 剛Ｇｒ／遣構
層位

寸  法  (cm
形態 。文様の特徴 調整 月台土 色調 備考

□径 底 径 器高

7
生
器
弥
土 甕 F■ 7 5 (250)

回縁端部は上方に笹か
に肥厚し面を持つ

明

コ

不

ヨ

内

外
径 1コ¬の砂粒

多量

内

外
浅黄橙色 (10YR8/3)
浅黄橙色 (10YR8/3)

Ⅲ様式

7
弥生
土器

甕 F-16 5 (296)
口縁瑞部は上方に僅か

に肥厚する

内 :ヨ コナデ

外 :ヨ コナデ

径 0 5mmの 砂
粒多量

内 :黄灰色 (25Y5/1)
外 :黄灰色 (25Y5/1)

Ⅲ様式

7
生
器
弥
土 甕 5 (288)

口縁端部は上方に僅か
に肥厚しキザ ミロを施
す

内 :不明
外 :ヨ ヨナデ

径1～ 2mmの 砂

粒多量

内 :黒褐色(25Y3/1)
外 :鈍 い黄橙色(10YR7/3)

Ⅲ様式

7
生
器
弥
土 甕 F-17 5 (186)

口縁端部を上下に拡張
する

内

外
径05～ lmmの
砂粒多量

色

色

灰

灰

内

外
(25Y8/1)
(25Y8/1)

Ⅲ様式

7
弥生

土器
甕 G16 5 (156)

口縁端部 を上下 に拡張

し、2条の凹線 とキザ ミ

目を施す。

内 :ヨ ヨナデ

外 :ヨ コナデ
径05¶冊の砂
位多量

内 :灰 色色 (25Y7/1)
外 :黄灰色 (25Y4/1)

Ⅳ様式

7 弥生
土器

甕 H■ 1 7 (164う 回縁端部は上下に拡張

内 :ヨ ヨナデ、ヘ

外 :ヨ ヨナデ、 タ
径1～ 2¶mの 砂
粒夕量

内 :鈍い橙色 (75YR7/4)
外 :鈍い橙色 (5YR6/4)

Ⅳ様式

7
弥生
土器

甕 5 (227)
口縁端部は上下に拡張、

4条の回線を施す

内 :ヨ コナデ、 ナ

外 :ヨ ヨナデ

径 1冊¶の砂粒
多量

内 :浅養橙色 (75YR8/4)
外 :浅黄橙色 (75YR8/4)

Ⅳ様式

27 7 弥生
土器

甕

H■ 0・
I-10

東西ベ

フレト

7 (176)

口縁端部は上下に拡張
し、刺突文を施す。頸
部に指頭圧痕文帯を貼
り付ける。

不明 径1～ 2mmの砂
粒多量

内 :褐灰色 (10YR6/1)
外 :淡赤橙色 (25YR7/3)

皿様式

7
生
器
弥
土 甕 F-17 5

頸部に指頭圧痕を貼り
付ける

内

サ
外

径1～ 2mmの砂
粒多量

内 i浅黄橙色 (10YR3/3)
外 :鈍い橙色 (75YR7/3)

Ⅳ様式

7
弥生

土器
甕 H■ 0 5 (196)

口縁端部を上下に拡張
し、 3条 の回線文を施
す。顎部に指頭圧度を
貼り付ける。

外 iヨ ヨナデ、ハ

径 l mmの 砂粒

多量

内 :演黄橙色 (10YR8/4)
外 t rt色 (5YR7/6)

Ⅳ様式

8
弥生
土器

甕 F17 5 (58)
デ

　

　

デ

内

ナ
外

ナ

径 lmmの 砂 I‐

少量

内 1黄灰色 (25Y5/2)
外 :鈍い黄橙色(10YR6/3)

中期

8 67
生
器
弥
土
鉢
層

5 (53)
底部と胴部の境が強く
くびれる

デ
明
ナ
不

内

外
径05～ lmmの
砂粒多量

内 :黒色 (25Y2/1)
外 :黒褐色 (25Y3/1)～
ftい橙色 (5YR6/4)

中期

8 67
弥生
土器

E16 5 (82)

内

ナ
外

ナ

径0 5mmの 砂
粒多量、黒雲
母微盈

色

色

黄

黄

灰

灰

内

外
(25Y7/2)
(25Y7/2)

8 67
弥生
土器

一霊 F-16 5

内 :タ テハケメ後

外 :ヘ ラミガキ

径1～ 2mmの 砂

粒多量
鈍い黄橙色

8 67
生
器
弥
土 甕 G■ 6 5 (70)

内 :ナ デ、ヘラケ

外 :ヘ ラミガキ、
径 0 5mmの 砂
位多量

色

色

白

黄

灰

灰

内

外
(25Y7/1)
(25Y6/2)

8
生
器
弥
土 鉢 E-16 5 (392)

口縁端部は大きく外に

拡張し、幅広の面を持
つ。国縁下に指頭圧痕
文帯を貼り付ける。

内 iナ デ

外 !ヨ ヨナテ
径 l mmの 砂粒

多量

内

外
鈍い貢褐色(10YR5/3)
浅黄橙色 (75YR3/4)

中期

8
生
器
弥
土 鉢 F-17 5 (238)

口縁端部は肥厚し面を

持つ。回縁下に3条の突
帯を貼り付ける。

明

ヨ

不

ヨ

内

外
径 l mmの 砂粒

多量

色

色

灰

白

黄

灰

内

外
(25Y5/1)
(25Y7/1) 中期

8 67
弥生
土器

鉢 南側満
胴部に2条の突帯を貼り
付け、キザミを施す。

内

外
径0 5mmの 砂
粒多量

内 :灰 白色 (25Y7/1)
外 〔浅黄橙色 (10YR3/3)

Ⅲ■様式

8
生
器
弥
土 高邪 5

脚部に7条の沈線と線刻
の文様を施す

内

外
径 0 5mmの 砂
粒多量

内

外
鈍い黄橙色(10YR7/2)
鈍い黄橙色(10YR7/2) 中期

生
器
弥
土 高郭 5 (100)

脚端部は上方に肥厚 し

面を持つ

内 iナ デ

外 !タ テハケ
径 l mmの 砂粒

多埜

内 :黄灰色 (25Y6/1)
外 :灰色 (5Y4/1)

中期

生
器
弥
土

一霊 H■ 1 8 (400)
回縁端部を下 に拡張す

内 :ヨ コナデ、ヘ

外 :ヨ ヨナデ、タ
径 1～ 2mmの 砂

粒多畳

内 :浅蓑橙色 (10Y R3/3)
～灰白色 (10V R3/2)
外 :灰白色 (10Y R8/2)

V■様式

生
器
弥
土

一霊 5 (182)
口縁端部は上方に1日 厚
し、 2条の凹線を施す

内 :ヨ コナデ

外 :ヨ ヨナデ、ヘ

ラケズリ後ナデ

径 l flnの 砂粒

少屋

内 :鈍 い黄悟色(10YR7/3)
外 :鈍 い責橙色(10YR7/3)

V2様式

生
器
弥
土

一霊 5 (130)
口縁端部に面を持ち、
波1大文を施す

内

ズ

外

径1～ 2¶mの 砂

粒多量

内

外
浅黄桂色(10YR8/3)
浅黄橙色(10YR8/3)

V様式

8
生
器
弥
土

一更 F17 5
肩部にヘラ描きの有軸
羽状文を施す

内 :ヘ ラケズリ

外 :ナ デ

径 1冊冊の砂粒
少量

内

外
灰黄色(25Y7/2)
鈍い黄橙色(10YR7/3)

V様式

8
弥生
土器

甕 F-17 5 (156)
回縁端部を上下に拡張

し、3条の凹線を施す。

内

外
径 05¬コの砂

粒多量

内 :鈍 い黄橙色(10YR7/8)
外 :鈍 い貢橙色(10YR7/8)

V■様式

8
生
器
弥
土 甕 5 (146)

口縁端部を上下 に拡張

し、9条の回線を施す。

内 iヨ ヨナデ、ヘ

ラケズ リ外 :ヨ コ
径 0 5mmの 砂

粒少量

黒色(25Y2/1)～鈍い
黄橙色 (10YR6/3)
鈍い黄橙色(10YR7/2)
～橙色 (25YR6/8)

V■様式

8
生
器
弥
土 密 F-16 5 (174)

回縁端部を上下に拡張
し、2条の凹線を施す。

内 :ヨ ヨナデ、 ヘ

ラケズ リ外 :ヨ ヨ
径 lmm前後の

砂粒少量

内 :灰 白色 (10YR8/2)
外 :灰 白色 (10YR8/2)

V■様式

47 8
弥生
土器

饗 G■ 1 7 (186)
口縁端部は上下に拡張
し、3条の凹線を施す。
膚部に刺突文を施す。

内 :ヨ コナデ、ヘ

外 :ヨ コナデ

径 2 mm以 下の

砂粒含む

内

外
鈍い黄橙色(10YR7/3)
鈍い黄橙色(10YR7/3)
～黒IB色 (10YR3/1)

V■様式

8
弥生
土器

餐 側溝 5 (164)
口縁部外面に5条 の凹線

を施す。端部は丸い。

内 :ヨ ヨナデ、ヘ

外 :ヨ ヨナデ

内

外
浅黄橙色(10YR3/3)
鈍い橙色(75Y R7/3)

V2様式

8
生
器
弥
土 饗 F■ 7 5 (272)

口縁部外面に5条の凹線
を施す。端部は丸い。

内

外
径 0 5mmの 砂
粒少畳

内

外
鈍い黄橙色(10YR7/2)
灰黄褐色 (10YR6/2)

V2様式

第 3章  I区の調査

第 2表  I区弥生土器観察表②
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第 1節  IA～ IC区の調査

第 3表  I区弥生土器観察表③

第 4表  I区弥生時代の石器観察表

靱
号
遭
番

図
号
挿
番
写真
番号

種別 器種
巴土地点
Gr/遺構

層 位
寸 法 (cm)

形態 。文様の特徴 調整 胎土 色調 備考口径 底 径 熙言

8
弥生
土器

甕 7
口縁端部は上下に拡張
し、8条の凹線を施す。
肩部に刺突文を施す。

内 :コ コナデ、ヘ

ズリ
外 ;ヨ コナデ、ベ

径1～ 2mmの砂
粒多量

内

外
浅黄橙色 (75YR3/3)
鈍い橙色 (75V R7/3) V2様式

51 8
弥生
土器

餐
側
溝
北
側 5 (193)

目縁部外面に7条の平行
沈線を施す。端部は丸

内

外
径0 5naの 砂
粒少量

内

外
鈍い黄橙色(10YR7/2)
鈍い黄橙色(10YR7/2)

V‐2様式

8
弥生
土器

甕
西側溝 口縁部外面に5条の凹練

を施す。

内 :ヨ こ

ラケズリ
外 :ヨ コ

径1～ 2Ⅲ側の砂

粒多是

内 :黄灰色 (25Y6/1)
外 :灰白色 (2573/2)

V2様式

8
弥生
土器

甕
H■ 0、
河道

(267)
口縁部外面に15条 の平
行沈線を施す。端部が
丸ヤ、

内 :ヨ ヨナデ、ヘ

外 :ヨ コナデ

径 3mm以 下の

ひ粒含む
内 ,外 :灰白色(10V R3/2)
～黒褐色 (10Y R3/1)

V3様式

8
生
器
弥
土 甕 (155)

口縁外面に5+6条の平行
沈線を施す。端部は先
細りし段部は下垂する。

内 :ヘ ラミガ■、

外 :ヨ コナデ

径 051111の 砂

粒多量

内 !掲灰色 (10Y R5/1)
外 :灰黄褐色 (10YR6/2)

V3様式

8
生
器
弥
土 不 明 H ll 7

内 :ヘ ラケズリ

外 :不明

径 1悧冊の砂粒
多量

内

外
黒褐色(25YR3/1)
鈍い赤褐色(2 5YRS/4)
～黄灰色 (25V4/1)

V様式

8
生
器
弥
土 甕 1-11 (50)

底部の中央に径6mmの 穴
を穿孔している。

内

外 不明

径 1～ 3Ⅲ側の砂

粒多霊

内

外
褐灰色 (10Y R5/1)
鈍い僣色 (25Y6/4)

V様式

8
生
器
弥
土 不 明

機
削
重
掘 (72) 底部を高台状に作る

内 :ナ デ

外 :ヨ ヨナデ
径1～ 2nmの砂
粒多量

内 ;鈍 い赤褐色(5Y R5/3)
外 :鈍い橙色(25Y6/4)

V様式

8
生
器
弥
土 不 明 E17 5 (110)

内 :ナ デ、ヘラケ

外 :ナ デ、ヘラケ
径 1酬 の砂粒

多量

内

外
灰白色 (5Y3/1)
灰白色 (10Y R8/2)

V様式

8
生
器
弥
土 甕 E-16 5 (57)

内 :不明
外 :ナ デ、 ベラ起
こし後ナデ

径0540以 下
の砂粒少量

内

外
褐灰色 (10Y R5/1)
灰黄色 (25Y6/2)

V様式

9
生
器
弥
土 把手 F-14 5

平面はU字状、断面は
楕円形。

内 :ヘ ラケズリ
外 :ナ デ

径1～ 2Ⅲ口の砂
粒多量

外 :暗灰黄色 (25Y5/2)

様

回
把
・３略
翻
焼

Ｖ
式

土

手

9
生
器
弥
土 把手 7

平面はU字 状、断面は
台形で、貝殻文を施す。

内

外

ヘラケズリ 径 0 5mmの 砂

粒少足

外 :橙色 (5YR7/6)
～灰褐色 (75YR5/2) V様式

9
生
器
弥
土 蓋 F16 5

口縁端部は下方に肥厚
する。

内

外

デ

径05～ ln冊 の
砂粒多盈

内 :黒色 (25Y2/1)
外 :ftい黄橙色(10YR6/3)
～黄灰色 (25Y4/1)

V様式

9 弥生

土器
高郭 5 (197)

口縁端部は外に大 きく

肥厚 し、上面 は浅 く窪
む。

内

外
径 05m側 の砂
粒少量

内 :浅黄橙色 (10YR8/3)
外 :灰黄色 (10YR5/2)

V■様式

9
弥生
土器

鼓形
器台
E-16 5

筒部に1条以上+3条の
平行沈線と員殻による
束1突文を施す。

内

外

ヘラケズリ
不明

径0 5mmの 砂
粒多量

内 i鈍い黄橙色(10YR7/3)
～赤掲色 (10R4/4)
外 I飩い黄橙色(10YR7/3)

様
彩
・
３
赤

Ｖ
式

9
生
器
弥
土

形
台
鼓
器
F15 5

脚部外面に13条 以上の
平行沈線を施し、径3mm
の穴を穿孔。

内

外

キ

ヘラケズリ
粗いベラミオ

径 i nmの 砂粒

少量

内 :灰黄色 (25YR7/2)
外 :灰黄色 (ワ 5YR7/2)

V3様式

9
弥生
土器

形
台
鼓
器
F19 5 候が突出しない。

明

コ

不

ヨ

内

外
径05～ lmmの
砂粒多量

内

外
鈍い橙色 (75YR7/4)
鈍い構色 (75YR7/4)

V～4様式

67 9
弥生
土器

器台 E-17 5
上台部外面に平行沈線
を施した後なで消す

内

外

デ

ヘラミガキ?
径0 5amの 砂
粒多量

内

外
灰白色 (10YR8/2)
灰白色 (10YR3/2)

V‐4様式

物
号
遺
番

図

号

挿

番
写真
番号

種別 器種
出土地点
Gr/遺構

層位
伝 (cm

形態 。文様の特徴 色調 備 考
長 さ 厚 さ 童さ(質 )

9 石 器 石 錘 E-15 5 30314 石の中央に窪みが廻る
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(3)古 墳 時代 の遺物

古墳時代の土師器・須恵器は IB区と IC区で出土しているが、数量は少ない。弥生土器に比べ

土師器は前期のものを中心に、灰白色等明るい色調のものが多くなる。

69は大型の複合口縁壺の口縁部で、古墳時代前期のものと判断した。

甕75は形状から古墳時代前期のものと判断したが、口縁外面と上面に細かい波状文を施 してお

り、あまり例を見ないものである。87は甕の底部を意図的に円形に打ち欠いている。

須恵器の甕 (113～ 128)は胴部の小片が多く時期の判断が困難だったので、図示したものの中に

は、古墳時代後期の甕のほか一部古代の甕がまじっている可能性がある。

これらの上器は弥生土器同様ほとんどが小片で、全形のわかるものは少なかった。

参考文献

1 鹿島町教育委員会  『南講武草田遺跡』 1992

2 松山智弘  「出雲における古墳時代前半期の上器の様相 一大東式の再検討―」『島根考古学会誌』第 8集

島根考古学会 1991

3 大谷晃二  「出雲地域の須恵器の編年と地域色」『島根考古学会誌』第11集 島根考古学会 1994

蝦＼
70

第10図  I区 古墳時代の上師器出上状況 (S=1/600)
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第13図  I区 須恵器② (S=1/4)

第 5表  I区土師器観察表①

tを

iヽ

tⅢ

遺物

番号
挿図
番号
写真
番号

種別 器種 鵬Ｇｒ／遺構
層 位

寸 法 (cm)
形態・又様の特徴 調 整 月台土 色調 備考

口径 底 客 瀑高

11 土師器 士霊 東側溝
口縁部は内傾し、桜は
水平に突出する。

明

明

不

不

内

外
径 0 5 mmの 砂

粒多量

内 :浅黄Iwk色 (75YR3/3)
外 :浅黄笹色 (75YR3/3)

11 土師器 士霊
東側溝
H■ 1

7 頸部に羽状文を施す

内 :ナ デ、ユ ビオ

外 :ヨ ヨナデ、タ
径 05口 mの 砂
位多量

内

外
灰白色 (10YR8/2)
鈍い黄橙色 (10YR7/2)

11 土師器 甕 H■ 1 7 (151)
曰縁部 に外反 しほぼ水

平に突出する。 全体に

シャーブなつ くり。

明

明

不

不

内

外
径 lmmの 砂粒

多量

内 :灰色 (N5/)
外 :灰白色 (5Y7/1)

11 土師器 甕 G ll 7
口縁部は外反し稜はほ
ぼ水平に突出する。

内 !ヨ コナデ

外 !ヨ ョナデ

径0 5mmの 砂
位少量

内

外
浅黄橙色 (10YR3/3)
浅黄橙色 (10YR8/3)

11 土師器 甕 G■ 7 5 (174)
□縁部は緩く外反し
稜は水平に突出する

内 :ヨ コナ

ラケズ リ外
径 05冊冊の砂
粒多畳

色

色

灰

灰

内

外

11 土師器 甕
F16、

南側溝
5 (170)

回縁端部は肥厚 し面を

持つ。稜はシャープで斜
めに突出する。

内 :ヨ コナデ
外 :ヨ ヨナデ、
ラケズリ

径 0 5 mmの 砂

粒多量

内 i鈍い黄橙色(10YR7/2)
外 i鈍い黄橙色(10YR7/2)

11 土目下器 甕 F16 5
口縁部外面と上端に波
状文を施す

内 :ヨ ヨナデ

外 :ヨ ヨナテ
径05～ l nη の
砂粒少量

色

色

橙

橙

黄

黄

浅

浅

内

外
OYR3/3)
OYR3/3)

11 土師器 甕 F17 5 (162)
口縁端部 は肥厚 し面を

持つ
内 :

クト:
径 05]mの 砂
粒多量

色

色

特

橙

黄

大

浅

演

内
外

OYR3/3)
OYR3/3)

11 土師器 甕 G■4 5 (172)
口縁部外面の稜 と内面
の段は不明瞭

内 :ヨ ヨナデ

外 :ヨ ヨナデ、
径 0 5mmの 砂
粒多量

内 :鈍い黄橙色(10YR7/3)
外 :鈍い黄橙色(10YR7/3)

11 土師器 蟹 F-17 2 (134)
口縁部外面の稜と内面
の段は痕跡的になる。
端部に面を持つ。

肉 :ヨ コナデ

外 :ヨ コナデ
径0 5mmの 砂
粒多量

内 :鈍 い黄橙色(10YR7/2)
外 :灰 白色 (10YR8/2)

11 土師器 甕 F17 5 (178)
口縁部外面の稜、 内面
の段 は不明瞭である。

端部に面を持つ。

内 :ヨ コナデ

外 :ヨ ヨナデ
径 lmmの 砂粒

多量

内 :灰白色 (10Y R8/2)
外 :灰白色 (10Y R3/2)

11 土師器 甕 5 (200)
口縁剤
`外

面の稜 と内面
の段 は痕跡的になる。

端部に面を持つ。

内

外
径 0 5mmの 砂
粒多量

内 :灰白色 (10VR3/2)
外 i鈍い黄t.4色 (10YR7/2)
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第14図  I区 古墳時代の須恵器出土状況 (S=1/600)
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第 6表  I区土師器観察表②

物
号
遺
番
挿図
番号
写真
番号

種別 器種 醐曲
層 位

寸  法 (cm)
形態 。文様の特徴 調 整 胎土 色調 備考

回繹 底 径 器 高

土師器 甕 北側溝 7
回縁部は直線的に開き
端部に面を持つ

内 :ヨ ヨナデ

外 :ヨ ヨナア
径0 5mmの 砂
粒多量

内

外
灰白色 (10YR3/2)
灰白色 (10YR8/2)

土師器 餐 F-17 5 (176)
口縁部ほ直線的に開き

端部は外側に肥厚する

内 :ヨ コハ ケメ

外 :ヨ ヨナデ

径05刊口の砂
粒多量

内

外
鈍い褐色 (75YR6/3)
鈍い橙色 (25YR6/3)

土師器 餐 排土 (168)
口縁部は緩く外反し

端部は内側に肥厚する
径05～ lmmの
砂粒多量

色

色

灰
黄
黄

灰

内

外
(25Y6/1)
(25Y7/2)

土師器 甕 F-15 5 (196)
回縁部は外反し、端部
は肥厚する

内 :ヨ ヨナデ、タ

外 :ヨ ヨナテ

径lmmの 砂粒
少量

内

外
鈍い橙色 (75YR7/3)
鈍い橙色 (75YR7/8)

土師器 餐 5 (273) 口縁部は外反する
鳴 :ヨ コナデ、ベラケズリ

外 :ヨ コナデ、タテハケメ

径05～ lⅢ¶の
砂粒多量

内 :鈍い橙色 (75YR7/3)
外 :鈍い橙色 (75YR7/3)

[1 土師器 甕 F■ 7 5 (56) 底部に平坦面がある。
内 :ヘ ラケズ リ後

外 :ナ デ

径 0 5mmの 砂

粒、黒雲母少

量

内・外 :鈍 い橙色(10Y R7/
2)～黒侶色 (10Y R3/1)

11 土師器 甕 E-15 5
型の胴部 (底部)破 片
を円形に加工している。

内 :ナデ、ユビオサ

外 :ナデ
径 l mmの 砂粒
多量

内 :灰黄褐色 (10Y R6/2)
外 :暗灰黄色 (25Y5/2)

11 土師器 高郭 G■ 7
杯底部は刺突孔を持つ

円盤充填
内 :ナ デ?
外 :ナ デ

径 0 5mmの 砂
粒多量

内

外
鈍い貢橙色(10YR7/2)
灰白色(10YR8/2)

11 土師器 高郭
束西 ト
レンチ

7 (162)

口縁部は緩く内咎 し、
端部は外反する。内面
に暗文を施す。

内 :ヨヨナテ

外 :ヨヨナデ、ナデ

径0 5anの 砂
粒少量

内 :橙色 (5YR6/6)
外 :橙 色 (5YR6/6)～ 灰色
(5Y6/1)

11 土師器 高郭 F-17 5
杯部は稜を持たず、体
部は内彎する

内 :ヘ ラミガキ

外 :ナ デ、 クテフ
径2 mm以 下の

砂粒含む

内 :鈍い黄橙色 (10YR7/2)
～褐灰色 (10YR6/1)
外 :鈍 い黄橙色(10YR7/2)

11 土師器 高郭 G■ 7 5 杯部は段状の稜を持つ
内 :不明
外 :タ テハケメ

径 0 5mmの 砂
粒多量

内 :鈍い赤褐色(25YR5/4)
外 :鈍い赤褐色(2 5YR5/4)

11 土師器 高郭 東側溝

内

外

テ

径 0 5mmの 砂
粒多量

内・外 :鈍 い黄FE色 (10YR7
/2)～赤褐色 (10VR5/4)

一部赤彩

11 土師器 高 郭 南側溝
明

明

不

不

内

外
径 05冊¶の砂

粒多量

色

色

橙

橙

内

外
(5YR6/6)
(5YR6/6)

11 土師器 高雰 ■■0 5
脚端部は大きく屈曲し

外側に開く
内 :不明
外 :タ テハケメ

径 0 5mmの 砂
粒少畳

内

外
浅黄橙色 (7 5YR8/4
浅黄橙色 (75YR8/4

1] 上自耐器 高郭 ?-16 5 脚部は器壁が厚t
デ

デ

内

外
径 lllの 砂程

多量

内 :灰白色 (10YR8/2)
外 :浅黄橙色 (10YR3/3)
～鈍い赤褐色 (5YR5/4)

一部赤彩

11 土師器 高 郭 H■ 2 7 器壁が厚い
内

外
径 l mmの 砂粒 内 :灰黄色 (25Y7/2)

外 :灰苦色 (25Y7ノ 2)
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第 7表  I区土師器観察表③

物
号
遺
番

図
号
挿
番

真
号
写
番 種別 器種 剛蝦

層 位 形態 。文様の特徴 調 整 月台土 色調 備考
廣客 繋恵

11 土師器 高邪 5 脚部は中空ではなヤ
内

外
径 15冊m以 下
の砂粒含む

内 外 :鈍 い黄橙色(10YR
7/3)～ 鈍い橙色(5YR7/3)

11 土師器 脚
堺
E■ 7 5 (187) (52) 杯部は緩 く内督する

径 3mm以 下 の

砂粒含む

内 :浅黄橙色 (10YR8/3)
外 :浅黄橙色 (10YR3/3)
～褐灰 (10YR5/1)

11 土師器
低脚
郭
H9 5

内

外
径0 5mmの 砂
粒、雲母少量

内 :浅黄橙色 (7 5YR8/3)
外 :浅黄橙色 (7 5YR8/3)

11 土師器 螂
郭

5 (57) 脚都は強く外反する
内

外
径 l mⅢ の砂粒

少量

内 :浅黄橙色 (10YR8/4)
外 :浅黄橙色 (10YR3/4)

11 土師器 器台 H■ 3 5 (238) 口縁端部は外反する
内 :ヨ コナデ、ヘラケ
ズリ後ナデ

外 :ヨ ヨナデ

径 0 5 mnの 砂
粒、黒雲母多員

内

外
鈍い黄橙色(10YR7/2)
鈍い黄橙色(10YR7/2)

11 土師器 器台 5 (223)
内 :ヨヨナデ

外 :ヨコナア、ヘラケ
径 05]冊 の砂
粒少量

内 :浅黄橙色 (10Y鳥 3/3)
外 :浅黄橙色 (10YR3/a)

11 土師器
樫

士
霊

口縁部は短 く、外反す

内 :ヨコナデ、ユビオ

外 :ヨヨナデ、ヘラケ
ズリ後ナデ

径 0 5nmの 砂

粒多量
内 :灰自色 (10YR8/2)
外 :灰自色 (10YR3/2)

12 須恵器 郭蓋 G■ 1 7 稜はあまり突出しな t
内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回転
径2m m程度
の砂粒含む

色

色

灰

灰

内

外
(75Y6/1)
(75Y6/1)

12 須恵器 郭 蓋 南側溝 (139) 体部と天丼部の境が浅
く窪む

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ

径05綱 mの 砂
粒多量

内 :灰色 (75Y R6/1)
外 :灰色 (N6/)

須恵器 郭 I-11 8 (110)
□縁 は直線的に立 ち上

力ゞる

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、回転

径05冊η以下
の砂粒微量

内 1灰色 (N6/)
外 :灰色 (N6/)

12 須恵器 郭身
H■ 0、
P141

7 (115)
回縁部は短 く内傾 して

立ち上がる
内 i回転ナデ、ナテ

外 :回転ナデ、ナテ
径 2mmの 砂粒
含む

色

色

灰

灰

一日
青

内

外
(5B5/1)
(5B5/1)

12 須恵器 堺 身 G■ 1 5 (117)
口縁部は短くやや内傾
して立ち上がる

内

外
回I_ナ デ

回l_ナ デ

径0 5mm以 下
の砂粒微量

内 i灰 白色 (N?/)
外 i灰色 (N5/)

須恵器 高 郭 G12 8 (160)
口縁部は外反する。体
部に 2条 の沈線を廻ら

内 :回転ナデ

外 :回 ほナデ

径 1¶¶以下の

砂粒微量

内 i灰 白色 (N7/)
外 :灰白色 (N7/)

須恵器 高郭 G ll 7
杯部に沈線を廻らせる。
脚部に穿孔を設ける。

内 :回転ナア、テデ

外 :回転ナデ、回転
径 lmm以 下の

砂粒含む
内 :灰色 (10YR5/1)
外 :灰色 (10YR5/1)

須恵器 高 郭 G ll 8
脚 部に 2方 向に開 く透
穴を設ける

内 :ナ デ

外 :回転ナテ
径 2刊 n以 下の

砂粒やや多量

色

色

灰

灰

内

外
(75Y7/1)
(75Y7/1)

12 70 須恵器 高郭 H■ 1 7
脚部に透穴を設け、端
部は外面に面を持つ。

内 :回転ナデ

外 i回転ナデ

径 4mm以 下
の砂粒含む

内 :灰色 (75Y6/1)
外 :灰色 (75Y6/1)

12 72 須恵器 餐 H■ 2 7 口縁部は外反する

内 :回転ナデ、ナデ、
F・ l′ 5円文オサエ後ナデ
外 :回転ナデ、平行タ
タ午後ナデ

径6 mm以 下の

長石、径 1綱m
以下の砂粒含
む

内 :灰色 (N5/)
外 :灰色 (75Y6/1)

12 須恵器 甕 H■ 1 7 (179)
口縁部は短く外反し
端部は丸い

内 :ヨコナデ、同心
円文オサエ

外 :ヨコナデ、平行
径 0 5Ⅲ m以 下
の砂粒少量

色
色

灰
灰

内
外

(N7/)
(75Y7/1)

12 72 須恵器 甕 G■ 3 5 (174) 日縁部は短く外反する

内 :ヨコナデ、同′亡ヽ
日文オサニ

外 :ヨヨナデ、平行
径 l mm以 下の

砂粒微量

内 1灰色 (75Y5/1)
外 :青灰色 (10B G5/1)

12 72 須恵器 甕 I-11 7
□縁部外面に波状文と
沈線を廻らせる

内 :回転ナデ
外 :カ キメ

径0 5mmの 砂
粒少量

内 1灰色 (N4/)
外 :灰白色 (75Y8/1)

12 72 須恵器 饗 I-11 7

内 :ヨ ヨナデ、同心

円文オサエ

外 :ヨヨナデ、平行

径0 5mmの 砂
粒少星

内 :灰白色 (5Y7/1)
外 :灰色 (N6/)

12 72 須恵器 甕

G■ 1、
】ヒ狽1狽」
濤内

7
内 :同′じヽ円文オサエ

(一部布目痕が残る)

外 :平行タタキ

径 05m冊 の砂
粒少量

内 :灰色 (N5/)
外 i灰 色 (N5/)～ 灰 白
色 (75Y7/2)

須恵器 甕

Ｇ
一
‐

‐
・
９
．

剌

３
．
５
，

７
．
８

内 :ヨヨナデ、 al′ とヽ

円文オサエ後ナデ

外 :ヨコナデ、平行
タタ■後ナデ

径 0 5mm以 下
の砂粒微量

色

色

灰

灰

内

外
(N5/)
(N5/)

須恵器 甕 H ll 7
内 :同心円文オサエ

外 :平行タクキ
径 0 5Ⅲ mの 砂
粒少量

色

色

灰

灰

内

外

12 72 須恵器 甕 5
内 :FHl心円文オサエ

外 :平行タタキ
径0 5mmの 砂
粒少量

内 i灰色 (N6/)
外 :灰色 (N3/)

12 72 須恵器 甕 [■ 2 7
内 :同心円支オ
外 :平行タタキ

径0 5om以 下
の砂粒微量

色

色

灰

灰

内

外

須恵器 饗 南側溝 7
内 :同心円文オサエ

外 :平イ〒タタ■
径 0 5mm以 下
の砂粒微量

内

外
灰自色 (25Y7/1)
黄灰色 (25Y6/1)

72 須恵器 甕 引ヒ側溝 7
肘
外
彬

同,こ 円ヽ文オサニ

平行タタ■後カ
径l mmの 砂粒
少量

色

色

灰

灰

内

外

須恵器 餐 1-11 7
内 :同心円文オサエ

外 :平行タタキ後カ
径 0 5mmの 砂
泣少量

内 :灰色 (5Y6/1)
外 i灰色 (5Y6/1)

須恵器 餐 G■ 1
3・ 5。

7・ 8

内 :同心円文オサ
I後ナデ
外 :平行 タタ年後

径 0 5mm以 下
の砂粒微量

内 :灰色 (N5/)
外 :暗灰色 (N3/)

須恵器 餐 8

内 :日を 円ヽ文オサエ

後ナデ

外 :平 行タタ■後ナ
径0 5mmの 砂
粒少量

内 :灰色 (N5/)
外 :灰色 (N6/)

128 須恵器 餐

南側溝
G-16、

西側溝
7・ 5

内 :同心円芙オサ

外 :平行タタキ
径 0 5mmの 砂
粒少量

内 :鈍い黄褐色(10Y R5/3)
外 :灰色 (N4/)

須恵器 積 瓶 G■ 1 7

内 :同心円文オ
後ナデ

外 :平行タタ■

径0 5mmの 砂
粒微塁

内

外

色

色

灰

灰
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第 3章  I区の調査

(4)奈 良・ 平安時代前半の遺構・ 遺物

奈良時代から平安時代前半の遺物は、それ以前の遺物に比べて出土数量が大幅に増加する。特に

IB区の東側では 7・ 8層で 9世紀の須恵器・土師器がまとまって出土した。また、 7層掘削後に

9世紀の遺物が出土した集石 2を検出し、同時期の自然流路と見られる河道 1・ 2が青灰色粘質土

を掘り込んでいるので、河道 1よ りも東側では8層の上面が 9世紀以降の遺構面と考えられる。 I

C区では5b層掘削後に8層上面でいくつか柱穴を検出したが、上層で検出できなかった柱穴の可

能性もあり建物を復元できなかった。遺物は須恵器・土師器の郭類が多く出上したほか、製塩土器

がまとまって出土した点が注目される。

参考文献

4 島根県教育委員会

5 島根県教育委員会

6 出雲市教育委員会

『高広遺跡発掘調査報告書』 1984

『西川津遺跡Ⅷ』 2001

『上長浜貝塚』 1996

第15図  I区 奈良・平安時代前半の遺構 (S=1/600)
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第 1節  IA～ IC区の調査

集石 2(第 16図、写真図版22・ 23)

IB区のH ll～ 111グ リッドの 6層上面で、長さ79m、 幅0.6～ 0.8mの範囲で拳大から人頭大の

石がまとまって出土した。明確な並びや掘り方などは確認できなかったが、検出状況から人的に並

べられた可能性が高い。石の間からは須恵器と土師器が出土 している。須恵器の雰 (130～ 135)は

体部が直線的に伸び、口縁部は僅かに外反する。底部外縁に高台を貼り付ける134は他の須恵器に

比べ焼成が良く、胎土も異なる。 135は底部に高台が剥離 した痕跡があり、切り離 しは回転糸切り

でなくヘラ切りである。内面の見込み部にはカキメの痕が明確に残る。土師器の雰と同様なつくり

で焼成も軟質で、他の須恵器郭と大きく異なった印象を受ける。 137は小型の平瓶で口縁部と把手

を欠くほかは完形である。土師器の堺 (139～ 143)は須恵器の雰とほぼ同じ寸法で、内面にカキメ

の痕が残る。 142・ 143は赤彩の痕が確認できる。

集石 2の性格は、ほぼ同時期の自然流路と見られる河道 1に隣接して検出した点から、護岸施設

の可能性が考えられる。

第 8表  I区集石 2出土遺物観察表

遺物
番号

図
号
挿
番

真
号
写
番 種 別 器種 酬嘲

層位 形態 。文様の特徴 調 整 月台土 色調 備考
底 径 器高

[6 須恵器 雰 集石 2 下 層
口縁端部は緩く外反す

内 :回転ナデ、ナ

外 :回転ナデ、回
転糸切り

径 l mm以 下の

砂粒含む含む

内 :灰色 (75YR6/1)
外 :灰 色 (7 5YR6/1)～
暗灰色 (N4/)

16 須恵器 豚 集石2 下層 (125) 回縁部は緩 く外反する

内 :回転ナデ、ナ

外 :回転ナテ、 ナ
デ、回転糸切り

径0 5an以 下
の砂粒含む

内 ,外 :灰白色((75Y7/1)
～灰色 (N4/)

須恵器 郭 集石2 下層
口縁端部は緩 く外反す

内 :回転ナデ

外 1回転ナデ、 ナ
デ、回転糸切り

径 0 5Ⅲ m以 下
の砂粒微量

内 :灰白色 (5Y7/1)～ 黄
灰色 (25Y4/1)
外 :灰白色 (N8/)～灰色
(5Y5/1)

須恵器 罫 集石2 下 層 (126)
内 i回転ナデ

外 :回 転ナデ
砂粒をほとん

ど含まない
内 1灰 色 (N5/)
外 :灰 色 (N5/)

134 16 須恵器
台
郭
高
付 集石2 下層 (124) 59 底部外縁

に高台を貼 り

付ける

内 :回転ナデ、 ナ

外 :回転ナデ、 ナ
デ、回転糸切り

径2mm以 下の

砂粒含む

内

外
灰色 ((N5/)
灰色 ((N5/)

須恵器
台
郭
高
付 集石2 6 (156)

底部外縁に高台を貼り
付ける

内

外

デ

テ

カキメ後ナデ

カ■ メ後 ナ
ヘラ切 り後ナ

径 05刊コの砂
粒少量

内・外 :浅黄橙色(10YR3/
3)～灰白色 (25V3/2)

土師器 と

同 じつ く
り。

須恵器 と霊 集石 2
内 :回転ナデ
外 :回転ナデ

径0511mの 砂
粒少員

内 :灰 白色 (5Y7/1)
外 :灰色 (N6/)

須恵器 平瓶 集石2
胴部最大径部分に2条の
沈線を廻らす。底部外
面に高台を貼り刊ける。

内 :回 転ナデ

外 :回転ナデ、回
転ヘラケズリ後ナ

径 2刊 m以下の

砂粒含む
外 :灰 白色 (N7/)～ 灰
色 (N5/)

須恵器 甕 集石2 下層
内

二
外

同心円文オサ

平行 タタキ

径 05m冊 の砂
粒少最

内 :灰色 (75Y5/1)
外 :灰色 (N5/)

土師器 啄 集石2 下層 (130)

内 :回転ナデ、

外 :回転ナデ、
ラ切り後ナデ

径 05冊¶の砂
粒多量

内・外 :鈍い橙色 (75YR
7/4)～橙色 (5YR6/6)

土師器 琢 集石2 (120)
胴部 と底部の境が括れ

内 :回転ナデ
外 1回転ナデ、 ヘ

ラ切り後ナデ

径2冊¶以下の

砂粒含む
内・外 i鈍い橙色(75YR7/
4)～浅黄橙色(10YP3/3)

土師器 イ 集石2 下 層

内 :回転ナデ、ナ

外 :回転ナデ、べ

ラ切り後ナデ

密
内 :鈍い橙色 (7 5YR7/4)
外 :鈍い橙色 (75YR7/4) 赤彩

16 土師器 啄 集石2 下層 (119)
内

外
力■メ後ナデ

回転ナデ
径 lЫn以 下の

砂粒含む
内,外 :鈍 い橙色(7 5YR7/
4)～橙色 (5YR6/8) 赤彩

73 土師器 啄 集石 2 下 層
内 :力 ■メ後ナデ

外 :回転ナデ、ヘ

ラ切り後ナデ

径 4 mm以 下の

砂粒含む
内・外 :飩い権色(75YR7/
4)～橙色 (5YR6/8) 赤彩

-26-
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第 1節  IA～ IC区の調査

土器溜 2(第 17～ 19図、写真図版24)

IB区のG12～ H12グ リッドでは、 8層掘削時に他のグリッドに比べ土器がまとまって出土 し

た。特に東壁付近でまとまりが見られたので土器溜 2と して取り上げた。これらの遺物は、一部他

の時代の土器が混 じるが 8世紀後半から9世紀頃の土器が中心で、土師器の煮炊き具 (154～ 164)

が多く見られた。土師器の口縁部は、甕・甑 。竃とも端部が肥厚したり上方に僅かに屈曲し、非常

に良く似た胎土・作りをしている。このため口縁部のみでは器種を判断しきれなかったので、口縁

部のみのものは便宣上甕に分類した。 1631よ甑で短 く屈曲する把手が付き、胴部下位には 4個以上

の小孔が開けられる。竃164は小片になっており甕との区別が困難だったが、内面にのみシマ状に

炭化物が付着することから竃と判断した。器壁の厚さが 5～ 8 mmと 薄く、県内でもあまり例を見な

い。

第 9表  I区土器溜 2出土遺物観察表

遺物
番号

区

号

挿
番
写真
番号

種別 器種 剛硼
層位

寸 法 (枷 )
形態・文様の特徴 調 整 胎 土 色調 備考口俸 底 答 器 高

須恵器 郭 H■ 2 8
内 :回転ナデ、ナデ

外 1回転ナデ、ナデ
径0 5 mIIの 砂
粒多弩

色

色

灰

灰

内
外

須恵器
台
郭
高
付 H■ 2 8 (81)

内

外
回転ナデ、ナデ
回転ナデ

径 0 5Ⅲ mの 砂
粒少蛋

灰色 (N5/
灰色 (N4/

18 須恵器
台
郭
高
付 G■ 1 8 (73) 高台部の接地面が窪む

内 ;回転ナデ
外 1回転ナデ、回
転糸切り、ナテ

径0 5mm以 下
の砂粒少量

色

色

灰

灰

内

外

18 須恵器 郭 H■ 2 8 (132) (78)
内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回
転糸切り

径 lmmの 砂粒

微量

内 :灰色 (N7/)
外 :灰色 (N7/)

18 74 須恵器 郭
H■ 2
東側溝

8
内 1回転ナデ
外 1回転ナデ、回
転糸切り

径l mmのひ粒
微景

内 :灰色 (75Y6/1)
外 :灰色 (75Y6/1)

須恵器 郭 H12 8 (59)
内 :回転ナデ、ナデ
外 :回転ナデ、回
Ir糸切り

径 05¬nの 砂
粒少量

内 :灰白色 (75Y8/1)
外 :灰白色 (N5/)

須恵器 士璽 G ll 8
胴部に 9条の沈線を廻
らせ、その間に押 し引
き状の刺突文を施す。

内 :回転ナデ
外 :回 転ナデ、回
転ヘラケズリ

径lmm以 下の

砂粒含む
内 :灰色 (N5/)
外 :灰色 (N5/)

18 須恵器

G■ 1 、
■■2、 I
ll・ 12、

南壁溝

(121)
内

外
回ほナデ

回転ナデ
径 lmm以 下の

砂粒多量

内 :灰色 (N4/)
外 :灰白色 (5Y7/1)～ 灰
色 (N6/)

須恵器 士軍
H■ 1・
12

6・ 8
内

外
回転ナデ
回転ナデ

径05m¶ の砂
粒少量

内 :灰 色 (N6/)
外 :灰色 (N5/)

18 74 須恵器 〓霊

G■ 1、
H■ 0,
11・ 12、

1-11

3・
5。
7・ 8

(128)
口緑部はやや外反し、
肩部は丸く張る。底部
は平底。

内:回転ナデ、回転ヘ

タト:回転ナデ

径0 5mm以 下
の砂粒微量

内

外
灰白色 (N7/)
灰色 (N5/)

土師器 餐 H■ 2 8 (150)
口縁部は緩 く外反 し

端部は丸く収ある。

内|ヨヨナデ、ヘラケズリ
外 :ヨヨナア、タテハケメ

径1～ 2mmの砂
粒多量

内

外
tB灰色 (10YR4/1)
黒褐色 (10YR3/1)

土師器 甕
H■ 2、
H■ 1、

8 (214)
□縁部は緩 く外反 し、

端部 は上方 に世かに屈

曲する。

内 :ヨ ヨナデ、ヨヨハケ

外 :ヨヨナデ、ベラケズ,

径2～3mmの砂
粒多量

内・外 :鈍 い橙色 (5YR7
/4)～ 黒褐色 (75YR3/1)

土師器 甕 H■ 2 8 (262)
日縁部は外反し、端部
は上方に僅かに屈曲す

勺 tヨコハケメ、ヘラケズ

外 !ヨコナデ、タテハケメ

径1～ 2mコ の砂
粒多量

内 :褐灰色 (10YR4/1)
外 :黒 色 (10YR2/1)～
掲灰色 (10YR5/1)

土師器 甕 H-12 8 (272)
回縁部は緩く外反し、
端部は上方に屈曲する。

内 :ヨコハケメ、ベラ

外 :ナデ、タテハケメ

径 1～ 2mmの 砂

粒多景

内

外

Ｄ

灰自色 (10YR8/2)
鈍い黄橙色 (10YR7/

土師器 甕 H■ 2 8 (282)
口縁端部は上方に肥厚
し、外側に面を持つ。

内 iヨ コハケメ、ヘラケズ

外 :ヨ ヨナデ、タテハケメ

径 1～ 2コDの 砂

粒多量

内

外

か

浅黄精色 (10YR8/4)
鈍い黄19・色 (10YR7/

土師器 甕 H■ 2 8 (286)
口縁端部は僅かに肥厚
し、丸く収める。

内 |ヨヨハケメ、ユじオサ

外 :ヨヨナデ、ヨヨハケメ

径1～ 3冊冊の砂
粒多量

内 :鈍 い女橙色 (10YR6/
3)

外 :橙色 (10YR5/2)

土師器 甕 H■ 2 8
内 :ヨコハケメ、ユビオサ

外 :ョコナデ、ココハケメ

径 1～ 3mmの 砂

粒多量

内
０

外

vlい安橙色 (10YR6/

橙色 (10YR5/2)

18 土宮下器 饗
H■ 1
12

8 (306)
回縁部は緩 く外反 し、

端部は上方に僅かに屈

曲する。

内 :ヨ ヨナデ、ヨヨハケ

外 :ヨ ヨナデ、タテハケメ

径ユ～2コmの 砂
粒多電

内 :灰自色 (10YR3/2)
外 :灰黄褐色 (10YR6/2)

18 土師器 甕
H■ 1
12

7・ 8 (318)
口縁端部 は上方 に笹か

に屈曲 し、 丸 くおさめ

る。

内 :ヨヨナデ

外 :ヨコナア、ヨコハケ
径1～ 3mmの 砂

粒多量

内・ 外 :灰自色 (10YR3/
2)～措灰色 (10YR6/1)

土師器 甑 G■ 1 8 (310)
回縁端部は内側に使か
に屈曲する。胴部下位
に桟木孔を施す。

内 :ナ デ、ベラケズリ

外 :ナ デ、ハケ日、

指頭圧痕

径 2Ⅲ刊以下の

砂粒含む

19 土師器 電 H■ 2 8 (352)
口縁部は緩く外反し、
端部は肥厚する。比較
的器堅が溝い。

内 :ヨコナデ、コヨハ

外 :ヨヨナデ、ユビオ

径 2mm以 下の

砂粒多量

内・外 :灰 白色 (25Y8/
2)～格色 (5YR6/6) 図上合成
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第18図  I区 土器溜 2出土遺物① (S=1/4)
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第 3章  I区の調査

0     1:4     10cm

第19図  I区 上器溜 2出土遺物② (S=1/4)

河道 1・ 2(第 15。 20図、写真図版 5。 25～ 28)

IA区～ IC区では 3a・ 3b層掘削後に、大小の礫を大量に含む 5a。 5b・ 7層を検出し

た。これらの礫層を掘削すると青灰色粘質土 (6。 8層)の面で溝状のプランが検出された。この

ようなプランは調査区内で 5か所確認し、土層断面でのみ認識できる浅い窪みを含めるとさらに多

数存在したと考えられる。このうち IB区で検出した溝は河道 1と し、形状や床面の傾斜から遺跡

北側の谷間から南に向かって流れる自然流路と判断した。調査の結果遺構内からは弥生時代から平

~)f斗
;
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第 1節  IA～ IC区の調査

安時代前半の遺物 (165～ 183)が 出土 した。河道 1の時期は床面と東側岸部分で 9世紀頃の須恵

器・土師器が出上したので、平安時代前半頃までと考えられ、この流路が氾濫して北山から大小の

礫が運ばれた時期はそれ以降と推測される。

IC区東で検出した河道 2は、調査区北壁と3か所に設定したトレンチの上層観察から河道 1と

同様の自然流路と判断し、調査はプランを検出するにとどめた。河道 2の時期はトレンチ内で出土

した土師器堺188の特徴から河道 1と ほぼ同じ頃と判断される。

第10表  I河道 1出土遺物観察表

物
号
遺
番

図
号
挿
番
写真
番号

種別 器 種 醜Ｇｒ／遺構
層位

cm)

1器高
形態 。文様の特徴 調 整 月台土 色調 備考底径

土師器 士電 河道ユ
頸部にハケメ原体によ
る羽状文を施す

内 :ヨ コハケメ後

外 :ヨ ヨナデ

径 l mmの 砂粒

多量
内 導tい橙色 (7 5YR7/4)
外 :鈍い橙色 (75YR7/4)

77 土BT器 甕 河道 1 (138)
口縁端部は大きく開き、
端都に面を持つ。桜は
緩い。

内 :ヨ ヨナテ
外 :ヨ ヨナデ

径 0 5mmの 砂
粒多獄

内

外
演黄権色 (75YR8/4)
演黄捲色 (75YRS/4)

古墳時代
中期

須恵器 イ身
I-10、

(106) 口縁部は短く内傾する
内 :回転ナデ

外 i回転ナデ
径05¶ mの 砂
粒微量

内

外
青灰色 (5PB6/1)
灰色 (5PB6/1)

須恵器 啄身
H■0、
河道1 (83) 回縁部は緩く内管する

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、国
転糸切り

径 05m冊 以 下
の砂粒Ijj微畳

内 :灰色 (5Y6/1)
外 :灰色(5Y6/1)
～黄灰色 (25Y4/1)

土師器 士亜 河道 1 (68)
底部に高台を貼り付け

内 :回転ナデ

外 :回 転ナデ、回
転ヘラケズリ

径 l mmの 砂粒

微量

内 :青灰色(5PB6/1)
～暗青灰色 (5PB4/1)
外 :青灰色(5PB5/1)
～灰白色 (N7/)

須恵器 士璽
110、

河道1 (96)
底部に高台を賠り付け

内 :回転ナデ

外 1回転ヘラケズリ
後ナデ、ベラ切り

径 0 5mmの 砂
粒微量

内 :肯灰色 (5PB6/1)
外 :灰色 (N6/)

77 須恵器
姜望
肥
H■ 0、

河道1 床面
胴部最大径部分に突帯
を貼り付ける

内 :回転ナデ

外 :回転ベラケズリ
後ナデ

径0 5mmの 砂
粒少量

内 :灰自色 (75Y7/1)
外 :灰 自色 (75Y7/1)

可
有
硬
性

・

半
能

い

172 須恵器
手
鉢
把
付
H■ 0、
河道1

内 :同心円文オサエ

外 :平行タタ■後ナ
ァ、回転ナデ

径3mmの 砂粒

含む

色

色

灰

灰

内

外
(N5/)
(10Y4/1)

77 須恵器 甕 河道 1
口縁部外面に沈線と波
状文を廻らせる

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ

径0 5mmの 砂
粒多量

内
外

一

灰色 (75Y6/1)
灰色 (75Y6/1)
リーブ黒色 (75Y3/1)

須恵器 甕 河道 1
内

外
同′亡ヽ日文オサ

平行タタ■
径 1綱mの 砂粒 内

外
灰色 (N6/)
暗灰色 (N3/)

須恵器 饗
H■ 0、
河 f首 1

内

外
1司′亡ヽ円文オサ

平行タクキ
径 Inmの 砂粒

多壁

内

外
灰色 (N6/)
灰色 (N5/)

176 77 土師器 郭
110 、
河道1 (119) (72)

内 1回転ナデ

外 :回転ナデ、ヘ

ラ切り後ナデ

径0 5mm以 下
の砂粒含む

内 :ltい貨橙色(10YR7/3)
外 :鈍い黄橙色(10YR7/3)

77 土師器 郭
1■ 0 、
河道 1

床面 (128) (69う
内 :回 転ナデ

外 :回転ナデ、
ラ切り後ナデ

径 0 5mmの 砂

粒少t■
内 1浅黄掩色(10YR3/4)
外 :鈍 い黄橙色(10YR7/3)

77 土師器 郭

P215(本 来

河遭1こ 伴

うものと考

えられる)

(132) (76)
内 :カ キメ後ナデ

外 :回 転ナデ、ヘ

ラ切り後ナデ

径0 5nmの 砂
能少量

内 :鈍いl.H色 (75YR7/4)
外 :鈍い橙色 (75YR7/4) 赤彩。

77 土師器 必
I■ 0 、
河道 1 (70)

内 1回転ナデ
外 :回転ナデ、ヘ

ラ切り後ナデ

径 l mmの 砂粒

微量

内

外

atい 黄橙色(10YR7/4)
鈍い黄橙色(10YR7/4)

77 土師器 郭
H■ 0、

河道1 (81)
内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、ヘ

ラ切り後ナデ

径lmmの 砂粒
少畳

内

外
鈍い黄橙色 (10YR7/4)
鈍い黄橙色 (10YR7/2)

77 土師器
台
郭
高
付
H■ 1
道 1 (104)

底部に高台を貼り付け
内 :ナ デ

外 :回転ナデ、 ヘ

ラ切り後ナデ

径 0511mの 砂
粒少量

:鈍 い黄橙色(10YR7/4)
～灰黄褐色(10YR6/2)
:鈍 い橙色(75YR7/3)

土師器 甕 河道 1 (250)
口縁端部は上方に屈曲
する

径 1コ刊の砂粒

多量
内 :掲灰色(7 5YR4/1)
外 :鈍い黄橙色(10YR7/8) 古 代

土師器
種
明
器
不
H■ 2、
河道 1

(143)
口縁端部は大きく外反
する

内 :ヨ コナデ

外 :コ ヨナデ
径 05冊 mの 砂
粒極微量

内 :浅黄橙色(75YR3/4)
外 :演黄橙色 (75YR3/4)～
明赤掲缶(5YR5/6)

外 面 赤

第11表  I河道 2出土遺物観察表

物
号
遺
番

図
号
膵
番

真
号
写
番 種別 器種 咄Ｇユ／遺構

層位
寸  法 (cm)

形態・文様の特徴 調整 胎土 色調 備考口径 底 径 器 高

生
器
弥
土 餐

河道2南
トレンチ (165)

口縁外面に6条の凹線を
施す

内 :ヨヨナデ、ヘラケズリ
外 :ヨコナデ、ベラケズウ

径 Inmの 砂粒

多壁

内,外 :灰 白色 (25Y8/2)
～黒掲色 (25Y3/1)

V2様式

弥生
土器

不明

河道2中
央トレン

チ、P15
底部が括れる

内 :ヘラケズリ、ナデ
外 :クテハケメ、ナデ

径1～ 2mmの 砂

粒多豊

内

外
鈍い黄橙色(10Y R7/2)
掲灰色 (10YR6/1)

V様式

生
器
弥
土 饗

河道2南
(188)

回縁部は外反し、稜は
下方に突出する

内

外
径2 mm以 下の

砂粒多量

色

色

灰

灰

内

外
(10YR8/2)
(10YR3/2)

V4様式

土師器 甕懺
聰

河道2
中央、
F15

口縁外面の稜、内面の
段は痕跡的になる

内 :ヨ ヨナデ
/1:ヨ ヨナデ

径1～ 2mmの 砂

位多量

内 :鈍 い黄橙色(10YR7/2)
外 :灰白色 (10YR3/2)

古墳時代
中期か ?

土師器 琢

周道2中
央トレン

チ
(76)

内 :力■メ後ナデ
外 :回転ナデ、ベラ
切り後ナデ

径05側 の砂
粒微量

内 :鈍い橙色(75Y R7/4)
外 :鈍 い橙色(75Y R7/4)
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I区 河道出土遺物 (S=1/4)
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1灰褐色土 (lll作 土)
2暗 黄掲色砂質 |:
3灰 黄褐色砂レキ層 (券 大から人頭大の石を多く含む)
4灰 褐色砂レキ層
51音 員褐色土(5cm以 下のレキを少し含む )
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第 1節  IA～ IC区の調査

遺構に伴わない遺物 (第 22～ 25図 )

奈良 。平安時代前半の遺物は、 8層まで掘削 した IB区で最も多 く出土 した。須恵器の雰類

(189～ 214)は蓋の点数が少なく、郭身は底部を回転糸切りし外縁に高台を貼り付けるものが多く

出土 している。197は IC区東の北側溝内で出土 し、内面に「伊Jの墨書がある。回転ヘラケズリ

が施されており、 8世紀の堺蓋の可能性もある。2191よ器形から椀としたもので、胎土 。色調 。調

整が他のものと大きく異なる。壷類 (220～ 230)イよ全形の分かる資料が無いが、胴部最大径部分に

突帯を貼り付けるものが数点出土 している。220は 口縁部や把手の痕跡が無いので壺としたが平瓶

の可能性もある。甕 (231～ 236)は 1同部の小片が多く、タタキの特徴で平安時代のものと判断し

た。灰釉陶器は椀 (238)と 壷類 (239)が 1点ずつ出上している。

土師器は堺 。皿類 (240～ 259)が多く出土 した。中でも245～ 257の ように体部と見込み部にカキ

メを施 し底部はヘラ切り後ナデを施すタイプの郭が最も多く出土 している。高台の付 くものと無い

ものがあり、それぞれ赤彩するものもある。258・ 259は郭と同じ作りの皿で、確認した数は郭に比

べて非常に少ない。甕 (261～271)イまいずれも小片で全形の分かるものは無かった。製塩土器

(274～ 285)イよIB区の東側で特にまとまって出土した。非常に良 く焼けており、外面が須恵質に

変化 したものも見られる。286～291は器形が須恵器の外に近いものや胎土に砂粒を多く含むもの、

7層以下で出上したもので、11世紀以前のものと判断した。292は IC区西のF14グ リッドで 5b

層掘削中に出土した石錯で、外面は非常に丁寧に磨かれている。

第12表  I区奈良時代・平安時代前半の遺物観察表①

遺物
番号

図
号
挿
番

真
号
写
番 種別 器種

出土地点
Gr/遺構

層位
i去 (cn)

形態 。文様の特徴 調 整 胎土 色 調 備考
回俸 底 客 器 高

須恵器 郭 蓋 5 (155)
輪状つまみ。 口縁部内

面にかえじが付 く。

内 :回転ナデ、ナデ
外 :回転ナデ、回転

径 15冊¶以 下
の砂粒含む

内 :灰色 (10Y6/1)
外 :灰色 (10Y6/1)

22 須恵器 郭蓋 I-11 7
輪状つ まみは上部に面
を持つ

径0 5mmの 砂
粒少電

内 i灰 色 (N6/)
外 :灰色 (N6/)

須恵器 郭蓋 G■ 2 8
口縁部内面にかえ しが

付 く

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ

径 l mm以 下の

砂粒含む

内 :灰色 (75Y6/1)
外 :灰色 (75Y6/1)

須恵器 郭 蓋 I― ? 7
Π縁端部は下方に屈曲
する

内 :回転ナデ
外 :回 転ナデ、回転
ヘラケズリ後ナデ

径 05コロの砂

粒微電

内 :灰色 (N5/)
外 :灰色 (N5/)～ 暗灰
色 (N3/)

須恵器 郭 藍 排土中
外面 に 1条 の沈線 と
「×J状のヘラ記号を施
す

内 :回転ナデ、ナデ
外 i回転ナデ、回転

径 1¶¶以下の

砂粒含む
内 :灰色 (N4/)
外 :灰色 (N4/)

須恵器 郭 蓋 G■ 1
□縁端部をした方につ
まみだす

内 :回転ナデ、ナデ
外 :回転ナデ、回転

径 3mmの 砂粒
含む

内 :灰色 (75Y6/1)
外 :灰色 (75Y6/1)

須恵器 lTN蓋 (179)
□縁端部を僅かにつ ま

み出す

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ
径 l mm以 下の

砂粒含む

内 :灰色 (10Y5/1)
外 :灰色 (10Y4/1)

須恵器 高郭 H ll 7 回縁端部が演 くくぼむ。

内 :回 trナデ、ナデ
外 :回転ナデ、回転

径 0 5mm以 下
の砂粒微遣

内 :灰色 (10YR5/1)
外 :灰色 (10YR5/1)

須恵器 郭
E-17、

北側溝

径 0 5mm以 下
の砂粒、黒色

粒含む

内 :黄灰色 (25Y6/1)
外 :黄灰色 (25Y6/1)

に

の

り闘朋攀
198 須恵器 郭 H10 7 (142) (86)

内 1回 転ナデ、ナデ

外 1回転ナデ、回転
糸切り

径 0 5mmの 砂
粒少量

内・外 :灰白色 (5Y7/1)
～灰色 (5YS/1)

199 須恵器 琢 東側溝 7 (78)
内 :回転ナデ、ナデ

外 :回転ナデ、ナデ、
ヘラケズリ後力■メ

径 05冊冊の砂
粒少量

内 :青灰色 (5B6/1)
外 :青灰色 (5B6/1)

200 須恵器
台
郭
高
付 G■ 1 6

内 i回 転ナデ

外 1回転ナデ、回転
糸切り

径 0 5mmの 砂

粒微豊

内 :灰色 (5Y6/1)
外 :灰色 (5Y6/1)

須恵器
台
郭
高
付 G■ 1 6

内 :回転ナデ

外 1回転ナデ、回転
糸切り、ナデ

径 05冊¶以 下
の砂泣微窒

内 :灰 色 (N5/)
外 :灰 也 (N5/)

須恵器
台
郭
高
付
G■ 3、
H-13南

・
掲
土

５
黒
色

底部外縁に高台を貼り
付1ナる

内 i回 転ナデ、ナデ

外 i回 転ナデ、回転

糸切り

径 05m¶ の砂

粒少量

内 :灰 白色 (5Y7/1)
外 :灰 白色 (5Y7/1)



遺物
番号
揮凶
番号
写真
番号

種別 器 種 醜硼
層位

寸  法 (cm)
形態 。文様の特徴 調整 1台土 色調 備 考

口径 底 径 器 高

須恵器
高台
付郭
H■ 0 3・ 5 (81) 高台部の接地面が窪む

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回転
糸切り、ナデ

径05冊¶以下
の砂粒微抵

内

外
灰色 (N7/)
灰色 (N7/)

須恵器
台
郭
高
付

7

内 :回 転ナデ、ナデ

外 i回 転ナデ、回転

糸切り、ナデ

径 0 5mm以 下
の砂位微畳

内 :灰色 (N6/)
外 :灰色 (N6/)

須恵器
台
邦
高
付
H■ 1 7 (100)

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回転
糸切り、ナデ

径 lmmの 砂粒
少量

内

外
黄灰色 (25Y5/1)
灰色 (N5/)

獲恵器
台
郭
高
付
G■ 1 7 (93) 高台部の接地面が窪む

内 :回転ナデ、ナデ
外 :回 転ナデ、回転

糸切り、ナデ

径0 5mmの 砂
粒少最

色

色

灰

灰

内

外
(75Y6/1)
(N5/)

須恵器
台
郭
高
付 H■ 0 5 (102)

内 1回 転ナデ

外 1回転ナデ、回転
糸切り、ナデ

径 1コmの 砂粒
多畳

色

色

灰

灰

内

外

208 須恵器 郭

H■ 1・
12、 G―

11

7 (115) (84)
内 :ヨコナデ

外 :ヨ ヨナデ、回転

糸切り、ナデ

径lm冊 の砂粒
少量

灰色 (N7ノ )

灰色(N7/)～ 灰色(N5/)

須恵器 郭 F-15 6 (120) 77 口縁部は緩 く外反する

内 :回 ITナ デ

外 :回転ナデ、回転
糸 14り

黒色粒子多ユ
内

外
灰色 (75Y6/1)
灰色 (75Y6/1)

須恵器 郭 G■ 1 7 (111) (64)
内 :回転ナデ

外 :回 転ナデ、回転

糸切り

径0511以下
の砂粒微量

内 :灰色 (N5/)
外 :灰白色 (N8/)

須恵器 郭 G■ 7 (123) 国縁部は外反する
内 :回転ナデ、ナデ

外 :回転ナデ、回転
糸切り

径 0 5mm以 下
の砂粒含む

内・外 :灰色 (75V6/D
～黄灰色 (25Y4/1)

22 須恵器 郭
G ll
H■ 2

(134) (86)
内 :回転ナデ

外 :回 転ナデ、回転

糸切り、ナデ

径05冊¶以下
の砂粒微最

内 :灰白色 (75Y7/1)
外 :灰白色 (75Y7/1)

須恵器 郭 I■ 0 5

内 :回 転ナデ

外 :回転ナデ、回転
糸切り

径 0 5mmの 砂
粒多量

内 :灰色 (N8/)
外 :灰色 (N8/)

須恵器 邪 G ll 7

内 1回転ナデ

外 i回転ナデ、回転
糸切り

径 1‖mの 砂粒
微量

内 〔灰白色 (75Y8/1)
外 :灰色 (75Y6/1)

須恵器 艦

‐２
束

溝

■
南

側
(154)

底部に高台を貼り付 tナ

る

内

外
回転ナデ、ナデ

回転ナデ、ナデ

径3 mm程 度の

砂粒含む

内

外
灰色 (10YRS/1)
灰色 (10YR5/1)

須恵器 皿
G■ 1
東壁溝

(152)
内 :回 転ナデ

外 !回 転ナデ、回転

糸切り、ナデ

径 I mmの 砂粒
少量

内

外
灰色 (5Y6/1)
灰色 (5Y6/1)

須恵器 皿
束狽J狽 J
溝内

(155) (90)
内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回転
糸切り、ナデ

径1～ 2¶mの 砂
粒少量

色

色

灰

灰

二日
青

内

外
(5PB5/1)
(5PB5/1)

須恵器 皿 H■ 2 7 (136) (102) 16
内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回転
糸切り

径1～ 2mmの砂
粒少量

内

外
灰色 (10Y5/1)
灰色 (10Y5/1)

須恵器 碗 5 (157) (70)
内 :回転ナデ

外 :回 転ナデ、回転

糸切り

径 0 5mmの 砂

位微量

内・外 :灰 白色 (N7/)～
灰色 (N5/)

須恵器 一更 I-11 7
胴部最大径部分に突帯
をR占り伺ける

内 :回 転ナデ

外 :回 転ヘラケズリ
後ナデ、ヨコナデ

径 1¶m以下の

砂粒含む

内

外
灰色 (N6/)
灰色 (N6/)

平瓶の可
能性有り

須恵器 士霊

G10,■、
■10～ 1

2、 110■ 1

3・ 5・

7・ 8・

16

胴部最大径部分に沈線
を1条廻らせる

内 :回転ナデ

外 :カ キメ、回転ナ

デ、回転ベラケズリ

径 l mm以 下の

砂粒含む

内 :灰白色 (5Y7/1)
外 :灰色 (5Y6/1)

須恵器
高台
付壷
排土中

底部 に高台を貼 り付 け

る。 高台瑞部は外側に

面を持つ。

内 :回 転ナデ

外 :回 転ヘラケズ

リ、回転ナデ

径 1口mの 砂 li

含む

内・外 :灰色 ((N6/)～
灰色 (5Y6/1)

須恵器 士亜 G■ 1 7 (58)
底部に高台を貼 り付け 内

外
回転ナデ

回転ナデ

径 05冊冊の砂
粒微毘

内 :灰 色 (N5/)
外 :灰色 (N5/)

須恵器 と更
I-10、

H■ 0

層

面
、
３

お

上 (102)
底部に高台を貼り付け
る

内

外
回転ナデ

回転ヘラケズリ

径 0 5 mIIの 砂

粒少豊

内 :灰色 (N5/)
外 :灰白色 (N7/)

須恵器 士璽 G■ 3 5 (92)
底部外縁に高台を貼 り

付ける

内 :回転ナデ

外 :回 転ナデ、ナ
デ、回転糸切り

径0 5mmの 砂
粒少琶

灰色 (N5/)
灰色 (N5/)

80 須恵器 イ
H■ 1
1-11

7・ 16 (128)
底部に高台を貼り付け

内 :ヘラケズリ

外 :回転ナデ、ヘラ
ケズリ後ナデ

径 3mm以 下の

砂粒含む

内

外
灰色 (N6/)
灰色 (N5/)

須恵器
ム
ロ
士霊

高
付 南壁薄 (160)

内 i回転ナデ

外 :回 転ナデ、ヘラ
ケズリ、ナデ、ベラ切り

径0 5mmの 砂
粒少量

内

外
灰色 (6Y6/1)
灰色 (N4/)

須恵器 士霊
I-11

東側濤
8■ 6 (144) 平底

内

外

デ

:ヘ ラケズリ後ナ
径 l mmの 砂粒
少量

内

外
灰白色 (N7/)
灰色 (N5/)

須恵器 平 瓶
19・ 1
1、H9 (116)

胴部最大径部分に突帯
を貼り付ける。肩部と

1同部にカキメを施す

内 :回転ナデ

外 :回転ベラケズリ

後ナデ

径l mm前 後の

砂粒少量

内 :灰 色 (N6/)～ 暗灰色
((N3/)
外 :灰色(N6/)

須息器 平 瓶

H■ 0。
11、 G―

11

・
５

７

胴部最大径部分に突帯
を貼り付ける

内 :回 転ナア、ナデ

外 :回 転ヘラケズリ
後ナデ

径 0 5mmの 砂
粒微量

内

外
灰白色 (N7/)
灰色 (N6/)

須恵器 甕 G■ 1
口縁部は長 く、波状文

を施す

内 :回 転ナデ、コヨ

ナデ、‐ビオサエ、同
′己ヽ円文オサエ

外 i回転ナデ、ナデ

径05～ lmmの
砂粒多量

内 :灰色 (N6/)
外 :灰色 (N6/)

第 3章  I区の調査

第13表  I区奈良時代 。平安時代前半の遺物観察表②
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第 1節  IA～ IC区の調査

第14表  I区奈良時代 。平安時代前半の遺物観察表③

遺物
番号

図
号
挿
番

真
号
写
番 種 別 器種

出土地点
Gr/遺構

層 位 形態 。文様の特徴 調 整 月台土 色調 備考底径 器 島

81
世
器恵

中
須 甕

G■
1,13 7 (124)

内 :ヨ ヨナデ、ナデ、

同心円文オサニ

外 :ナデ、格子 ロタ
タキ、ベラ切り

径 1冊¶以 下の

砂粒含む
内 :灰黄色 (25Y7/2)
外 :灰黄色 (25Y7/2)

焼成不良。

平安時代 ?

8ユ 須恵器 甕 I-10
5。 7・

16

内 :同 心円文オサ

外 :平行タタキ

径0 5mmの 砂
粒少豊

内

外
灰色 (N6/)
灰白色 (N7/)

平安時代

須恵器 甕
G■ 1、
H■ 2 5,7

内 :同心円文オサ

外 :平行タタキ
径 0 5mmの 砂
粒少量

内 :灰色 (N6/)
外 :灰色 (N5/) 平安時代

須恵器 甕
G■ 1
H■ 1

同心円文オサエ

平行タタキ
径05冊¶以下
の砂粒微畳

内 :灰白色 (N7/)
外 :灰 色 (N6/)

平安時代

須恵器 餐 I-9 5
内 :同心円文オ

外 :平行タタキ
径 0 5mm以 下
の砂粒微量

内 :灰 白色 (N7/)
外 :灰色 (N6/) 平安時代

須恵器 覆 G■ 2 6 内 1同心円文オサ

外 :平行タクキ
径0 5mmの 砂
位少量

内

外
灰白色 (N7/)
灰白色 (N7/) 平安時代

灰釉
陶器

碗 I-10 回縁端部は外反する
内

外

:回転ナテ
:回転ナテ

混入物は認め
られない

色

色

黄

黄

灰

灰

内

外
(25Y7/2)
(25Y7/2)

灰釉
陶器

E■ 7 5
底部は低い高台状に削
り出す

内 :回 転ナデ

外 :回 転ケズ リ

径 0 5mmの 砂
位少壁

内 :(灰 釉)淡黄色 (5Y8/2)
～暗オリーブ灰色(25C Y4
/1)

外 :黄灰色(25Y6/1)～ (灰
絶)暗 オリーブ灰色(25G Y
4/1)

240 土師器 郭 7 (120) (74) 体部は緩く内t_tす る
内 :力■メ後ナデ
外 :カキメ後ナデ、
ベラ切り後ナデ

径 0 5mm以 下
の砂粒微量

内・外 :明 赤lb色 (2 5YR5/
8)～ 演黄橙色 (75YR3/4)

82 土師器 皿 (150) (102)
口縁端部は丸く収め、
体部は外反する。

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ

径 0 5Ⅲ mの 砂
粒少量

内 :浅黄橙色 (10YRν 3)
外 :浅黄橙色 (10YR3/3) 赤彩。

土師器 皿 8 (159) (120) 口縁部は外反する。
内 :ヨ ー‐ナデ

外 :ヨ コナデ
径0 5mmの 砂
粒少量

色

色

貢

黄

灰

灰

内

外
(25Y7/2)
(p5Y7/2)

土師器
ム
ロ
皿

高
付 南側溝 5 (99)

高台は高く、外側に開
く

内

外
ナデ、回転ナデ

ナデ、回転ナデ
径0 5mm以 下
の砂粒微量

内 :明赤褐色 (25YR5/6)
外 :明赤褐色 (25Y鳥 5/6)
～演黄橙色 (10YR3/3)

赤彩。

土師器
ム
ロ
皿

高
付 G ll (129)

高台端部は外方に強く
屈曲する

内

外
径 0 5 mm以 下
の砂粒微畳

内・外 :橙色 (5YR7/6)
～灰白色 (10YR8/2) 赤彩。

土師器 琢 G ll 7 (112) (70)
回縁・体部は直線的に
開く

内 :カ キメ後ヨコナ

外 :力 ■メ後ナデ、
ベラ切り後ナデ

径 0 5mm以 下
の砂粒微量

内 :atい黄橙色(10YR7/3)
外 :鈍い黄橙色(10YR7/3)
～黒掲色 (10YR3/1)

中 世
土師器

郭 G■ 1 (120う
体部は緩く内彎する。
器壁が薄t、

内 :回転ナデ、力■メ
外 :回転ナア、ヘラ
切り後ナデ

径0 5mm前 後
の砂粒少量

内 :浅黄橙色 (10YR3/3)
外 :褐灰色 (10YR5/1)

土師器 邪 北側溝 (120)
内

外
力■メ後ナデ
回転ナデ、ナデ

径 0 5mm以 下
の砂粒微量

内 :浅黄橙色 (10YR3/3)
外 :灰白色 (10YR3/2)

土師器 雰
G ll
H■ 1

7 (123) (82)
回縁・体部は直線的に
開く

内

外 ヘラ切り後ナテ
径 0 5um以 下
の砂粒微畳

内

外
鋭い黄橙色(10YR7/4)
鈍い黄橙色(10YR7/4)

249 土師器 琢 G■3 5 体部は内彎する
内 :カキメ後ナデ

外 :回転ナデ、ベラ
切り後ナデ

金雲母多運
内・外 :橙色 (5YR7/6)
～鈍い橙色 (5YR7/3)

体
歪
全
や
面
や
器
が
む

世
器

中
土 琢 F-16 5 (62)

体部は底部から直線的
に外傾する

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、ヘラ
切り後ナデ

径 05口 mの 砂
粒少量

内

外
鈍い黄橙色(10YR7/2)
鈍い黄権色(10YR7/2)

土師器 雰 H■ 8 5 (76)
内 :力■メ後ナデ
外 1回転ナデ、ヘラ
切り後ナデ

径0 5 mm以下
の砂粒微量

内 :鈍い橙色 (7 5YR7/3)
外 :浅黄橙色 (10YR8/3)

土師器 啄 南側溝 (78)
内 :ハケ/後ナデ
外 :回転ナデ、ヘラ
切り後ナデ

径05～ l mlの
砂粒少量

内

外
artい黄橙色(10YR7/2)
鈍い橙色 (75YR7/3)

一部赤彩
が残る。

土師器 啄
内 :不明
外 :ヘラ切り後ナデ

径 0 5Ы mの 砂
粒少量

内 :鈍い橙色 (75Y■ 7/4)
外 :||い 橙色 (75YR7/4)
～灰白色 (10YR8/2)

24 土師器
高台
付邪
P128 (64) 器壁が薄く底部外縁に

高台を貼り付ける

内 ;カキメ後ヨヨナデ
外 :ヨ ヨナデ、ヘラ切
り後ナデ

径0 5mm以 下
の砂粒微量

内 :浅黄橙色 (75YR3/4)
～明赤掲色 (25YR5/6)
外 :演黄笹色 (75YR3/4)

土師器
台
郭
高
付 H■ 3

底部外縁に高台を貼り
付ける

内 :回転ナデ、ナデ
外 :回転ナデ、ベラ
切り後ナデ

径0 5mm以 下
の砂粒微琶

内

外
鈍い橙色 (75YR7/4)
1屯い橙色 (75YR7/4)

土師器
台
郭
高
付 H10 8

底部外縁に高台を貼り
付ける

内 :カ キメ後ナデ、

外 :回転ナデ、ベラ
切り後ナデ

径 05副 ]以 下
の砂粒少P‐

内 :鈍い黄褐色(10YR5/4)
外 :橙色(75Y6/6)
～鈍い黄格色(10YR6/3)

土師器
台
郭
高
付 F-11 7 (84)

底部外縁 に高台を貼 り

付ける

内 :力■メ後ナデ
外 :回転ナデ、ヘラ
切り後ナデ

径 0 5mm以 下
の砂粒微量

内

外
浅黄橙色 (10YR3/3)
灰白色 (10YR8/2)

24
世
器

中
土 皿 G■ 6 (110) (65)

縁

く

口
開
体部 は直線的に

内 :力 ■メ後ナデ、

外 :力 ■メ後ナデ、
ヘラ切り後ナデ

径 lm冊以下の

砂粒含む
色

色

惜

格

黄

黄

浅

浅

内

外
(75YR8/4)
(75YR8/4)

土師器 皿 H■ 1 7 (133) (86) 体部は大きく開く

内 :ヨコナデ、ユビオ

外 :ヨヨナデ、ヘラ切
り後ナデ

径 0 5mmの 砂
粒微量

内 :灰白色 (10YR3/2)
外 :灰白色 (10YR8/2)

±8T器 手捏
土器
】ヒ側溝 (68) (29)

口縁端部は先細 りし、

底部は平坦である
内 :ナ デ

外 !ナ デ

径l mmの 砂粒
多量、金雲母
少呈

内 :浅黄橙色 (10YR3/3)
外 :鈍い橙色 (75YR7/4)
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遺物
番号

図
号
挿
番

真
号
写
番 種 別 器種 酬硼

層位 形態・文様の特徴 調整 胎土 色調 備考
口径 底径 器 恵

24 土師器 甕 F-17 5 (178)
口縁部は短 く、胴部は

あまり張 らない

内

ズ

外

径1～ 2mmの砂
粒多量

内 :灰 黄褐色 (10YR6/2)
外 :灰黄 4目色 (10YR6/2)
～黒色 (10YR2/1)

土師器 甕
F14、
北側溝

(180)
口縁部は短く、胴部は
あまり張らない

径2～ 3mmの 砂

粒多量

内

外
橙色 (75YR7/6)
黒色 (75YR2/1)

土師器 甕 H■0 7 (324)
口縁部は大きく開き

端部に面を持つ。

内 :ヨ ヨナデ、ヘラ

外 :ヨヨナデ

径 20m以 下の

砂粒多量

内

外
灰黄褐色 (10YR6/2)
黄灰色 (25Y5/1)

24 土師器 餐 H■ 0 5 (304)
回縁部は強 く外反 し、

端部 は丸い。胴部はあ

まり張 らない。

内:コつナア、ベラケズ
'外 :ヨコナデ、タテ′サメ

径2～ 3冊Ⅲの砂
粒少量、黒雲
母多i■

内 :灰黄色 (25Y6/2)～ 灰
黄褐色 (10YR5/2)
外 :灰 黄褐色 (10Y■ 5/2)～

黒褐色(10YR3・ 1)

±8T器 甕 G■ 3 5 (324) 胴部はあまり張 らない
内:ヨコハケメ、ヘラケズリ

外 :コヨナア、タテ′サメ
径06～ lmmの
砂粒多量

内 :灰黄褐色 (10YR6/2)
外 !掲 灰色 (10YR4/1)～
黒褐色 (10YR3/1)

266 土師器 餐
綱
南側溝

内 :ヨコナア、ヘラケズ
'外 :ヨコナデ、タテ′サメ
径 1～ 2mの 砂
粒多量

内

外
褐灰色 (10Y R5/1)
褐灰色 (10Y R5/1)

土師器 甕 G■ 1 8 (243)
□縁部は外反し端部は

上方に僅かに屈曲する。

内 :ヨコナデ、ヨコハケメ

後ナデ、ヘラケズリ

外 :ヨコナデ、タテハケメ

径1～ 2刊mの 砂

粒多畳

内 :鈍い黄橙色(10YR7/3)
外 :鈍い黄橙色(10YR7/2)
～黒褐色(10YR3/1)

土師器 甕 G■ 2 8 (297)
回縁都は強く外反し、
端部は肥厚し丸く収め

内 :ヨ ]ナ デ

外 :ヨ ヨナデ、
径 lmmの 砂粒
少量

内・外 :鈍い褐色(7 5YR6/
3)～黒褐色 (10YR3/1)

土師器 甕 G■3 5 (396)
内 :ヨコハケメ、ヘラケズリ

外 :ヨ コハケメ後ナデ、タ
径 1冊¶の砂粒
多量

内 :鈍い橙色 (7 5YR7/3)
～褐灰色 (75YR4/1)
外 :黒色 (75YR2/1)

土師器 甕 H■ 2 8 (308)
口縁端部は肥厚し、丸
く収める。

内 :ヨ ヨハケメ、ユビオサ

外 tヨヨナデ、コヨハケメ、

径1～ 2mmの砂
粒多量

内 :ytい橙色 (5YR7/4)
外 :橙 色(5YR7/6)～ 灰褐
色(7 5YR5/2)

土師器 餐
G ll
H■ 1

7 (310)
口縁部は緩く外反し、端
部は肥厚し丸く収める。
他に比べ器壁が厚い。

内 iヨ コハケメ

外 :ヨ ヨナデ、 タ
径1～ 2mmの砂
粒多量

内・外 :浅黄橙色(10YR8/
4)～灰黄1島色(10YR4/2)

土師器 電 G■ 1 7

内:ヨコナデ、ベラケズリ

外 :ヨコナデ、ユビオサエ
径 lmmの 砂粒
多量

内 :鈍 い黄橙色 (10YR6/3)
～黒褐色(10YR3/1)
外 :鈍 い黄橙色(10YR6/3)

273 土師器 竃 111? 7
庇 の端部 は1巴厚 し、 丸

く収める

内

外
ナデ、ヘラケズリ 径 1殻 mmの 砂

粒多是

内

外
鈍い黄橙色(10YR7/2)
灰白色 (10YR8/2)

274
塩
器
製
土 北側溝 (63) 口縁端部は面を持つ

内 :ヨ ヨナデ、ユ

外 :ナ デ

径 lmmの 砂粒
多量

内 :飩 い橙色 (75V R7/4)
外 :鈍 い橙色 (75YR7/4)

製塩
土器

Ｇ
・
１
南

褐

土

黒

色 (72) 回縁端部は先細 りする

内 :ヨ ヨナデ、ユ

外 :ナ デ

径05～ 3m m
の砂粒少量

内 :浅黄橙色 (10Y R8/4)
外 :浅黄橙色 (10Y R8/4)

塩
器
製
土

G■ 3
南

褐
土
黒
色 (82) 回縁端部は丸い

内

外
径1～ 2¶mの 砂
粒多量

内 i明褐灰色 (75Y R7/2)
外 :灰自色 (10Y R3/2)

塩
器
製
土

G■ 1 5 口縁端部は面を持つ
内 :ヨ ヨナテ

外 :ナ デ

径0 5mmの 砂
粒多量

内

外
浅責橙 (75Y R8/4)
灰白色 (10Y R8/2)

278
塩
器
製
土 C■ 1 7 (90) 口縁 IIi.部 は先細りする

内 :ナ デ

外 :ナ デ
径lmmの 砂粒
多量

内 :鈍い橙色 (75Y R7/3)
外 :灰褐色 (75V R6/2)

塩
器
製
土

G■3
南

褐
土
黒
色 (101)

回縁端部は面を持つ
内 :ヨ ヨナデ、

外 !ナ デ

径lmmの 砂粒
多量

内

外
鈍い橙色 (75Y R7/4)
浅黄橙色 (75V R3/4)

製塩
土器

H■ 1 5 (122)
口縁端部は内側に肥厚
する

デ

デ

内

外
径1～ 2mmの砂

粒多量

内

外
渋黄橙色(10Y R8/4)

鈍い黄種色(10Y R7/2)

製塩
土器

引ヒ側溝 口縁端部は先細りする
内

外
径 1¶Ⅲの砂粒
多量

内

外
浅黄橙色 (10Y R8/4)
鈍い橙色 (75Y R6/4)

製塩
土器

西側清
G■ 3

口縁端部は先細りする。
歪みが大きい。

内

外
径2mmの 砂粒
多量

内・外 :鈍 い橙色(75Y R7/
4)～黄灰色(25Y6/1)

製塩
土器

G■ 1 7 口縁端部は先細りする
内

外
径 l mmの 砂粒

多量

内 :檻 色(5Y R7/6)～ 灰褐
色(75Y RS/2)
外 :浅黄橙色(75Y R3/4)
～灰褐色(75Y R5/2)

塩
器
製
土 G■ 1 7 回縁端部は先細 りする

内 :コ ヨナデ

外 〔ナデ
径1～ 2mmの砂
粒多量

内

外
橙色 (5Y R7/6)
鈍い橙色 (5Y R7/4)

製塩
土器

排土
回縁端部は肥厚 し面を

持つ
内 :ヨ ヨナデ

外 :ナ デ
径1～ 2mmの砂
粒少豊

内 :浅黄橙色 (10Y R3/4)
～灰黄色 (25Y6/2)
外 :灰黄色 (25Y6/2)

土師器 郭 G ll 7 122
縁

く

口
開
体邸は直線的に

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回
転糸切り

径0 5mmの 砂
粒少量

内 :鈍い橙色 (5YR7/4)
外 :浅黄橙色 (75YR8/4)

土師器 必 H■0 5 121
回縁・体部は直線的に

開く

内 :回 転ナデ

外 :回転ナデ、回
転糸切り

径1～ 2mmの砂
粒多畳

内 :鈍い橙色 (5YR6/4)
外 :鈍 い橙色 (5YR6/4)
～鈍い褐色 (75YR5/3)

土師器 啄 H■ 2 8 (120)
回縁・体部は緩く内444

する

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回
転糸切り

径05～ lⅢ刊の
砂粒、金雲母

多量

内 :灰黄褐色 (10YR6/2)
外 :灰黄掲色 (10YR6/2)

土師器 椀 H■ 3 5 (58) 体部は内警する
内 :回転ナデ

外 :回転 ナデ、回
転糸切り

径1～ 2mmの 砂

粒多量

内 :灰黄色 (25Y7/2)
外 :鈍い橙色 (75YR6/4)

土師器
台
椀
高
付
G■ 2 8 151

体部は内弩 し、高台は
ハの字状に開く

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回
転糸切り後ナデ

密

内 :浅黄橙色 (10YR3/3)
外 :鈍 い橙色 (5YR7/4)
～鈍い赤褐色 (25YR4/4)

世

器師

中

土 郭
G■ 1
溝 1

7 (118) 回縁・体部は内彎する

内 :回転ナデ

外 i回転ナデ、回
転糸切り

径 0 5mmの 砂
粒多量

色
色
橙
橙
黄
黄
浅
浅

内
外

(10YR8/4)
(10YR8/4)

石製品 石錯 F-14 5
縦

４４

横

２７

厚
０６

2穴 1組 の小孔が 3ヶ 所
に施される。

内 :灰自色 (5C Y8/1)
外 :明オリーブ灰色 (5G Y
7/1)～暗オリーブ灰色 (5
G Y8/1)

重畳 118
g

第 3章  I区の調査

第15表  I区奈良時代・平安時代前半の遺物観察表④
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第 3章  I区の調査

(5)平 安時代後半～鎌倉時代の遺構・ 遺物

IA～ IC区の調査ではこの時期の遺構 。遺物が最も多く、時期を特定できなかった遺構もこの

時期のものが多いと推測される。遺構は掘立柱建物や柵列などの柱穴 。溝・土坑で、建物の主軸は

現在の区画に近い。また、柱穴内で様々な形状・樹種の柱根が多数出上しており、中世の建物を考

える上で貴重な資料を得ることができた。遺物はほとんどのグリッドで出上し、各時期の中で最も

出土量が多い。種別も土師器 。須恵器に加え貿易陶磁 。国産陶器 。木製品など豊富である。

参考文献

7 島根県教育委員会  「大屋敷遺跡」『北松江幹線 。松江連絡線新設工事予定地内埋蔵文化財発掘調査報告
ヨヨ』 1987

8 島根県教育委員会  「天満谷遺跡」 7に 同じ

9 島根県教育委員会  「門生黒谷Ⅱ遺跡」『 F弓生黒谷 I遺跡・門生黒谷Ⅱ遺跡・門生黒谷Ⅲ遺跡』 1998

10 島根県教育委員会  『馬場遺跡』 2001

11 松江市教育委員会  「的場遺跡」『松江北東部遺跡発掘調査報告書』 1999

12 浜田市教育委員会  『横路遺跡 (土器土地区)』  1998

13 浜田市教育委員会  『横路遺跡 (原井ヶ市地区)』  1998

14 仁摩町教育委員会  「白石遺跡」『仁摩健康公園造成工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』 1989

15 仁摩町教育委員会  『清石遺跡外発掘調査報告書』 1998

16 山口県教育委員会  『船頭遺跡』山口県埋蔵文化財調査報告第172集 1994

17 大宰府市教育委員会  『大宰府条坊跡XV―陶磁器分類編―』 2000

18 安城市歴史博物館  『愛知の中世陶器 ―渥美・常滑・瀬戸―』 1996

19 広江耕史  「島根県における中世土器についてJ『松江考古』第 8号 松江考古談話会 1992

20 山陰考古学研究集会  「山陰における中世前期の貿易陶磁」『第26回  山陰考古学研究集会資料』 1998

0         1:bO0       20m
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＼
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第26図  I区 平安時代後半～鎌倉時代の遺構 (S=1/600)
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第1節 lA～ IC区の調査

建物20・ 柱列15(第27図 )

IB区の西側で検出した 1間×2間の掘立柱建物である。北東に位置する,48内で1.2世紀後半
―
頃

の上師器皿が出土した。1建物の約&6m東で検出した柱列15は、位置関係から建物21に伴うものと

判断した。

第16表 青木遺跡 建物20計糾表

第17表 I区建物20出土遺物観察表

建物21(第27図)

IB区の北側C10.グリッドで検出した1間 Xl間の掘立柱建物である。 Pl.28。 129・ 134では柱

痕を確認した。建物20との位置関係や柱穴内の遺物がら同時期の建物と判断した。P129,134の延

長上の同じ間隔でP124を検出したので、建物はさらに1東,こ続いていた可能性が泌る。

第18表 青木遺跡 建物21 計測表

1間 2 間

N-1ド ーW

31X30 33Ж 26

'7X25
23× 22 30 XE2 94X3Cl 21蒸 14 認 X25

5=Ю 5.29 5183 6.37 &25 i33 駐20 6.28

498 5!OS S.05 ,14 4.99 4.98 aol 4つ4

340 一剛 208 226 224 194 1鶴

864 338 348

製 翻 額弱
翻 I 器種 鞠 層位

寸 法 (cdl)
籐 ・ 離 の触 難 胎土 色調 博

口径

293 86 世
購
中
土 皿 P4 (a6) C30 螂 と醐 ,騨こ森が

つく

内 :麟薪 デ

毯離 'デ、回暇修死?Tの
ゆ
う翻

章

-44-



第B章 I区の調査
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第 1節 IA～ 10区の調査

建物5(第28図 )

IC区東のF16～ 17ダ リンドで検出した2間×3間の掘立柱建物である。東側の柱の並びは、中

央の並びと間隔が近く、他の並びと柱の位置がやゃずれている。建物の柱ではなく建物に伴う柵列

等の可能性も考えられる。P513か ら12世紀後半頃の土師器郭が出土している。P377では呪符木簡

が出上した。上部は丸く加工し下端を尖らせている。中共上よりに墨書の痕跡があるが判読できな

かった。下よりには「□九八十」と読める墨書がある。この部分より下は表面の残りが良く、地中

に埋められていたためと考えられる.。

第19表 青木遺跡 ―建物 b

I区建物 5出土鐘物観察表

製
挿1図
番号

慕
号
写
番 種別 器種 呻蝦

層位
寸

口径

法
.監
げ

籐 `離 り翻 罐 騰と 色調 備考

294 86 額恵器 郵 P301 ⑬ ωl 捧部Ⅲ内歯する 書繍募、回密
内

外

295 28 86 籍 議
幅
４
厚 :
08 天軍F犠 〕▼九 え ギ
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第 1節 IA～ IC区の調査

建物 6。柱列11(第29国、写真国版2の  ′
IC区東のG16～ 17グ リッドで検出した2間×3間の掘立柱建物である。桁行きの柱間は1約 O

尺、梁行きは約二尺で中間に小規模な柱穴を検出している。P311・ 573では柱根が残存tており、
P573と切り合うP674上唐で土師器皿が出土した。柱穴内から12世紀後半頃の上師器郭が出土して

い.る。また、建物 6の周囲
―
で検出した柱列■は、建物 6に伴うものと判断した。

建物10(第3礎動

建物 6と一部重複する位置で検出した 1聞 X3間以上の据立柱建物である。 P656・ 657‐ 661は

柱根のみ確認し、堀方は検出できなかった。建物 6を南西側にずらした位置で検出し、ほぼ同じ規

模・主軸であることから、前後関係ほ不明だが連続する時期の1建物と考えられる。

第21表―青木遺跡 建物0 計測表

2聞 3間

N-74° 一E

40× 37 27× 23 36× 33 35X35 221× 22 27X19 15× 13

5Ю9 5.07 508 4・193 4酪 4,92 4お8

483 4,80 430 ■73 4‐ 63 4おe 生鶴

154 278 266 162

樹皮のみ 樹度のみ

第22表 I区建物 6出土遺物観察表

撃 翻
写真
鶉 轡 1 器種

!ti,|せ 4すユ |層位 形態・文様の特徴 調整 胎土 靭 備考口癬 底 笹 蕃 高

29 86 鈴纂 皿 P674 ユむ
体郡ぼ直線的に1外懐す
る 敏騨今、回籍歩要瀬

め砂界:鍛留誰t解酵舘

第23表 青木遣跡 柱JIJll 計測表

,簡 息 間
N-7げ ―]

1■X10 13》(1を 15× 14 16× 15 36× 31 a9X3ユ 22X221

4おd aol 5108 5108 ■93

4.160 ■71 4おe 4.95 4,79 484 473

205 3601 460 390 70

長10短 9
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第1節  IA～ IC区の調査

第24表 青木遺跡 建物10 計測表

第25表I I区建物10出土遺物観察表

1間 &間

N-74° 一E

151X12 12× 9 15× 12 2a× 25 25X20

490 5.09

4!" 4197

170 284 238

30

長Ⅲ短12 長10短 10 長lSe12

毒物
需
挿図
番号 暮暑 潮
一
線 蜘噛

層位
回徳

形態。文様―の特徴 調整 胎土 色調| 備考

297 30 86 中 世
土師器

皿
P578

健 擁 0 09 建.2) 2お 体部H内管する
内
=回転ナ
デ

外 1回転ナデ、回
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第30図  I区 建物10(S=1/60)
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第Btt I区 の調査

建物22‐ 柱列1.3,14(第31図Ⅲ写真図版30)

lC区東のE15・ 16-F15・ 16ゲリゥドで検出した2間×3間の掘立柱建物である。P304,609

の上面で―上師器の皿が天地逆の状態で―出上した。また、建物範囲内のJと東部分で浅い窪み (P.303J

から器高の低い雰が出土している。これらの土師器から建物 6の時期はおよそ12世紀後半～13世紀

頃と考えられる。ほとん―どの1柱穴は5b―層掘削後に検出したがヽ柱京の深さや柱床に伴う還物のレ

ベルから、本来は5b層上に建てられた建物と考えられる。1建物22の南側で
―
検出した柱列13は、位

置関係から建物22に関連するものと判断した。建物の西側で検出した柱列14は位置
―が1近すぎるの

で、建物22の立|て替えに関係する缶のかもし|れない。

第20表 青木1遺跡―建物22 計測―表

第″表 青本遺跡 柱列13・ 14-計測1泰

第28表 I区建922出土遺物観察表

声 聞 &間
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勘
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族 nJ
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麟

298 31 86 酪 皿 P304 閉 21 難目盪す費ロ
蝶 切
―J 郷

ゆ蝉 寮:羅陥翻 ～
累色 k25Y2/4)

299 銹 嘲輔
Illl
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■Pe99 Φ―れ 40 24 体
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い
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ゆ
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世
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中
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第31図  I区 建物22、 柱列13・ 14(S=1/60)
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第■章 I区の籍

建物9Ⅲ柱列5～11(第32～ 34図、写真国版30)

IC区西のF14～ 15グリッドで
―
検―出した1間x2間の掘立柱建物であるこ建物の1周囲は柱列に囲

まれ、西側に湧水のある土坑■があり、さらにその1周 りを溝7が廻っている。これら遺構は検出し

た位置や出土した遺物からほぼ同時期の遺物考えられ、溝 T・ Sと建物 9東側の1柱列で囲まれた範

囲が 1セ ットになっていると考えられる。建物北東の1柱は位置的にはP801と考えられるが、柱の

規模かちするとP300の可能1性もある。同様に南東のP786も建物9の柱となる可能性がある。 P

779では柱穴の上面で柱を固定するのに使用したと考えられる人頭大の石が出―上してい.る。建物0

と周辺の柱穴からは多数の柱根が出上した。柱穴埋土は遺構面との区別が困難で、これらの柱根に

は掘つ方
―
を検出できなかったものもある。P786,789の柱根は下端近くに狭りを廻ちせている。ま

た、P782の西1側で自然木 ('790)を検出した。建物9と
―位置|が近すぎるので、建物つとは別時期

のもの|と考―えられる。

929表 青木遺跡 建物9 計測表

第30表 青木遣跡 ―権副 5● 6 計測表

1聞 2 FHB

N-1"=W
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5102 5i05 &0ユ 4胡 ω
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第■節I IA～ l CI区の調査

第3,表1青木遺跡 注Jl1 7・ 8 計則表

432表 青木遺跡 注列 9・ 10.計測表

0
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０
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第 1節  IA～ IC区の調査
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第34図  I区 柱列 5～ 7(S=1/60)、 建物 9、 柱列 5出土遺物 (S=1/4)

第33表  I区柱列 5出土遺物観察表

物
号
遺
番
挿図
番号
写真
番号

種別 器種 阻輔
層位

寸  法 (
形態 。文様の特徴 調整 月台土 色調 備考口径 底 俸 器恵

須恵器
小型 F15、
P647 底部に高台が付く

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ

径1～ 3mmの 砂

粒多量

内 :灰色 ((N5/)
外 :灰色 ((N5/)

304 86
世

器師
中
土 皿 17 体部は緩く内増する

内 :回転ナデ
外 !回転ナデ、回
転糸切り

金雲母多盈
内 :灰黄褐色 (10YR5/2)
外 :鈍い橙色 (75YR6/4)

底部内面中

央に煤の付

着が認めら

オ■る
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第 3章  I区の調査

上坑 6(第 35・ 36図、写真図版31)

IC区西のG16～ H16グ リッドで検出した。規模は検出面で3.7× 2m、 深さは約09mである。

土坑上面では大小の石が検出され、上層には腐植層が堆積していた。下層には粘質土が堆積 し、土

坑内からは土師器や須恵器が出上した。また、土坑の南側は丸く南東に突出しており、この部分で

約250点の ドングリが出土 し、その下には植物の繊維が堆積 していた。土坑 6の時期は高台堺皿

(307)の 時期からおよそ12世紀後半頃と考えられる。中世の ドングリ貯蔵遺構は現在のところ県内

で報告されていないが、山口県豊浦町「船頭遺跡Jに類例がある。

第35図  I区 土坑 6出土遺物 (S=1/4)

以
◎

第34表  I区土坑 6出土遺物観察表

物

号

遠

番

図

号

挿

番

真

号
写
番 種 別 器種 脚

酬
層位

寸 法 (cm)
形態・文様の特徴 調整 胎 土 色調 備考

栞 高

土師器 必 土坑 6 (74)
内 :回 転ナデ

外 ;回転ナデ、ヘ

ラ切り後ナデ

径 0 5nmの 砂

粒多重

内 :鈍い置色(75Y R7/4)
外 :灰 鶴色 (75Y R5/2)～
梨色 (75Y R2/1)

塩
器
製
土 土坑6 (92)

口霰 li部 は一樹
`面

を持
内 :ヨ ヨナデ、ユ

外 :ナ デ

径 05冊冊の砂

粒多貴

内 :鈍 い橙色(75V R7/1)
外 i浅黄糖色(10Y R8/3)
～黄灰色 (25V5/1)

35
世
器

中
土

柱状
土坑 6 下層 53

れ台端m`は 外方に拡張
内 1回転ナデ

外 :口 lAナ デ、糸
切り

梃 05η冊以 下
の砂li少景、

金要母多量

内 :波黄椎色(10V R8/3)
クト:浅費|・・色(10Y R3/3)

-57-
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第 3章  I区の調査

土坑 9(第 37図、写真図版32)

IC区東のE16グ リッドで検出した。規模は検出面で61× 59cm、 深さ約20cmで、土坑の南側は一

段深く、土師器皿が重ねて置かれていた。この部分は別の柱穴の可能性も考えられる。

第35表  I区土坑 9出土遺物観察表

A~~~ 309

1黒褐色粘質土

甲                          m

314

311

314

暗  309

甲… Ⅲ・ ――一一―即
Cm

第37図 土坑 9(S=1/30)

‐-59-

物
号
遺
番
挿図
番号
写真
番号

種別 器種 咄鵡
層位

法 (cn)
形態 。文様の特徴 調整 月台土 色調 備 考

回径 底 客 器言

37
世
器師

中
土 皿 土坑 9

内面に回転ナデの痕が

残る
内:回転ナデ

外:回転ナア、回転糸切り
径05～ 1綱nの
砂粒夕量

内 :鈍い橙色(75YR7/4)～
黒色(75YR2/1)
外 :橙色 (5YR7/6)

世
器

中
土 皿 土坑 9

内面に回転ナデの回凸
が残る

内 !回転ナデ

外 :回転ナデ、回転糸切り
金雲母多量

内・外 t鈍い質橙色(10YR7
/3)～灰黄褐色(10YR5/2)

中 世
土師器

皿 土坑 9 17 内面
に回転ナデの凹凸

が残る
回転ナデ

回転ナデ、回転ス切り
金雲母多量

内・外 :笹色(7 5YR7/6)～
灰掲色(7 5YR5/2)

世
器

中
土 皿 土坑 9 (86) 体部は緩く内彎する

回転ナデ

回転ナア、回転糸切り
径05mの 砂
粒少量

内・外 :浅黄橙色(75Y酪/
4)～褐灰色(10YR6/1)

世
器師

中
土 皿 土坑 9

回転ナデ
回転ナデ、回転糸切り

径05～ inmの
砂粒少量

内 :鈍い黄橙色(10YR7/3)
外 :鈍い黄橙色(10YR7/3)

中 世
土師器

皿 土坑 9
肉面中央が回転ナデに
より隆起する

回転ナア

回転ナデ、回転糸切り
径05血の砂
粒少量

内・外 :鈍い橙色(75YR7/
4)～褐灰色(7 5YR4/1)

世
器

中
土 皿 土坑 9

内〔回転ナデ

外:回転ナデ、回転糸切り
径 05¶ mの 砂
粒多量

内

外
浅黄橙色 (10YR3/3)
浅黄橙色 (10YR3/3)

須恵器 蓋郭 土坑 9
内 :回転ナデ後ナデ

外 ;回 転ナデ、回転
径4m mの 長
石含む

内 :灰色 (N6/)
外 :灰色 (N5/)

53m

③
郎

I区



第 1節  IA～ IC区の調査

土坑10(第 38図、写真図版32)

IC区東の E17グ リッドで検出した。規模は検出面で約1.64× 1.38m、 深さ約45cmで ある。土坑

の中央南東よりの床面で長さ約30cmの 石が出土 し、その周りで小型の石が出土 している。327は I

D区遺構外出上の破片と接合した。土坑10の時期はおよそ12世紀後半頃と考えられる。

第36表  I区土坑10出土遺物観察表

土坑11(第 38図、写真図版33)

IC区西の F14グ リッドで検出した。規模は検出面で約1.02× 0.87m、 深さ約37cmで ある。土坑

下層には黒褐色粘質土が堆積 し、長さ20cm前後の石が出土 した。また、土坑床面では湧水があっ

た。時期は上層で出土した土師器皿から12世紀前後と考えられる。

第37表  I区土坑11出土遺物観察表

土坑12(第 39図、写真図版34)

IC区西のF15グ リッドで検出した。規模は検出面で約1.72× 1.7m以上、深さは約30cmで ある。

土坑床面では大小の石が出土した。時期は12世紀後半～13世紀頃と考えられる。

遺物
番号

図
号
挿
番
写真
番号

種別 器種 剛Ｇｒ／遺構
層 位 形態 。文様の特徴 調 整 月台土 色調 備考

日径 底 径 器 高

土師器 郭 土坑10 (124) (72)
内 :力 ■メ後ナデ

外 i回転ナデ、ヘ

ラ切 り後ナデ

径 0 5mmの 砂

粒少畳

内 i鈍い黄橙色(10YR7/3)
外 i鈍い黄橙色(10YR7/3)

須恵器 郭 土坑 10 (117) (78) 口縁部は緩く外反する
内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回
l・糸切り

径05～ ln冊 の

砂粒多雪

内・外 :灰 白色(5Y7/1)～
黒褐色(25Y3/2)

須恵器 罫 土坑10 (76)
内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、回
転糸切り

径 0 5mmの 砂
粒少量

内

外
灰白色 (25Y7/1)
灰白色 (25Y7/1)

38 須恵器 一霊 土坑 10
回縁端部は上方に屈曲
する

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ

径l mmの砂粒
少量

内

外
青灰色 (5B5/1)
青灰色 (5B5/1)

塩
器
製
土 土坑10 口縁端部は先細 りする

内 :ユ ビナデ、ユ

外 :ナ デ

径 lЛ冊の砂粒
多量

内

外
鈍い笹色 (7 5YR7/4)
浅黄燈色 (10YR8/3)

土師器 郭 土坑10 (130) (82)
内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、ヘ

ラ切り後ナデ

径 0 5mmの 砂

粒多量

内 :鈍 い黄橙色(10YR7/3)

外 :艶い黄橙色(10YR73)～
整炉(2 5YR6/6)

赤彩

中 世
土師器

皿 土坑 10 (92) (48) 体部は内彎する
内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回
転糸切り

径 lm冊 の砂粒
少避

内 :鈍 い橙色(75YR7/4)
外 :鈍 い橙色(75YR7/4)

中 世
土師器

皿 土坑10 (48) 19 体部は内管する
内 :回転ナデ

外 !回 転ナデ、回

転糸切り

径 0 5mmの 砂

位少電

i浅 貫橙色(75YR3/4)
i浅 黄橙色(75YR3/4)

白磁 碗 土坑 10 日縁部は玉縁状である
内

外
回転ナデ

回転ナデ

径 0 5 mll以 下
の黒色粒子微

量

(釉 )灰白色 (5Y7/2)
(釉 )灰白色 (5Y7/2)

Ⅳ類

白磁 碗 土坑10 内面に沈線が廻る
内 1回 転ナデ

外 1回 転ケズリ

径05m¶ の黒
色粒子少抵

内 :灰自色 (5Y3/1)
外 :灰自色 (5Y7/1)

Ⅳ類

同安窯
系青磁

碗 土坑10 (51)
体部に5条以上のクフ描
き文様を施す

内 :回転ナデ
外 :回転ケズリ

径 05冊¶以 下
の砂粒微量

内 :(釉)灰オリーブ(5Y6/2)

外 :鈍 い費橙色(10YR7/3)～
(釉 )灰白色(5Y8/1)

1 lb類

褐釉
陶器

士電 土坑 10
転

明

回

不

内

外
径 05冊m以 下
の砂粒微量

(釉)灰黄IB色 (10YR4/2)
灰色(5Y6/1)

V類

這物
番号
挿図
番号

真

号
写
番 種別 器種

由土地点
Gr/遺構

層位
寸  法 (cm)

形態・文様の特徴 調 整 胎土 色調 備考
回径 底 繹 器高

世
器

中
土 皿 土坑11 (42) 体部は内t4Fす る

内 :回転ナデ

外 1回転ナデ、回
転糸切り

径 0 5mnの 砂

粒多量

内

外
灰黄色 (25Y7/2)
灰黄色 (25Y7/2)
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第 1節  IA～ IC区の調査

第38表  I区土坑12出土遺物観察表

物
号
遺
番
挿図
番号
写真
番号

種別 器種
出土地点
Gr/遺構

層 位
寸  法 (伽 )

形態 。文様の特徴 調整 月台土 色 調 備考口径 腰 雰 器 高

88
世

器師

中

土 郭 土坑12 口縁端部は外反する
内 :回転ナデ
外 :回転ナテ

径0 5 mmの 砂
粒多量

内・外 :灰黄色 (25Y7/
2)～黄灰色 (25Y4/1)

88
世

器師

中

土 郭 土坑 12
内 :回転ナデ
外 :回転ナデ

金雲母多量
内 :灰黄色 (25Y7/2)
外 :灰黄色 (25V7/2)

中 世
土師器

皿 土坑 12 体部は内瞥する
内 1回転ナデ
外 1回転ナデ、回
転糸切り

径0 5mmの 砂
粒多量

内 i鈍い褐色(75Y R6/3)
外 :鈍い褐色(75Y R6/8)

世
器

中
土

住状
高台
土坑 12

高台端部は外方に拡張
する

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、回
転糸切り

径05～ lmmの
砂粒多景

色

色

澄

橙

黄

黄

炭

浅

内
外

白磁 碗 土坑12 口縁部は三縁

内 1回転ナデ
外 :回転ナデ、回
転ケズリ

黒色粒子少置
内 :(釉)灰白色(5Y8/1)
外 :(釉)灰白色(5Y3/1)

Ⅳ類

同安窯
系青磁

碗 土坑 12 混入物は認められなヤ
混入物は認め
られない

内:(釉 )オ リーブ黄色(6Y6/3)
外:(釉 )オ リーブ黄色(5Y6/3)

I■類。

死

で
1

≦
♂

為 蝠
b      2)

掴

(【

ξ三:三
三三三塁塁塁三三三三

i~~~~~~~~―

―

::,テ
ア93

5.2m

ユ 黒灰色粘質土

9        1:30       1m

10cm

第39図  I区 土坑12(S=1/30)

溝 9(第 40・ 41図、写真図版38)

IC区西のG13・ 14、 H13・ 14グ リッドで検出した溝状遺構で、床面 レベルは西側が高 く東側で

直角に近い角度で南に曲がっている。規模は幅60～ 90cm、 長さは東西10.4m、 南北は検出した範囲

で2.8mで さらに調査区の南に続いている。土坑 6・ 土坑16と 切り合っているが埋上の区別が困難

だったので、遺構の前後関係は判断できなかった。遺物は須恵器・土師器・木製品が出土 してい

る。甕345は内面を丁寧に磨き、炭素を吸着させている。木製の椀347は口径に対 し器高が低く、体

部と底部の境に段がつく。表面には底部以外に漆が塗られている。箸348は丁寧に角を取っており、

出土地点が近ぃので土器溜 3で出土 した399と セットになる可能性がある。溝 9内からは平安時代

前半の遺物が多く出土し、遺構の軸も他の12世紀頃の遺構と異なり方位に近い。 しかし、床面で出

土 した347の形状や、小片だが12世紀頃の上師器界が出土していることから平安時代後半以降の遺

構と考えられる。



第 3章  I区の調査

第39表  I区溝 9出土遺物観察表

遺物
番号
師凶
番号

真
号
写
番 種別 器種 触噛

層位 形態 。文様の特徴 調 整 胎土 色調 備 考
日径 底 径 器 高

須恵器 士電 溝 9 (140) 口縁端部に面を持つ
内

外
回転ナデ

回転ナデ

径 0 5 mmの 砂
4i微量

内 :灰色 (N5/)
外 :灰色 (N5/)

336 88 須恵器 甕 溝 9

内 :同心円文オサエ

外 :ヨ ヨハケメ、平
イ予タタキ

径lm冊の砂粒
少豊

灰色 (75Y6/1)
黄灰色 (25Y6/1)

須恵器 甕 溝 9
内

外
同心円文オサエ

平行タタ■

径05～ lmmの

砂粒徽量

内

外
灰白色 (N7/)
灰色 (N6/)

須恵器 甕 溝 9
内 :ナ デ

外 :平行タタ■
径05¬nの 砂
粒微豊

色

色

灰

灰

内

外

339 41 土師器 必 溝 9 (64)
内 ;ハケメ後ナデ

外 :回転ナデ、ヘラ

切り後ナデ

径 0 5mmの 砂

粒少量

内・外 :鈍い黄橙色(10YR7

/3)～褐灰色 (10YR4/1)

340 4よ 土師器 雰 溝9 (72)
内 :力■メ後ナデ

外 :回 転ナデ、ヘラ

切り後ナデ

径0 5mmの 砂
粒少量

内・外 !浅黄橙色(75YR3/
4)～桂色(5YR6/6)

土師器 甕 溝 9 (244)
口縁部は緩く外傾し、
胴部は張らない

内 :ヨコ′ヽケメ後ナデ、ヘ

外 :ヨコナデ、タテハケメ

径1～ 2amの 砂

粒少量

内 :灰黄褐色 (10YR6/2)
外 :黒色 (5Y2/1)

土師器 甕 満 9 (215)

回縁部は直線的に外傾

し、端部は外側に面を

持つ

内 :ヨヨナデ、ヘラケズリ

外:ヨヨナデ、タテハケメ
径1～ 2mmの砂
粒多量

内 :鈍 い黄橙色(10YR7/2)
～黒色(25Y2/11)
外 1鈍い黄橙色(10YR7/3)

土師器 甕 溝9 (294)
日縁部は緩く外傾し

端部は肥厚する

内 :コヨナデ、ヨ〕′ヽケメ

tl iヨ コナデ、タテハケメ

径1～ 2冊¶の砂
粒多量

内 :鈍い黄橙色(10YR7/8)
外 :鈍 い貨橙色 (10YR7/3)
～黒色(25Y2/1)

土師器 饗 溝 9 (360)
口縁端部は内側に屈曲
する

内 |ヨヨナデ、ヨコハケメ

外 :ヨヨナア、タテハケメ

径1～ 2¶mの 砂

粒多量

内・外 :浅黄ra色 (10YR8/
2)～褐灰色(10YR6/1)

i師器
(景色土器〕

姿 溝9
内面に炭素を吸着 させ 内 :ヘラミオ■

外 :ヘラミガキ
径 0 5mmの 砂
粒少量

内 :黒色 (75Y2/1)

製塩
土器

溝 9
内 :ヨコナデ、ナデ

外 !ナ デ

径0 5mmの 砂
粒少量

内 :橙色 (5YR7/6)
外 :橙色 (5YR7/6)

木製品 椀 ケヤキ

348 90 木製品 箸
ス キ

樹皮

土坑6

第40図  I区 溝 9(S=1/80)
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第41図  I区 溝 9出土遺物 (S=1/4)

溝 5(第42図 )

IC区東のF17グ リッドで検出した。東西に分かれて検出したが溝の方向や埋土の状況から本来

は一連の溝と考えられる。溝の方向はほぼ東西軸で、規模は検出面で幅35～ 50cm、 長さは東西合わ

せて約 8mである。溝の中央東よりで土師器皿350が出土 した。外面に炭化物が付着 した部分があ

り、灯明皿に使用したものと考えられる。時期は12世紀後半頃と思われる。

第40表  I区溝 5出土遺物観察表

物
号
遺
番
挿図
番号
写真
番号

種別 器種 阻囀
層位 形態・文様の特徴 調整 胎 土 色調 備考口径 底 径 器 高

世
器

中
土 皿 濤 5

内 :回転ナデ

外 !回転ナデ、回
転糸切り

芸母多量

内 :鈍い黄橙色(10YR7/3)
外 :鈍 い橙色(75YR7/4)
～黒褐色(76YR3/こ )
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第 3章  I区の調査

5。2m
A_ A′

9         1 :。 0        19m

0      114     10cm

第42図  I区 溝5(S=1/60)

溝 7(第43～44図、写真図版35)

IC区西のF14。 15～ G14・ 15グ リッドで検出した。建物 9・ 柱列 8～ 10、 土坑 11、 溝 8やその

他の柱穴など、 IC区西の東側で検出したほとんどの遺構を囲んでいる。北側に溝が 2重になる部

分があり、内側の短い溝が一段高 くなっているので北側に堀直したと考えられる。溝の中央の両側

に拳大から人頭大の石の集まりがある。溝内や周辺で須恵器・土師器・陶磁器・木製品が出土して

いる。溝 9の時期は出土した遣物の年代や、溝の内側で検出した遺構の年代から12世紀頃と考えら

れる。

イ
洲
＼
上
Ｔ

5.2m
B           B′

第41表  I区溝 7出土遺物観察表

物
号
遺
番
挿図
番号
写真
番号

種別 器種 剛Ｇｒ／遺構
層位

寸 広
形態・文様の特徴 調整 胎土 色 調 備考

日径 底 堡

須恵器 甕 溝 7

ヨ〕ナア、同心H文オ

ヨ〕ナス平行タタキ

径 05口 mの 砂
粒微量

内

外
灰色 (N5/)
灰色 (5Y6/1)

須恵器 甕 G■4
内:日心円文オサエ

外:平行タタキ、カキ
径 05綱 mの 砂
粒少量

内

外
灰色 (75Y6/1)
黄灰色 (25Y5/1)

須恵器 甕 G■ 4
内 :同心円文オサ

外 :平行タタキ
径058mの 砂
粒多量

内

外
灰色 (5Y6/1)
灰色 (N6/1)

89
世
器師

中
土

皿 溝 7 体部は内讐する
内 !回転ナデ

外 !回転ナデ、回
転糸切り

径0 5mmの 砂
粒少量

内 :鈍い権色(75Y R6/4)
～黒褐色(75Y R3/1)
外 :鈍い橙色(75Y R6/4)

89
世

器師

中

土 皿 溝7
体部を打ち欠いて器高
を低くしている

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回
転糸切り

径llmの 砂粒
少量

内 :鈍 い黄橙色(10Y R7/3)
～黒色 (10Y R2/1)
外 :鈍 い黄笹色 (10Y R,潟 )

中 世
土師器

皿 濤7 (44) 体部は緩く内彎する
内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回
転糸切り

径 lmaの 砂粒
少量、金雲母

多量

内

外
黄橙色(10Y R8/3)
鈍い橙色(75Y R6/4)

357 白磁 碗 溝7 (157)
口縁部は厚みのある玉

縁

内

外
回転ナデ

回転ナデ
黒色粒子多量

内

外
(袖 )灰自色(75Y8/1)
(釉 )灰白色(75Y8/1)

Ⅳ類。

白磁 碗
７

・
１

濤
Ｇ

(72)
高台部は幅が広くなり、
削り出しが浅い

内

外
回転ナデ

回転ケズリ
小さな空洞が
ある

内

外

:(釉)灰コ色(5Y3/1)
:灰白色(10Y8/1)

Ⅳ類。

木製品 溝 7
径

ｍ

厚

ｎ
円板状。中央に径4□ mの

俸が刺さる。
ヒノキ
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第 1節  IA～ IC区の調査

土器溜 1(第45～47図、写真図版36・ 37)

IB区のH9・ 10～ 19。 10グ リッドで 6層検出中に、土師器の雰・皿類がまとまって出上 し
た。出上した土器は主に11世紀～12世紀の土師器だが、一部10世紀頃と思われるものや弥生土器が

含まれており、郭 。皿類も全て一時期のものではなくやや時期幅のある資料と思われる。 しかし、

第45図に示したようにこの部分だけ平安時代後半～鎌倉時代の遺物が密集して出土しているので、

何らかの意味を持つまとまりと考えられる。

第42表  I区土器溜 1出土遺物観察表①

物
号
遺
番

図
号
挿
番

真
号
写
番 種別 器種 幽噛

層位
寸  法 (cnl

形態 。文様の特徴 調整 胎土 色 調 備考日径 底 径 器高

世
器

中
土 郭 H■ 0 5

内 :回 転ナデ

外 :回転ナデ、糸
切 り

密 鈍い橙色

47
世
器師

中
土 郭 H10 5 (122) (62)

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回
転糸切り

径0 5mmの 金
雲母少量

内・外 :鈍 い橙色 (75YR6/
4)～灰褐色 (7 5YR5/2)

世
器

中
土 郭 5 (134) (37)

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、回
転糸切り

径 05Ⅲ側の砂

粒微量、金雲

母少最

内 :鈍い糟色 (75YR7/4)
外 :鈍い橙色 (75YR7/4)

中 世
土師器

郭 H■0 5 (114) 内 1回転ナデ
外 :回転ナデ

径 0 5mm以 下
の砂粒微量

内 :浅黄橙色 (10YR3/4)
外 :鈍い橙色 (2 5YR6/45)

364
世

器師
中
土 郭 H■0 (143) 内 :回 H噴ナデ

外 :回転ナデ
径 0 5mm以 下
の砂粒微量

内

外
鈍い笹色 (75YR7/4)
鈍い橙色 (75YR7/4)

世

器師

中
土 郭 H-10 7 (131) 内 :回転ナデ

外 :回転ナデ
径 0 5mm以 下
の砂粒微量

内

外
鈍い橙色 (75YR7/4)
鈍い橙色 (75YR7/4)

世
器

中
土 郭 H■ 0 7

内 i回転ナデ、 ナ

外 i回転ナデ、回
転糸切り

径0 5mmの 砂
粒少量、金芸
母多甦

内 :鈍い橙色 (75YR7/4)
外 :鈍い橙色 (75YR7/4)

91
世
器

中
土 堺 H■ 0

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、回
転糸切り

径 0 5mmの 砂

粒・ 金雲母多
量

内 :飩い橙色 (7 5YR6/4)
外 :鈍 い種色 ((75YR6/4)

世
器師

中
土 堺 H■ 0 5

内 !回転ナデ

外 :回転ナデ、回
転糸切り

径 0 5mmの 砂
粒多景

内 :鈍い黄糟色(10YR7/3)
外 :鈍い黄橙色(10YR7/3)

世

器

中
土 堺 H■ 0 5

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回
転糸切り

径 lmmの 砂粒
多無

内 :鈍い糟色 (75YR6/4)
外 :鈍い橙色 (75YR6/4)

世
器

中
土 孫 H■ 0 5

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回
17‐糸切り

径 0 5mmの 砂
粒少是

色

色

橙

橙

内

外
(75YR7/6)
(75YR7/6)

世

器師

中

土 琢 H■ 0 5 57
内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、回
転糸切り

径0 5mmの 砂
粒微量

内

外
鈍い橙色 (75YR7/4)
鈍い橙色 ((75YR7/4)

世
器

中
土 邪 H■ 0 5

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、回
転糸切り

径0 5mmの 砂
粒少量

色

色

橙

橙

内
外

(75YR7/6)
(75YR7/6)

373
世
器

中
土 邪 H■ 0 5 (64)

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、回
転糸切り

径 0 5mmの 砂

粒少量

内 :浅黄橙色 (7 5YR3/4)
外 :鈍い橙色 ((75YR7/3)

中 世
土師器

郭 5
内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、回
転糸切り

径05¶ ]の 金
雲母多量

内 :Ptい 橙色 (76Y■6/4)
外 :鈍 い橙色 ((76YR6/4)

375 中 世
土師器

邦 H■0 5 (64)
内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、回
転糸切り

径 0 5mmの 砂
粒、金雲 El少

量

内

外
鈍い橙色 (7 5YR7μ )
鈍い特色 ((75YR7/4)

376
世
器

中
土 郭 H■ 0 5 (61)

明

明

不

不

内

外
径0 5mm以 下
の砂粒少量

内 :浅黄橙色 (10YR3/3)
外 :浅黄橙色 (10YR3/3)～
鈍い赤掲色(2 5YR4/4)

377
世
器

中
土

状
台
柱
高 H■ 0

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回
転糸切り

径 0 5Ы mの 金
雲母多量

内

外
鈍い黄橙色(10YR7/3)
鈍い黄橙色(10YR7/3)

世
器

中
土

高台
付郭

H■ 0・
P208
5,7 (163) (93)

口縁・体部は内管し、
端部は外反する。底部
に高台を貼り付ける

内 :回 lrナ デ
外 :回転ナデ、回
転糸切り、ナデ

密 (雲母多置) 鈍い橙色

世

器師
中
土

台
邦
高
付 H9 5

底部に高台を貼り付け 転

転

回

回

内

外
径 0 5Ⅲ mの 砂
粒微量

内 :鈍い橙色(75YR7/4)
外 :鈍い黄橙色(10YR7/8)

47
世
器

中
土

台
郭
高
付 H■ 0 5 (90)

底部に高台を貼り付け 転

転

回

回

内

外
径0 5amの 砂
位少量

内

外
橙色 (5YR7/6)
橙色 (5YR7/6)
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遺物
番号

図
号
師
番
写真
番号

種別 器種
出土地点
Gr/遺構

層位
法 (cF)

形態・文様の特徴 調 整 胎 土 色調 備考
口客 FA径 器 高

世

器師

中

土
高台
付郭
H■0

底部に高台を貼り付け 内 :回転ナデ
外 :回転ナデ

径 05』回の金
雲母少量

内 :鈍い黄橙色(10YR7/4)
外 :鈍い黄橙色(10YR7/4)

382
世
器師

中
土

台
郭
高
付 H‐ 9 7

底部に高台を貼り付け
内 :回転ナデ
外 !回 転ナデ、ヨコ

径05111の 金
雲母少量

内 :鈍い黄橙色(75YR7/3)
外 :鈍い黄橙色(75YR7/3)

世
器師

中
土

高台
付郭
G■ 1 6

底部に高台を貼り付け
内 :不明
外 :回転ナデ、回転
糸切り

径 05コロ以下
の砂粒微量

内

外
浅黄橙色 (75YR3/4)
鈍い橙色 (75YR74)

90
世
器師

中
土

高台
付琢
H■ 0 5

底部に高台を貼り付け
内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回転
糸切り、ヨコナデ

径 05mの 金
雲母多量

内 :浅黄橙色 (10YR3/3)
外 :褐灰色 (10YR4/1)

世
器

中
土

高台
付郭
H9 7 (70)

底部に高台を貼り付け
内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、回転
糸切り、ヨヨナデ

径 06mに の金
雲母多量

内

外
鈍い橙色 (75YR7μ )
鈍い橙色 (75YR7/5)

386
世

器師

中

土 付郭
H■ 0 5

底部に高台を貼り付け
内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回転
糸切り

径05mの 砂
粒少量

内〔浅黄橙色 (10YR3/3)
外〔浅黄橙色 (10Y■ 8/3)

世
器

中
土

台
郭
高
付
H9 3 (76)

底部に高台を貼り付け
る

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回転
糸切り、ヨコナデ

径 0 5 mmの 金
雲母多量

内 :鈍い橙色 (7 5YR7/4)
外 :artぃ笹色 (7 5YR7/4)

世
器師

中
土

台
郭
高
付 ■■0 5 (78)

底部に高台を貼り付け
内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、回転
糸切り、ヨヨナデ

径0 5mmの 金
雲母少量

内

外
鈍い橙色 (75YR6/4)
鈍い橙色 (75YR6/4)

世
器師

中
土

台
郭
高
付 H■ 0 5

底部に高台を貼り付け
内 :回転ナデ

外 :回転ナヂ、回
転糸切り

径05mの 砂
粒少量

内 :橙色 (75YR7/4)
外 :鈍い黄橙色(75YR7/4)

世
器師

中
土 舗皿

7 (100)
底部に高台をjIBり 付け
る

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、貼
り付け高台

径0511m前 後
の砂粒多量

灰黄褐色

世
器師

中
土 舗皿

5 (110)
底部に高台を貼り付け

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、貼
り付け高台

密(雲母多量) 鈍い黄橙色

須恵器 甕

第 3章  I区の調査

第43表  I区上器溜 1出土遺物観察表②

I区 土器溜 1の位置 (S=1/150)

５列

①
魏柳
ゝ
で

Ｏ
、

0は平安時代後半

～鎌倉時代の遺物

…

争
．

第45図
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物
号
遺
番

図
号
挿
番

真
号
写
番 種別 器種 酬嘲

層位
寸 法 (cm)

形態 。文様の特徴 調整 胎土 色調 備考□径 底 径 器 高

393
世

器師

中

土 郭 (139) □縁部は緩く外反する
内 :不明
外 :回転ナデ、回
転糸切り

径 i nm以 下の

砂粒含む、金

雲将多量

内 :鈍い黄掲色(10Y R5/3)
外 i鈍い黄褐色(10Y R5/3)

世
器

中
土 郷 G■4 内面 に炭素を吸着させ

内 :回 転ナデ

外 :回転ナデ、回
転糸切 り

径 1¶コ以下の
砂粒含む

色

色

褐

白

黒

灰

内

外
(25Y3/1)
(25Y8/2)

93
世
器

中
土

台
郭
高
付 G■ 4 底部外縁に高台を貼り

付ける

内

外
回転ナデ

径 2nm以 下の

砂粒、金雲母
含む

内 :鈍い黄褐色(10Y R7/3)
外 :鈍い黄褐色(10Y R7/3)

世
器恵

中
須

柱萩
高台
G-14 高台端部は外方に拡張

する

内 :不明
外 :回転ナデ、回
転糸切り

金雲母多量
外 :浅黄橙色(10Y R ν3)
～黒色 (10Y R2/1)

中 世
須恵器

士望 G■ 4 肩部は丸くつくる

内

外

キ

回転ナデ
回転ナデ、カ

径 2m祀 以下の

砂粒、5mn以
下の長石含む

内

外
鈍い責橙色(10Y R7/3)
黄灰色(25Y R6/1)

世

器恵

中

須 甕 G■ 4
内

外
径0 5mmの 砂
粒少量

内 :灰白色 (5Y8/1)
外 :暗灰色 (N3/)

木製品 箸 G■ 4 ス ■

第 1節  IA～ IC区の調査

上器溜 3(第48図、写真図版38)

IC区西のG14グ リッドで土師器・須恵器が多数の石と共にまとまって出土した。時期はおよそ

12世紀ごろと考えられる。ほかに木製の箸399や獣骨、種実類も出土しており、周辺の同時期の建

物から廃棄されたものと考えられる。

第44表  I区土器溜 3出土遺物観察表
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第 3章  I区の調査

遺構に伴わない遺物 (第 49～ 55図 )

IA区では 6層上面で土師器の雰 。皿類 (400～ 404)ん 出ゞ土 している。このうち401～403は色

調 。胎上が土器溜 との遺物と同様のものである。このほか伊佐波神社跡の礫面や造成土内で、資器

系陶器や貿易陶磁が若干出上した。

IB区では11世紀～13世紀頃と思われる遺物が比較的まとまって出土 している。405～436は土師

器の雰・皿類で、土器溜 1のある調査区西側での出土量が多い。また、内面に炭素を吸着させた郭

(432～ 435)は、 I区では IB区西側のグリッドでのみ出土している。436は内面にかの膜が付着し

ていた。悟鉢・鍋などの調理具は小片が多く、鍋は図示できなかった。鉢類は土師器 。須恵器・奄

器系陶器のものが出上した。土師器の括鉢 (437・ 438)イよ内面にクシ描きの摺り目があり、鎌倉時

代以降のものと思われる。須恵器の鉢 (444～ 447)イま内面ハケ調整のものが大半で、ナデ調整のも

のは小片が 2点出土している。奮器系陶器の鉢 (450・ 451)は底部外縁に断面三角形の高台を貼り

付け、体部外面の下半には粗いケズリが施される。 ID区・ ⅡA区で多数出土したものと同様の胎

土 。焼成で、同じ産地の製品と考えられる。451の内面上部には 3条の平行沈線がある。壷・甕類

も小片が多いが、須恵器 (439～ 443)の ほか資器系陶器 (4480449)の もの出上 している。441～

443は外面に格子ロタタキ、内面にハケ調整を施すもので焼成は軟質である。 IB区では胴部のみ

出上したが、ⅡA区で全形の分かる資料が出土している。貿易陶磁は白磁椀 (452～ 456)が青磁類

(457～ 459)よ り多く出上 した。また、陶器の壷 (460・ 461)イよⅡA区北側で出上 した破片と同一

回体の可能性もある。462は調整 。胎土・焼成から中国陶器の壷類の底部と判断した。

IB区では土師器の邪・皿類が北よりのグリッドで多く出土するのに対し、壷・甕・悟鉢や陶磁

器類は南よりのグリッドで多く出土 している。 IB区の南に隣接するⅡA区では、この時期の調理

具や貯蔵具、陶磁器類が多数出土しているので、遺物の分布差は遺構の時期や性格の違いを反映し

ていると考えられる。

IC区 もIB区同様に12世紀頃の遺物が全出土遺物の中で最も多く出土している。土師器の邪・

皿類 (463～ 499)は基本的に IB区と類似するものが出土 した。 IB区 と異なる点としては、柱状

高台付きの邪・皿類 (489～ 499)が遺構出土のものも含めると、 IB区の13点に対し3倍以上の41

点出土 したことが挙げられる。調理具 。貯蔵具はほとんど出土せず、鍋・釜類は確認できなかっ

た。須恵器の鉢 (505～ 508)イまいずれもナデ調整が施されるもので、508に 1よ クシ描きの摺り目が

ある。壷・甕類は須恵器の胴部 (500～ 504)が /卜片で出上し、全形の分かる資料は無かった。奄器

系陶器のものは ID区と同一固体の小片が僅かに出土したのみである。貿易陶磁 (509～ 530)イよ12

世紀頃の白磁が最も多く出土し、陶器類は確認できなかった。

IC区は出上した遺物のほとんどが土師器・貿易陶磁の雰 。皿類で、出土遺物で見ると他の調査

区と異なる様相を示している。

第45表  I区出土平安時代後半～鎌倉時代の遺物観察表①

遺物
番号
挿図
番号
写真
番号

種別 器種 叫醐
層 位 形態・文様の特徴 調整 胎土 色調 備 考

口径 底 径 釆高

世
器

中
土 邸 IA 体部は緩 く内管する

内:回転ナデ
タトi口転ナデ、静止糸切,

径 3Ыmの 砂粒
含む

内 :橙色 (5VR6/6)
外 :橙色 (5YR6/6)

中 世
土師器

啄 IA 6 口縁部は外反する
内1回転ナデ
タト:回転ナデ、回転糸切り

径05田 以下の砂t
少甍、金雲骨多電 衆:鍛維 冊評解謝

94
世
器

中
土 郭 IA 6 体部は緩 く内彎する

内 :日ほナデ
外 :回転ナデ

金雲母多猛
内 :鈍い橙色 (7 5YR7/4)
外 :鈍い惟色 (7 5YR7/4)
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第 1節  IA～ IC区の調査

第46表  I区出土平安時代後半～鎌倉時代の遺物観察表②

物
号
遺
番

図
号
挿
番
写真
番号

種別 器種
出土地点
Gr/遺構

層位
法 (caケ

形態・文様の特徴 調 整 胎 土 色調 備 考
回径 底 径 器高

94
中 世
土師器 付郭

IA 6
底部に高台を貼り付け
る

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、す

径 1刊mの 砂粒
多蚤

内 :渋黄橙色 (75YR3/6)
外 :橙色 (5YR7/6)～鈍い
黄橙色 (10VR6/4)

中 世
土師器

皿 IA 5 (74) (33) 14
体部は内督する。器壁
が薄い。

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、回
転糸切り

径0 5mmの 砂
粒微量

内・外 :淡黄色(25Y8/3)
～黄灰色(25Y5/1)

94
世
器師

中
土

台
郭
高
付 H10 ? 150 77 高台は高 く、 ハの字状

に開く

内 :回 転ナデ

外 :回転ナデ、回
転糸切り

径 0 5mmの 砂

粒少壁

内

外
橙色 (25YR6/8)
橙色 (25YR6/8)

51
世

器師
中
土 郭‐・‐０、鵬

見込み部に「 ×Jの ヘ
ラ書き

内 :回転ナデ
外 〔回転ナデ、回
l_糸切り

径 0 5mm以 下
の砂粒微量

内 :橙 色 (5YR7/6)～ 掲灰
色 (10YR5/1)
外 I橙色 (5YR7/6)

世
器師

中
土 郭

I-10、

H■ 0
5 (58) 体部は内雪する

内 :回転ナテ
外 :回転ナデ

径0 5 mIIの 砂
位、金雲母少
霊

内 :鈍 い橙色 (7 5YR7/4)
～褐灰色 (7 5YR4/1)

外 :橙色 (5YR7/6)

51
世
器

中
土

台
郭
高
付 5 (186)

回縁・体部は内管し、
端部は外反する。底部
に高台を貼り付ける

内 1回転ナデ

外 :回転ナデ
径 05冊¶の砂

粒少量

内 :演黄橙色 (10YR3/4)
外 :浅黄橙色 (10YR3/4)
～黒掲色 (10YR3/1)

中 世
土師器

高台
付郭

I■ 0 5 (39)
底部に高台を貼り付け 内 :回転ナデ

外 :回転ナデ
径05¶ m以 下
の砂粒微畳

内 :鈍 い橙色 (75YR7/4)
外 :鈍 い黄橙色(10YR6/3)

51
世

器

中

土
台
郭
高
付 5

底部に高台を貼り付け 内 :回転ナデ
外 :回転ナデ

径0 5mm以 下
の砂粒微量

内

外
鈍い橙色 (75YR7/4)
鈍い責橙色(10YR7/3)

世
器師

中
土 堺 H9 5 47

回縁端部は外方に肥厚
し面を持つ

内 1回転ナデ

外 :回転ナデ、回
転糸切り

径 0 5mm以 下
の砂粒微量、

金雲母多量

内 :鈍い黄橙色(10YR7/3)
外 i飩い黄橙色(10YR7/3)

412 中 世
土師器

郭 H9 (113) (58) 口縁端部は外反する
内 :回転ナデ
外 1回転ナデ、回
転糸切り

径 0 5 mm以 下
の砂粒微量、
金雲母多量

内 :灰黄褐色 (10YR6/2)
外 :frtぃ 黄橙色(10YR7/3)

51
世
器

中
土 lll G■ 1 6 (100) (52) 口縁・体部は内彎する

内 1回転ナデ
外 :回転ナデ、回
転糸切り

径 4 mm以 下の

砂It多量

内 手鈍い橙色 (75YR7/4)
外 :鈍い橙色 (75YR7/4)
～鈍い褐色 (75YR5/8)

世
器師

中
土 琢 H9 3 体部は内t.4す る

内 :回 転ナデ

外 :回 H噴ナデ、回
転糸切り

径 2mm以 下の

砂粒含む
内 :橙色 (25YR6/6)
外 :鈍い笹色 (25YR6/4)

51
世
器

中
土 郭 H■ 0 (52) 体部は内管する

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回
転糸切り

径0 5mm以 下
の砂粒微壁

内 :鈍い黄橙色(10YR7/3)
外 :鈍 い黄桂色(10YR7/3)
～鈍い赤褐色 (5YR5/4)

51
世
器

中
土 雰 H■ 0 (53)

内 :回転ナデ
外 1回転ナデ、回
転糸切り

径 0 5ma以 下
の砂粒微量、

金雲母多量

内 :鈍い橙色 (75YR7/4)
外 :鈍い橙色 (75YR7/4)

世
器師

中
土 雰

H■ 0、
北側溝

層
面
‐８
上

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、回
転糸切り

径0 5mm以 下
の砂粒微量、
金雲母多量

内・外 :鈍 い黄橙色(10YR7
/3)～黄灰色 (25Y6/1)

世
器

中
土

状
台
柱
高 5 柱状高台

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、回
転糸切り

径 0 5mmの lrj
粒多量

内 1橙 色 (5YR7/6)
外 :橙色 (5YR7/6)

世
器

中
土

状
台
柱
高 G■ 1 5

灰部に高台を貼り付け
る

内 i回転ナデ

外 :回転ナデ、回
転糸切り

径1～ 2冊¶の砂

位多量

内

外
鈍い黄橙色(10YR7/3)
鈍い黄橙色(10YR7/3)

世

器師

中

土 皿 5 (72) (39)
口縁・ 体部は大 きく開
き、端部には面を持つ

内 !回 転ナデ

外 :回転ナデ、回
転糸切り

径0 5mmの 砂
位少畳

色

色

橙

橙

黄

黄

浅

浅

内

外
(10YR3/9)
(10YR3/2)

世
器

中
土 皿 110 (84) (41)

回縁端部は外反し、丸
く収ある

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、回
転糸切り

径 l mm以 下の

砂粒多量

内 ,外 :鈍 い黄橙色(10YR7
/2)～灰黄掲色(10YR5/2)

中 世
土師器

皿 5 (112) (48)
口縁・体部は大きく開
き、器高が低い

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、回
転糸切り

径 0 5mmの 砂
粒多量

内 :灰 白色 (10YR3/1)
～鈍い橙色 (75YR7/3)
外 :artぃ橙色 (75YR7/3)

世

器師

中

土
皿
鮒
ｍ
H■ 0 7 (112)

回縁 ,体 部は大きく賜
く

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ
径 lmmの 砂粒
多量

内 :鈍い笹色 (75YR7/4)
外 :鈍い怪色 (75YR7/4)

世
器

中
土
皿
鮒
ｍ

[10
束西ベ

フレト
7 (120)

回縁・体部は大きく開
く

転

転

回

回

内
外

径 0 5 nIIの 以

下の砂粒微量

内 :鈍い黄糟色(10YR7/3)
外 :鈍い黄糟色(10YR7/3)

中 世
土師器
舗
皿

[-10 5
内

外
回I_ナ デ

回転ナデ
径 0 5mmの 砂
粒微呈

内 :鈍 い橙色 (75YR7/4)
外 :Ftい 構色 (75YR7/4)

51
世

器師

中

土 皿 H■ 1 5 (82)
口縁・体部は緩く内彎
し、底部との境に段が
付く

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、回
転糸切り

径0 5mm以 下
の砂粒少量

内 :鈍い橙色 (75YR7/4)
外 :鈍い檻色 (75YR7/4)

土師器 皿 5 (97) (56)
口縁・体部は緩く内督
する

内 i回転ナデ
外 :回転ナデ、回
転糸切り

径 lm冊 の砂粒

多量

内

外
鈍い黄橙色(10YR7/3)
atい黄橙色(10YR7/3)

世
器

中
土 皿 H■ 1 5 (73) (36)

回縁・体部は緩く内管
する

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回
転糸切り

径 05口 m以 下
の砂粒微量

内

外
灰黄褐色 (10YR6/2)
灰黄褐色 (10YR6/2)

51
中 世
土師器

皿 G■ 1 5 (78) (54) 15
口縁端部はン,― プに先
細りし、外に面を持つ

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回
転糸切り

径0 5 mmの 砂
粒少量

内 :種色 (5YR6/6)
外 :鈍い橙色 (7 5YR7/4)

中 世
土師器

皿 I-11 5 (86)
口縁端部は緩 く内彎す

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、回
転糸切り

径0 5mm以 下
の砂粒少畳

内

外
鈍い費権色(10YR7/3)
鈍い黄橙色(10YR7/3)

中 世
土師器

皿 111 3 16
口縁瑞部はシャープに先

細 りする

内 :回 転ナデ

外 :回転ナデ、回
転糸切り

径 lⅢn以下の

砂粒含む

内

外
灰黄色 (25Y5/1)
鈍い黄糟色(10YR7/2)



物
号
遺
番

図
号
挿
番

真
号
写
番 種 別 器種 鍬

麟
層位

司
‐
法 (cm)

形態 。文様の特徴 調 整 月台土 色調 備考
口径 康 径 器高

中世土
師 器
(黒 色
土器)

邪 P145 (154)
内 :ミ ガキ

外 :回転ナデ
径0 5 mmの 砂
粒多量

内

外
黒褐色 (25Y3/1)
鈍い黄橙 (10YR7/2)

51 95,96 抑銚帥悧

台
郭
高
付

5
底部に高台を貼り付け

内 :回転ナデ、

外 :回転ナデ、
転糸切り

回

径0 5mm以 下
の砂粒微量

内

外
黒色 (25Y2/1)
褐灰色 (10YR5/1)

95,96 即瑞鱒蝸

台
郭
高
付 H9

底部に高台を貼り付け
内 :回転ナデ、 ヘ

外 :回転ナデ、回
転糸切り

径 0 5mm以 下
の砂粒微量

内 :黒色 (25Y2/1)
外 :浅黄橙色 (10YF3/3)

土師器 郭

I-10

東西
ベル ト

7 (60)
内面に炭素を吸者させ

る

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回
転糸切り

径05]mの 砂
粒少量

内 :黒色 (25Y2/1)
外 !黄灰色 (25Y5/1)

中 世
土師器

雰 16 (64)
明

明

不

不

内

外

径05mの 砂
粒少量、金雲
母多量

内 :黒色 (25Y2/1)
外 :灰黄褐色 (10YR6/2)

95・ 96
中 世
土師器

信鉢 5

口縁端部に面を持つ。
内面にクン描きの摺り

目を施す

内

外
径0 5mmの 砂
粒多量

色
色
橙
橙
黄
黄
浅
浅

内
外

(10YR8/3)
(10YF8/3)

95,96
中 世
土師器

信鉢 G■ 1 3

回縁端部に面を持つ。
内面にクン描きの摺り
目を施す

内

外
径 1河口の砂粒
微量

色

色

橙

糟

黄

黄

浅

浅

内

外
(10YR3/3)
(10YR3/3)

95,96
世
器芭
心

中
須

一霊 5 (100)
底部に重ね焼きの痕跡
あり

内 :回転ナデ、ユピオサエ

外 :回転ナデ、平行タタキ、

回転ヘラケズリ

径 in皿 の砂粒

少量

内

外
灰色 (N6/)
褐灰色 (10YR6/1)

底部

須恵器 一璽

G■ 1、
H■0,
11・ 12、

溝1

卜
７．‐醒
輌

(142) 底部平底
内 :ヨ ヨナデ

外 !ヘ ラケズリ

径05m以 下
の砂粒微量

内 :灰色 (N6/)
外 :灰色 (N5/)

51
世
器恵

中
須 甕 19。 10 5

内

外 格子ロタタキ
径0 5mm以 下
の砂粒含む

内 :灰色 (25Y8/2)
外 :灰色 (5Y5/1)

95,96
中 世
須恵器

甕 G■ 1 5
内 iハ ケメ

外 :格子ロタタ■
径 0511m以 下
の砂粒微量

内 :灰色 (N5/)
外 :暗灰色 (N3/)

95,96
世
器恵

中
須 密 H■ 1 7

内

外 格子ロタタキ
径 2』□以下の

砂粒含む

内 :灰白色 (10YR3/2)～
鈍い橙色(5YR7/4)
外 :灰 白色(10YR3/2)

444
95。 9

6
中 世
須恵器

鉢
鰤
一鵬

G ll 5
口縁端部は肥厚じ突帯

状になる

内

外

ナ

ベラケズ リ後
径 0 5mmの 砂
粒少量

内 :灰色 (N6/)～ 暗灰色
(N3/)
外 :灰自色(75Y7/1)

５
．

６ 岬鶴・瓦質盤

鉢鰤
′ヽヶ鵬

111 3
口縁端部は肥厚し玉縁
状になる

内

外

ナ

ベラケズ リ後
径 0 5 mIIの 砂

粒微量

色

色

灰

灰

内

外

５
，

６

質
器
瓦
土

鉢
蜘
′ヽヶ躙

5
回縁端部は肥厚し玉縁
】犬になる

内 :ハケメ

外 :ヨ ヨナデ、ナデ

径 0 5mmの 砂
粒微量

内 :灰色 (N6/)
外 :暗灰色 (N4/)

95,9
6

世

器恵

中

須

鉢

(内 面

調整)

I■ 0

11
5 底部は平坦

内 :ハ ケメ

外 :ヘ ラケズ リ後
径0 5mmの 砂
粒微豊

内 :灰自色 くN8/)
外 :灰白色 (5Y7/1)

95。 9

6

系

器

器弯

陶 甕
I■ 0 、
集石1

6・ 1

6・ 18

層上

口縁端部は上方に屈曲
する

内 :ヨヨナデ、タクキ

外 :ヨコナデ、ユビオ
径 1～飾mの砂

粒多量

内 :灰色(N4/)
外 :灰 色(N4/)～ 黄灰色
(25Y5/1)

系

器

器査

陶 甕

110
(I区
P No 27

4)

５、‐８離
面

口縁部 は

屈曲する

「N」 字状に 内
外

径l mmの 砂粒
少豊

内 :暗灰色 (N3/)
外 :灰 色 (N4/)～ 灰自色
(75Y8/1)

97
系
器
器奄
陶 括鉢‐）‐０蝉蜘め

１
層
面

５
、
８
上

(96)
底部に断面三角形の高
台を貼り付ける

内 :回転ナデ

外 :ヘ ラケズリ
径05～ lmmの
砂粒少量

内 :itい赤褐色(5YR4/3)
～灰色 (N5/)
外 :灰黄褐色(10YR5/2)

系
器
器奄
陶 橋鉢‐・９。‐０，‐‐蝉Ｋ．‐０＞

３．５，‐６．‐８融
０
(376) (168)

口縁端部に沈線を廻ら
せる。底部に断面三角
形の高台を貼り付ける。

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、ヘ

径2～ 3amの 砂

粒多量

内・外 :鈍 い赤褐色(25YR5
/4)～鈍い赤褐色(25Y4/8)

白磁 碗 110 3・ 16 (175) 回縁部は玉縁
内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回
転ケズリ

黒色粒子多量
内

外
(釉)灰 白色(25GY3/1)
(釉)灰白色(2 5CY3/1)

Ⅳ類

白磁 碗 Ｈ・‐‐唖
Ｘ０２

5。 8 (182) 玉縁‖犬の口縁部
黒色粒子極微
量

内

外
(釉 )灰白色 (75Y8/1)
(釉 )灰白色 (75Y8/1)

Ⅳ類

白磁 碗 H■ 0 3 (68)
高台部は幅広で削り出
しが浅い。

内 :回転ナデ

外 :回転ケズリ
黒色粒子多量

内

外
(釉 )灰白色(5Y7/2)
灰白色 (5Y7/1)

白磁 碗
解読不
可

5 (154)
口縁端部は先細 りし、

丸 くおさめる。

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ
黒色粒子少畳

内

外
(釉 )灰白色(75Y8/1)
(絶 )灰白色(75Y8/1)

V■類

白磁 碗 5 (173)
回縁部は外反し、体部
内面に沈線を廻らせる

内

外
回転ナデ

回転ナデ
黒色粒子多量

内

外
(釉 )灰白色 (5Y7/2)
(釉 )灰 白色 (5Y7/2)

V2類

同安窯
系青磁

皿 3 (52)
底部外面の釉を掻き取 黒色II子微星

内 :(釉 )明緑灰色(7G6Y7/1)

外 :(釉 )明緑灰色(7G5Y7/1)
～灰白色(75Y7/1)

12b類
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第 1節  IA～ IC区の調査

第48表  I区出土平安時代後半～鎌倉時代の遺物観察表④

物
号
遺
番

図
号
膵
碁

真
号
写
番 種 別 器種 帥蜘

層位
法 (cn

形態 。文様の特徴 調 整 胎土 色 調 備考口径 底 笹 器 高

窯
磁
泉
青
龍
系 碗 【-11 7 (60) 内 :

外 :回 転ケズリ

混入物は認め
られない

内・外 :(釉 )緑灰色(75G
Y6/1)～ オリーブ灰色
(25GY6/1)

[類

97
窯
磁
泉
青
龍
系 碗 5 黒色粒子少量

内,オ リーブ灰色(25GY6/1)
外:オ リーブ灰色(25CY6/1)

Il b類

釉
器
褐
陶

士菫 16 (104)
口縁部は水平 に屈曲す
る。頸部に沈線が廻る。

内

外
回転ナデ

回転ナデ
径 0 6nmの 砂
粒少量

内・外 :(釉 )灰オリーブ色
(5Y4/2)

V類

釉

器

褐

陶
士電 H■ 0 (59) 底部外面に目痕がある

内 :回転ナデ

外 :回転ケズリ
径0 5mm以 下
の砂粒微量

内 ,外 :(釉 )黄褐色(25Y5
/3)

VttB群

97
国
器
中
陶 蓋類

機
削
重
掘 (76)

内

外
回転ナデ
回転ケズリ

混入物は認め
られない

内

外
灰黄褐色 (10Y6/2)
灰黄褐色 (10Y6/2)

中 世
土師器

郭 F13 5 (156)
口縁部は緩 く外反し、
外面に煤が付者する

内 1回転ナデ

外 :回転ナデ
径05冊 mの 砂
粒微量

内 :灰黄褐色 (10YR5/2)
外 :掲 灰色 (10YR4/1)
～黒色 (25Y2/1)

世
器

中
土 邸 東側溝 (126) 体部は内彎する

内 :回転ナデ、ヘ

ラケズリ

外 :回 転ナデ

径0 5mmの 砂
粒少量

内 :浅黄橙色 (10YR3/3)
外 :鈍い橙 (75YR7/4)

中 世
土師器

台
郭
高
付 F-17 5

底径に対 し大きめの高
台を貼り付ける

回転ナデ

回転ナデ
径l amの 砂粒
多盈

内 :黄灰色 (25Y5/1)
外 :鈍い橙色 (5YR6/4)

世
器

中
土

高台
付郭
H■ 4 5

底部外縁に高台を貼り
付ける

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、回
転糸切り

径 1冊¶の砂粒
少量

内 :鈍 い橙色 (5YR7/4)
外 :鈍 い橙色 (5YR7/4)

世
器

中
土

高台
付郭
G■6 5

底部外縁に高台を貼り
付ける

内 :回 転ナデ

外 :回転ナデ、回
転糸切り

径0 5mmの 砂
粒多量

内 :鈍い橙色 (5YR7/3)
外 :灰黄褐色 (10YR6/2)

468 98
世

器師

中

土
台
雰
高
付 G■4 5 高台部は外反する

内 :回転ナデ
外 i回転ナデ、ナ

径 0 5 mmの 砂
粒少量

内 :鈍い橙色 (7 5YR7/4)
外 :鈍 い橙色 (75YR7/4)

世
器

中
土

台
郭
高
付 G■4 5 内側が暗掲色に変色

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ

径0 5mmの 砂
粒少量

内

外
褐灰色 (10YR5/1)
鈍黄橙色 (10YR7/2)

中 世
土師器 付 琢

H■ 3 5 (94) 高台部は大きく開く
内

外
回転ナデ
回転ナデ

径 05冊Ⅲの砂

粒微量

内 :浅黄橙色 (75YR3/4)
外 :浅黄橙色 (75YR3/4)
～掲灰 (75YR4/1)

世
器

中
土 壷

■

９

Ｇ

５ 5
底部外縁に高台をFDrり
付ける

内

外
回転ナテ

回転ナデ
径0 5mmの 砂
粒微量

内 :演黄橙色 (75YR8/4)
外 !浅黄橙色 (75YR3/4)

９９

１０

世
器

中
土 琢 G■6 7 底部の中心がやや厚い

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、回
転糸切り

径 0 5mmの 砂
粒少電

内・外 :鈍 い橙色(25YR6/
4)～鈍い黄橙色(10YR7/3)

473
99・

100

世
器

中
土 雰 G■ 4 5 (60)

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、回
転糸切り

径 05冊 mの 砂
粒少量、径10
mmの長石含む

内 :鈍い橙色 (75YR7/4)
外 :鈍 い橙色 (75YR7/4)

９９

１０

中 世
土師器

雰 G14 (42) 底部が歪む

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、回
転糸切り

径0 5maの 砂
粒少量

内 :演黄笹色 (10YR3/3)
外 :演黄橙色 (10YR3/3)

９９

１０

世
器

中
土 啄 G■ 6 5 (57)

底部内面は螺旋状に隆
起する

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回
転糸切り

径 i nmの 砂粒

多量

内

外
鈍い黄橙色(10YR72)
鈍い費橙色(10YR7/2)

99・

100

世
器

中
土 郭 F-15 5

二次焼成により外面は
赤色に、内面は暗褐色
に変色している

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、回
転糸切り

径 0 5mmの 砂
粒微量、金_f

母多景

内

外
1目灰色 (10YR4/1)
鈍い赤褐色 (5YR5/4)

99・

100
世
器

中
土 郭 G■4 底部内面に黒色の付着

物あり

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回
転糸切り

径l mmの 砂粒
少量

内 :橙色 (5YR7/6)
外 :鈍 い黄橙色(10YR7/3)

478 53
99・

100

世
器師

中
土 郭 北側溝 7

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、回
重糸切 り

径1～ 2mmの砂
粒多量

ltい 黄橙色(10YR7/3)
灰黄褐色 (10YR6/2)

479
９９

１０

世
器

中
土 琢 H13 5 (52)

体部は内彎する。底部
内面に煤が付着する。

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、回
転糸切り

径0 5mm以 下
の砂粒微量、
金雲母少量

内 :黄灰色 (25Y6/1)～
黒色 (25Y2/1)
外 :黄灰色 (25YR6/1)

99・

100

世

器

中

土 堺 5 (76) 内外面に媒が付着する
内 1回転ナデ
外 :回転ナデ、回
転糸切り

径0 5mmの 砂
粒少量

内・外 :黄灰色 (25Y6/1)
～黒褐色 (25Y3/1)

99・

100
中 世
土師器

堺 G■ 2 5 (72)
体部は底部から直線的
に外傾する

内 :回転ナデ
外 1回転ナデ、回
転糸切り

径0 5mmの 砂
粒微量

浅黄橙色 (10YR3/3)
浅黄橙色 (10YR3/3)

９９

１０
中 世
土師器

皿 5
回縁・ 体部は直線的に

開 く

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回
転糸切 り

径3mm程 度の

砂粒含む
内 i鈍い美橙色(10YR7/3)
外 !鈍い黄橙色(10YR7/3)

９９

１０

世
器師

中
土 皿

G■ 4・
15

5 (82) (36) 16
器壁が薄く、底部と体
部の境を丸くなでる

内 :回転ナデ
外 1回転ナデ、回
転糸切り

金雲母多量
内

外

1鈍い褐色 (75YR6/3)
1鈍い褐色 (75YR6/3)

９９

１０

世
器

中
土 皿 G■4 (52) 体部は緩く内彎する

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、回
転糸切り

径0 5mm以 下
の砂粒微量

内 :鈍い黄橙色 (10YR6/
S)

外 :灰黄褐色 (10YR5/2)

９９

１０

世
器師

中
土 皿 H■ 3 5 (82)

底部と体部の境を丸く
なでる

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、回
転糸財り

金雲母多星
内 :鈍い褐色 (75YR6/3)
外 i鈍 い褐色 (75YR6/3)

99・

100
中 世
土師器

皿
E16、

F-16
5 (86) (46) 22

内 1回 転ナデ

外 :回転ナデ、回
転糸切り

径 0 5Ы mの 砂
位微曼、金雲

母多量

内

外
橙色 (5YR6/6)
橙色 (5YR6/6)

９９

１０

世

器師

中

土 皿 H■ 3 5 (86) 体部は緩く内彎する
内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、回
転糸切り

径05冊¶の砂
粒微量

内・外 :灰白色 (5Y8/1)
～暗灰黄色 (25Y4/2)

488
９９

１０

世
器

中
土 皿 G■ 4 5

体部は緩く内彎する。
内外面に煤が付着する。

内 1回転ナデ
外 :回転ナデ、回
転糸切り

径0 5mm以 下
の砂粒少電

内・外 :鈍い橙色(75YR7
1)～黒褐色 (75YR3/1)



I区の調査

第49表 I区出土平安時代後半～鎌倉時代の遺物観察表⑤

第 3章

遺物
番号

図
号
挿
番
写真
番号

種別 器種 鵬Ｇｒ／遣構
層位

寸  法 (cn,
形態・文様の特徴 調 整 胎土 色調 備考

回径 底 径 器 高

中 世
土ET器

状
台

皿

柱
高
付
G■4 5

杯那は緩 く内瞥し、高

台端部は薄い

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回
転糸切り

径 l mmの 砂粒

多量

色

色

灰

灰

内

外
(25Y8/1)
(25Y8/1)

世
器

中
土

状
台
柱
高

・
１

？ 5
高台は器高が低く、端
部はあまり拡張しない

内 :回転ナデ

外 :回 転ナデ、回
転糸切り

径1～ 2mmの 砂

粒多量

内 :鈍い橙色(75Y R7/4)
外 :鈍い橙色(75Y R7/4)

中 世
土師器

状
台
柱
高 南側薦 7 51

高台端部はあまり拡張
内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回
転糸切り

径 0 5mmの 砂
粒少量

内・外 :鈍 い黄橙色(10YR
7/3)～ 灰色(N4/)

中 世
土師器

状
台
柱
高 F■ 5 5

高台部端部は外方に大
きく拡張する

内 :回 転ナデ

外 :回転ナデ、回
転糸切 り

径0 5mmの 砂
粒少量

内 :橙色 (5Y R6/6)
外 :橙色 (5Y R6/6)
～鈍い橙色(75Y R7/4)

世

器師

中

土

状
台
柱
高 G■5 5 (52)

高台部端部は外方に大
きく拡張する

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回
転糸切り

径0 5 mmの 砂
粒少量、金雲
母多畳

内 :灰白色 (10Y R8/2)
外 :灰色 (N3/)

世
器

中
土

状
台
住
高
F-15 5

底部内面中央窪む。 高

台部 は外方に大 きく拡

張する

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回
転糸切り

径 0 5mmの 砂
粒少量、金雲

母多量

内

外
灰色 (N4/)
灰色 (N4/)

世
器

中
土

状
台
柱
高
F■ 5 5

底部内面中央窪む。高

台部は外方に大きく拡
張する

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回
転糸切り

金雲母多畳
外 :灰色 (N5/)～鈍い黄
橙色 (10Y R7/2)

496
世

器師

中

土
状
台
柱
高
G■4 5

底部内面中央に径3mmの

穴が施され、高台端部は

外方に大きく拡張する

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回

転糸切り

径lmmの 砂粒
少量

内 :橙色 (5YR7/6)
外 :橙色 (5YR7/6)

世
器師

中
土

状
台
郭

柱
高
付
C■ 5 5 (66)

高台部端部は外方に大
きく拡張する

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、ベラ

切り後ナデか?

径 0 5mmの 砂
粒多量

内 :灰白色(25Y7/1)
外 :灰 自色 (25Y7/1)～ 灰
色 (N4/)

中 世
土師器

状
台
郭

柱
高
付
G■ 4 5 (76)

高台は太く、端部は外

方に拡張する

内

外
回転ナデ?
回転ナデ

径 05冊 ]の 砂
粒多量

内

外
鈍い黄橙色(10Y R7/3)
鈍い黄橙色(10V R7/3)

中 世
土師器

住状 G■ 3 5
高台部端部は外方に大
きく拡張する

回
デ

デ睡随
動糸
内
外
転

径0 5mmの 砂
粒少量

内 :鈍い橙色(75Y R7/3)
外 :鈍い橙色(75Y R7/3)

９９

１０

中 世
須恵器

甕

F14,16、

G13・ 14・

16

5
内 :ハ ケメ

外 :格子ロタタキ
径0 5mm以 下
の砂粒微足

内

外
灰色 (25Y8/2)
暗灰色 (N3/)

９９

Ю

世
器恵

中
須 甕 G■6 5

内 :ナデ、ユビオサエ

外 :格子ロタタキ
径05綱 mの 砂
粒多量

内

外
灰白色 (5Y7/1)
黒色 (75Y2/1)

99・

100

世
器恵

中
須 甕 F16 5

内

外 i格子ロタタ■
径 l mm以 下の

砂粒微量

内 ;灰白色 (25Y7/1)
外 :灰 白色 (25Y7/1)～黄
灰色 (25Y6/1)

９９

１０
中世須
恵器系

甕 F‐ 1弯 5
内

外 平行タタ■
径 lmmの 砂粒
多量

内

外
黒色 (5Y2/1)
黒色 (5Y2/1)

焼成 は土

師質

９９

Ю
中 世
須恵器

甕 H■ 3 5
内 :同心円文オ

外 :ナデ

径 0 5mmの 砂
粒微量

内 :灰白色 (5Y8/1)
外 :暗灰色 (N3/)

99・

100

世
器恵

中
須

鎌 西側溝
日縁部は肥厚し外側に

面を持つ
内 :ヨコナデ

外 :ヨヨナデ、ナデ
径0 5mmの 砂
粒少量

内 :灰白色 (5Y7/1)
外 :灰白色(5Y7/1)～ 灰色
(N5/)

東播系

９９

１０

世
器恵

中
須

鉢 F-14 5

口縁部は肥厚 し外側に

面を持つ。端部は肥厚
する。

内 :ヨ ヨナデ

外 :ヨ ヨナデ
径l mmの 砂粒
多量

内

外
灰自色 (N7/)
灰白色 (N6/)

束播系

９９

１０

世
器意

中
須

鉢 (104) 平底

内 :ナ デ

外 :ナデ、ヘラ切り

後ナデ

径l mmの 砂粒
多量

色

色

灰

灰

内

外
(25Y7/1)
(25Y7/1)

508
99・

100

世
器恵

中
須 鉢 E■ 6 (108)

内面 にクン描 きによる

摺 り目を施す

内

外
径 1¶¶の砂粒
少量

内 ;黄灰色 (25Y6/1)
外 :黄灰色 (25Y6/1)

白磁 碗 5 (160)
口縁部は小さな玉縁を

持つ

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回
転ケズリ

黒色粒子多量
内・外 :灰黄色(25Y6/2)
～灰自色(25Y8・ 2)

Ⅱ■類

白磁 碗 E-16 5 (160) 口縁部は小さな玉縁状

内 :回転ナデ、回転

外 :回転ナデ、回転
黒色粒子多量

内 :(釉)灰白色(10Y7/1)
外 :灰色(75Y6/1)～ (釉 )
灰白色(10Y7/1)

Ⅳ類

白磁 碗 排土中 (162) 口縁部は扁平な三縁状
内 :回転ナデ

外 :回転ナデ
黒色粒子微量

内

外
(釉 )灰白色(75Y7/1)
(釉 )灰白色(75Y7/1)

Ⅳ類

白磁 碗 F-14 5 (74)
底部内面に沈線が廻る。
高台部は幅が広く浅い。

内 :回転ナデ

外 :回転ケズリ
小さな空洞が

多数ある

内

外
(釉 )灰白色 (75Y7/2)
灰白色 (5Y7/1)

Ⅳ■a類

白磁 碗 排土中

底部内面に段が付く。
高台部は幅が広く削り

出しが浅い。

内

外

:回転ナデ
:回転ケズリ

黒色粒子少景

内 :(釉 )灰 自色(75Y7/2)
外 :灰 白色 (5Y8/2)～ (釉 )
灰白色(75Y7/2)

Ⅳ■a類

白磁 碗 G16 5 (158)

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回
転ケズリ

黒色粒子多量
内

外
(釉)灰 白色(2 5GY8/1)

(釉)灰 白色(25GY8/1)
V3類

白磁 碗 G■ 5 5 (160)
口縁端部 は丸 くおさめ

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回

転ケズリ

黒色粒子多量
内 :(釉 )灰白色(2 5GY8/1)
外 :(釉 )灰白色(2 5GY8/1)

V■類

白磁 碗 5 高台は細く高い
内 :回転ナデ

外 :回転ケズリ
黒色粒子多量

内 :(稚 )明 オリーブ灰色
(25GY7/1)
外 :灰色(75Y71)

V類

白磁 碗 E-16 5 高台は細く高い
内 1回転ナデ

外 :回転ケズリ
黒色粒子多量

内 :(釉)灰白色(10Y8/1)
外 :灰 白色 (75Y8/2)～
(釉 )灰白色(10Y8/1)

V類
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第50表  I区出土平安時代後半～鎌倉時代の遺物観察表⑥

遺物
番号
挿図
番号

真
号
写
番 種 別 器種 鵬翰

層位
汚| (cm)

形態 。文様の特徴 調整 胎 土 色調 備考日径 底 径

白磁 碗 E■ 6 5 内面見込みの釉を環状
に掻き取る

内 :回転ナデ、回
転ケズリ
外 :回転ケズリ

黒色粒子多量
内・外 :灰 白色(75Y8/1)
～(釉 )灰白色(75Y7/2) Ⅷ類

白磁 碗 G■3 5 (68)
内面見込みの釉を環状
に掻き取る

困 1回転ナデ、回
転ケズ リ

外 :同転ケズリ
黒色粒子多量

内・外 :灰 白色(5Y8/1)～
(釉 )灰白色(75Y7/1) Ⅷ類

白磁 碗 F-16 5 (78) 高台は高い
内 :回転ナデ
外 :回転ケズリ、
カキメ状の調整

黒色粒子微量
内 :(釉)灰白色 (5Y8/2)
外 :灰白色 (26Y8/2) XI類

白磁 皿 G■5 5 やや上げ底
内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、回
転ケズリ

黒色粒子多量
内 :灰オリーブ色(75Y6/2)
外 :灰白色(25Y7/1)

Ⅵ類

白磁 皿 F-15 5 (44)
内面見込みにヘラ城指
きの草花文を施す。

内

外
回転ナデ
回転ケズリ

黒色粒子少罠
内 :(粕,灰自色(75Y7/1)
外 :灰色(75Y6/1)～ (釉 )
灰白0(75V7/iゝ

Ⅷ lb類

白磁 皿 5 (42)
内面見込みにヘラ蛾描
きの掌花文を施す。

内 :回転ナデ
外 :回転ケズリ

小さな空洞が
ある Ⅷ■ c類

白磁 皿 G■ 3 5 (66) 全面に施釉する
内 !回転ナデ
外 :回転ケズリ

黒色粒子少量
内

外
(釉 )灰白色(5GY8/1)
(釉 )灰白色(5GY8/1)

Ⅸ■類

白磁 合子 G■5 5 (72)
回縁部外面に段を有す
る。

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ

混入物は認め
られない

内・外 :灰 白色(5Y8/1)～
(釉)灰オリーブ色(7 5YG/2)

同安窯
系青磁

碗
E15、
F-15

5 (44)
外面に櫛目文、内面に
ジグザグ状の点描文が
施される

内

外
回転ナデ
回転ケズリ

混入物は認め
られない

内:(釉 )オ リーブ黄色(5V6/3)
外 :(5Y7/1)～ (釉 )オ リーブ費
色(5Y6/3)

1■ b類

龍呆窯
系青磁
碗
諏
G-13 5

内面に片彫文が施され 内
外
回転ナデ

回転ケズリ

混入物は認め
られない

(和 ,オ サーグ吹色(10Y6/2)
灰白色(76Y72)～ (釉 )オ
ブ灰停(10Y6カ】

I‐ 2～4類

528 龍泉窯
系青磁

碗 E-16 (62)
内面に片彫花文が施さ
nる

内

外
回転ナデ

回転ケズ リ
黒色粒子微量

内I(釉)オ リーブ灰色(5GY6/1)
外:灰色(75Y6/1)～ (釉)オ リー 12～ 4類

窯
磁
泉
青
龍
系 郭 5 (130)

回縁部は水平に屈曲す
る。釉が厚い。

内

外
回転ナデ
回転ナデ

黒色粒子微量
内:(翻 オリープ灰色(5GYG/1)
外i(釉)オ リーブ灰色(6GYG/1)

Ⅲ 4類

54
窯
磁
泉
青
龍
系 碗 G■4 5

外面に鏑蓮弁文が施さ
オ■る

内 :回転ナデ
外 :回転ケズリ

混入物は認め
られない

内|(袖,灰オリーブ色(7 5YG/2)
外:灰白色(5V?″ )～ (釉 )灰オ Ⅱ～b類

滲 響
徊

ヤ

縄  404
10cm

第49図  IA区  平安時代後半～鎌倉時代の遺物 (S=1/4)
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第 3章  I区の調査

(6)室 町時代 の以降の遺構・ 遺物

室町時代以降の遺構は IA区と IB区で検出された。これらの遺構は基本的に 5a層の上面で検

出しており、 5a層が検出されなかった溝 1よ り東では明確にこの時期と判断される確認していな

い。溝 1は ⅡA区で続きを検出しており、昭和の回場整備以前の図面にも表現されている。

遺物は溝 1と その周辺を除けば IBの南東に集中している。 IC区では 5b層の上面がほぼ水平

になっており、室町時代以降の遺物はほとんど出土しなかった。こうした状況から、室町時代以降

には溝 1の西側、溝 2の南側が居住域で、溝 1の東側は削平した後に耕作地として利用されていた

と考えられる。
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22 島根県教育委員会  『上久々茂土居跡・大峠遺跡』1994

23 島根県教育委員会  『蔵小路西遺跡』 1999

24 島根県教育委員会  『古志本郷遺跡 I』  1999

25 間壁忠彦  「備前焼」『考古学ライブラリー60』  ニューサイエンス社 1991

26 小野正敏  『図解 。日本の中世遺跡』 2001

27 日本貿易陶磁研究会  「中世後期における貿易陶磁器の様相」『 日本貿易陶磁研究集会中国大会 資料

傷亀』   2002
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第56図  I区 室町時代以降の遺構と遺物 (S=1/600)
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第 1飾 IA～ IC凶の調査

建物 1・ 柱列3(第57図ゝ写真図版 6・ 39949)

IB区の 110グ リッドで検出した 1間X3間の掘立柱建物で、 5a層を 5m程度水平に掘削した
後に検出したα建物の南側が調査区の南端に位置するので、調査区外にさらに建物が広|がる可含監性

がある。建物との1北側では1同じ軸の柱列]資を検出した。柱穴の中心間の距離が建物 1よ り短いこ

とと、P30に対応する柱穴が検出されなかったことから建物 1の一部としなかったが、関連する遺

構と考えられる。遺物はP37の上層で奇器系陶器448の胴部片が出土してい.る。建物 1の時期は、

検出した面や周辺で出土し.た遺物の時期からおよそ14～ 15世紀頃と考えられる。重複する建物 2,
3・ 19と の前後関係は不明である。

建物 1・ 柱列3(第57図、写真園版0,39,40)

IB区の1 loグ リッドで検出した2間 X3間の鋼立柱建物でく規模や検出 .した位置から建物 2・
3と立て1替えの関係にあると考えられる。P76は柱根が残ってい.た。

第51表 青木遺跡 建物 1・ 柱列3 計剤表

l聞 1間
N-71° 一E

43X80 23× ,3 20X2Cl SO卜 23 45x31 30X.18 31× 23 28× 22

S28
'23

d68 &21 5124 ,.20

4p 4.92 4.98 4.38 4,99 4つ 7

41文28 29芙 28 28又 ,7

5,2el

4.98 4.倒 |

195 195 166 191y 195 204 164

20G 174

第52表 青木遺跡 建物19 計測表

2聞 a聞
N一側
Q― E

28x21 29※ 23 21又 20 32× 23 50X37 67X27

5劇 a29 &25 6.27 5.211

5m 一η 4B8

212 216 208 164 146
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第 1節  IA～ IC区の調査

建物 2(第 58図、写真図版 6・ 39040)

IB区の 19・ 10グ リッドで検出した 2間 × 3間の掘立柱建物で、建物 1と 同様な面で検出し

た。 P50・ 52は柱根が残っていた。 P50の柱根は大型の材を四分 して使用 し、断面は長方形に近

い。先端は比較的平坦に加工 している。遺物はP64で須恵器の鉢531が拳大の礫に混じって出土し

た。建物 2の時期は建物を区画する溝や周辺の遺物の年代から、およそ14～ 15世紀頃と考えられ

る。

第53表 青木遺跡 建物 2 計測表

建物 3(第 59図、写真図版 6。 39。 40・ 41)

IB区の 110グ リッドで検出した 2間 × 3間の掘立柱建物で、 P55・ 80・ 83に は柱根が残ってい

た。規模や位置から建物 2と 近い時期の建物と考えられる。

第55表 青木遺跡 建物 3 計測表

規   模
梁 行 き 桁 行 き

2 間 3 間

主   軸 N-66° 一E

穴

番  号 P64 P53 P50 P36 P3

平面規模
(cnl)

47× 37 69× 37 33× 33 52× 49 50× 37 42× 30 63× 40 32× 23 41× 34

標高
(m)

上面 526 526

下面

柱間距離(cm)

一

６

Ｐ‐

Ｐ
P16-
P52
P52-
P64
P64-
P53
P53-
P50
P50-
P86
P36-
P3
P3-
P ll

一

３

Ｐ ‐

Ｐ

柱

痕

P Nα

規模
(cn)

長

長128
短Hl

長141
短115

第54表  I区建物 2出土遺物観察表

遺物
番号

図
号
挿
呑

真

号

写
番 種 別 器 種

出土地点
01/意構

屑 位 形態 。文様の特徴 調 整 胎 土 色調 備考ロイ挙 廣径 器 島

須恵器
手
鉢
把
付

Ｐ６４

‐
´
‐０ 5 (115)

底 wrllに 高台を貼り付け
内 :回転ナデ、放射ll

文あて貝痕

外 |力■メ、平行タクキ

径0 5mmの 砂
粒少量

内 :灰IB色 (7 5YR6/2)
クト:灰褐色 (7 5YR5/2)

規   模
梁 行 き 桁 行 き

2 間 3 間

主   軸 N-8 ― E

穴

番  号 P80 P23 P82

平面規模
(cnl)

24× 19 22× 21 34× 27 38× 32 67× 27 46× 35 39× 25 70× 50

踊
⑪
上面 526

下面

柱FBE距離 (clll)
P80-P79 P79-P23 P23-P55 P55-P81 P81-P82 P82-P83 P83-P2 P2-P80

柱

痕

P No

規模
(clll)

長

幅
長 12
短103

長147
短116

長107
短102
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第 3章  I区の調査

柱列12(第 60図、写真図版41)

IB区の 110グ リッドで検出した。 P22内で内面に炭素を吸着させた郭が出上した。溝 2の南側

に位置し、建物 2と 主軸が合うので14世紀以降の遺構と考えたが、くわしい時期は不明である。

一が
W9

55m

cデ
22 ＼女＼
剛83③ _

第56表 青木遺跡 柱列12 計測表

1,汁灰協色 ||

2'I灰 粘質 |:

3‖ヤ灰色 |〔

0        1160       2m

第60図  I区 柱列12(S=1/60)

第57表  I区柱列12出土遺物観察表

土坑 1(第 3・ 61・ 68070図、写真図版42～ 44)

IB区 111グ リッドで 5a層掘削後に検出した。溝 1・ 集石 1の西側に位置する。規模は検出し

た範囲で長さ約2.3mだが、土坑の南側が調査区外に続いているので正確な規模は不明である。土

坑内には上層に腐食層が、下層には粘質土が堆積していた。土坑の肩部には大型の石が並べられて

おり、調査区南壁部分では五輪塔の水輪 (591)を 転用したものが出上している。西側の石組みの下

層では拳大前後の石のまとまりがあり、付近で赤色物質が出上した。土坑内で瀬戸の柄付鉢 (536)

と磨石 (592)が 出土 し、集石と堀り方の間で資器系陶器537が出土 していることから、土坑 1の時

期は15世紀以降と考えられる。床面で出上した郭533・ 534は土坑 1下層で検出した集石 2に伴う遺

物の可能性が高い。土坑 1の性格は、遺構の形状や埋上の様子から水溜めなどが想定される。

第58表  I区土坑 1出土遺物観察表

｀ヽ
＼、          |!!:!::::::;'ラ '′

をε;δ!32

0      1:4     10cm

規   模 2 間

主   軸 N-23° 一W

穴

番  号 P179 P22

平面規模
(clll)

22× 21 33× 29 25× 21

標高
(m)

上面 518

下面

柱間距離 (cm)

P179-
P22

Ｐ２２．
Ｐｌ８３

235

遺物
番号
挿図
番号

東
号
写
番 種別 器種 剛Ｇｒ／遺構

層位 形態・文様の特徴 調整 月台土 色調 備考
|ヨイ登 底 径 器高

珊徽坤
郭

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、国
転系切り

金雲丹多IE
内 :無掲色 (25Y3/1)
外 :女灰色 (25Y5/1)

物
号
遺
番

図
号
挿
番

真
号
写
番 種別 器種

出土地点
Gr/道構

層位 形態・文様の特徴 調 整 月台土 色調 備 考
口径 ほ 径 器高

須恵器 郭 土坑 1 (72) 口縁‖
`は

緩く外反する
内 :回転ナデ、ナデ

外 1回ほナデ、回転
糸切り

径 0 5mmの 砂

粒少量

内 :灰 白色 (N7/)
外 I灰 白色 (N7/)～ 灰色
(N4/)

土師器
台
堺
高
付 土坑 1 7 (82)

底部 に高台を貼 り付 け
内 :カキメ後ナデ

外 1回 転ナデ、ベラ

切り後ナデ

径0 5 mm以 下
の砂粒微魁

内 :浅黄峰色 (10YR3/8)
外 :浅 費権色 (10YR8/3)

質
器
瓦
上 鉢 土坑 1

内面にクシ状工県によ
る摺り目を施す

内 :ヨコナデ

外 :ヨコナデ後ナデ

径 0 5rm以 下
の砂粒含む

内 :灰色 (N4/)

外 :灰色(N4/)～ 灰色(75Y
6/1)

瀬戸
付

回

柄
片 土坑 1

回線部下に ロクロ成形

した柄を貼 り付ける

内 !回転ナデ

外 I ED3転ナデ

径9 mmの 長石

含む

内・外 :(穐 )灰 オリーブ色
(75Y6/2)

(5世紀半頃

系

器

器資

陶 甕
１
下

坑

組

土

石
口縁端部 は「 NJ字 状
に同曲する

内 :ヨ ヨナデ

外 :ヨ ヨナデ

径 l mmの 砂粒

多既

内 :鈍 い赤・B色 (25YR5/1)
～灰黄色(25Y7/2)
外 :飩い赤掲色(25YR5/4)

木製品 下駄 土坑 1 ホオノキ
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第 3章  I区の調査

土坑 13・ 14(第 8・ 62図、写真図版40・ 46)

I Btt110グ リッドで 5a層を 5 cm程度水平に掘削した後に検出した。いずれも土坑内に曲げ物

を据えていた。土坑14で は古銭 4枚と石が出土している。検出した層位と古銭が全て中世の渡来銭

であることから室町時代以降の土坑と判断したが、詳しい時期や性格は不明である。

1暗灰色雅質土
2   〃   (礫 を多く含む)

第62図  I区 土坑13・ 14(S=1/30)

1暗灰褐色土
2暗灰色粘質土

宅   1 120  59cm

… …

OCm

―-98-
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物
号
遺
番

図
号
挿
番

真
号
写
番 種別 器種

占
ギ
幅
劃
鵡

層位
な くcm,

形態・文様の特徴 備    考
長 さ 1早 さ

木製品 曲物 土坑 14

古銭 土坑 lJ 聞元通質

古銭 上坑とコ 011 元耐通費

62 古銭 土坑 lJ 政不口通贅

古銭 土坑 14 紹聖元費

第 1節  IA～ IC区の調査

第59表  I区土坑14出土遺物観察表

土坑 7・ 8(第 63図、写真図版46)

IA区の J7・ 8グ リッドで検出した。土坑 7は 5a層上面から掘られており、東に隣接する伊

佐波神社を調査した際に土坑上面の石が出上した。石は長方形に並び、石で囲まれた中に木材が埋

まっていた。土坑 7・ 8の上層と周辺では腐植層が堆積し、伊佐波神社の石列と近い軸の石列を上

面で検出していることから、伊佐波神社に関連する水場の可能性が考えられる。

m

二
呂
革
Ｊ
≦

∞

（Ｊ
≦
）Ｃ

ｍ

（塵
二
塁
≦
）

〓
〓
奨
Ｊ
翠
≪
奎

【

日

ｏ
．ｏ

腐植上の範囲

547

I区 土坑 7・ 8(S=1/60)

Ocm



物
号
遺
番

図
号
挿
番
写真
番号

種別 器種 Ш醐
層位

寸 法 (cm)
形態・文様の特徴 調 整 胎土 色調 備考

口径 底 径 器高

世

器

中

土

台
郭
高
付 土坑7 (155) 95

底部に高台を貼 り付け
内 1回 転ナデ

外 :回 転ナデ、回
転糸剪り、ナデ

径 0 5mm以 下
の砂粒微量、

金雲母多旦

内 :鈍い橙色 (75YR7/4)
外 :itい 檻色 (75YR7/1)

世

器師

中

土 啄 土坑7

内 :回 転ナデ

外 :回 転ナア、回
転糸切り

径1～ 3m冊 の砂

粒、金雲母多

壁

内 :比い桂色 (75YR6/4)
外 1鈍 い橙色 (75YR6/4)

須 ま器 饗 土坑8
内 :同心円文オサ
タ(:V行 タタ■

径 l mmの 砂泣

少里

内 :灰 色 (N6/)
外 :灰色 (N5/)

備前焼 播鉢 土坑8 朧
層

(172)
内面に9条のクフ描きに

よる摺り目を施す
内 :ヨ ヨナデ

外 :ナ デ

径05～ 2mmの
砂能、径10mm

の長石含む

内 :灰 色 (5Y5/1)
外 :掲灰色 (10YR6/1)

第 3章  I区の調査

第60表  I区土坑 7・ 8出土遺物観察表

溝 2(第 64図、写真図版47・ 48)

IB区の 19。 10グ リッドで 5a層精査時に検出した。検出した位置や溝の方向からIB区南西

で検出した遺構群の北側の区画と考えられる。溝の西側は調査区外に続き、東側は 110グ リッドの

東端で途切れていた。幅約60cm、 床面は緩く西側に傾斜し、溝内には暗褐色の粘質土が堆積してい

た。遺物は溝の東端で土師器の悟鉢550が天地逆に伏せた状態で出土した。口縁端部と内面に横方

向のハケ調整が施され、その上からクシ描きによる摺り目を入れている。そのほかは土師器の堺の

小片が出土している。溝の時期は550の形態からおよそ15世紀頃と考えられる。

溝 1・ 集石 1(第 65・ 66図、写真図版49～ 53)

IB区のG ll～ 111グ リッドで 3層掘削後に検出した。溝 1内には黄色と黒色の砂が堆積してい

た。溝の東西で石が出土し、溝 2東端の延長上で間の長さが約60cmの 石組を検出した。南側の上坑

1と の間の部分では特に石が多く出土し集石 1と した。溝 1と集石 とからは中世や近世初頭の陶磁

器 。金属器 。木製品が出上し、集石 1の北側では短い板がまとまって出土した。遺構の時期は、溝

1の中や周辺で見込みに胎土目と砂目のある肥前系陶器の皿が出土しているので17世紀初頭まで存

続していたと考えられ、遺構の造られた時期は土坑 1や溝 2と 同時期に遡る可能性が考えられる。

第61表  I区上坑 7・ 8出土遺物観察表

遺物
番号

凶
号
戸
番

真
号
写
番 種 別 器種

出土地点
Gr/遺構

層位
可
‐
 1去

形態 。文様の特徴 調整 胎士 色調 備考
日径 底 径 器高

世

器

中

土 郭 満 2 1 (52)
内 i回転ナデ
rl i回転ナア、回転糸切つ

径05～ l mmの
砂能多量

内 :炭裁橙色 (10YR3/3)
外 :'支黄推色 (10YR8/3)

巳

器

中

土 郭 潜 2 1

内:回転ナデ

タヽ :回転ナテ、回転糸切り

径 05～ mmの
砂粒少量

内 i鈍 い怪色 (75YR7/3)
外 :褐灰色 (75YR5/2)

世
器

中
土 福鉢 溝 2 116

内 :[具 によるヨコ
方向のハケ調 llr

外 :ユ ビナデ、ナデ

笹i nmの 砂粒
含む

内 :灰 黄色 (25Y7/2)
外 :灰賀色 (25Y7/2)

第62表  I区溝 1出上遺物観察表

遺物
番号

図
号
挿
番

真

号
写
番 種 別 器種

出土地点
Gr/遺構

層位
j 法

形態 。文様の特徴 調整 胎土 色 調 備考
口径 底 径 器島

白磁 碗 ・１‐淑
(72) 削り出し高台

内 :回 i伝ナデ

外 1回転ケズリ
径 05冊η以 下
の砂粒微H

内 :(釉 )炭黄色(5Y7/3)
外 :灰白色(5Y8/1)

Ⅳ類

中国陶器
(黄釉) 盤

１
、荘

・
１

‐

、

5
口縁は外反し端部は丸
い。内面に鉄絵を施す

内 :回転ナデ

外 :回ほナデ、ナテ
径〕mmの 砂粒
少E

内:(袖 )灰オリーブ色(5Y5/3)
/1i鈍い協色(75YR5/3)

I 2b類

備前焼 悟鉢
CI■ 1

溝 1

クツ状工具で6条の習り
日を施す

内

外

ほ
転
団

回
径2～ 3mmの砂
粒少塁

内 :褐灰色 (5YR4/1)
外 :IB灰 色 (5YR1/1)

554
系

器

津唐

陶 皿 溝 1 見込みに胎土目lR
内1回 14ナデ

外:回転ナデ、回転糸りり

内 :(れ

')褐

灰色(75YR4/1,
外 :橙 色 (5Y6/6)～ (釉 )掲
灰色(7 5YR4/1)

系

器

津唐

陶 皿

０

嵩

Ｃ
．
１‐

L/1認

面
見込みに砂目痕

内:口ほナデ
タト:回転ナデ、回転ヘラケズ

'

ほとんど砂粒
を含まない

内 :(袖 )灰オリーブ也(7 6YG/2)

外 :鈍い黄色(25Y6/3)～ (釉 )灰

オリーブ色(76Y6/2)

木製品 溝 1

鉄製品 警
H■ 1
溝1

長
「

厚
ｎ

本製品
ヒノキ
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第 1節  IA～ IC区の調査
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第 3章  I区の調査

伊佐波神社跡 (第67・ 68図、写真図版54～ 57)

IA区の東側、 18・ 」8グ リッドに位置する。調査前の聞き取りによって、現在国道431号線

北側の都賀利神社に合祀されている、伊佐波神社の旧境内がこの位置だったと確認していた。始め

に IA区東側の表土を除去した際、 I・ Ⅱ区間の道路に直行する石列を検出した。石列から東側を

精査したところ拳大以下の多数の石が約6.5× 8.5mの範囲で検出された。石の分布には粗密がある

が、人為的に敷かれたものと考えられる。また、石の中には建物などの礎石と思われるもの見られ

たが、建物の柱配置は復元できなかった。近世の伊佐波神社については『雲陽誌』に「伊佐波社

伊弊朋尊なり、社三尺に四尺南向、祭礼十月十五日」という記載があり、小規模な社が建てられて

いたと考えられる。石敷きを掘り下げると下層で拳大から長さ50cmの 石を検出した。西側で検出し

た石は上層の石列の約1.8m東側に平行して並んでいる。

遺物は上層の石の間から土師器・須恵器・査器系陶器・陶磁器が出上 した。土師器皿 (559～

565)は上層の遺構に伴うもので、559・ 560と 561・ 562はそれぞれ回縁を合わせるようにして出土

した。563・ 564の底部には墨書があるが判読できなかった。資器系陶器の壼569は 同一個体の破片

が IB区の 5a層でも出土 している。また、図示 していないが17世紀の陶磁器も若干出土 してい

る。このことから石敷きのある上層の遺構は17世紀以降に造られたと考えられる。下層で検出した

遺構のくわしい時期は不明だが、石敷きの中で中世の遺物が出土していることから中世に遡る可能

性も考えられる。

第63表  I区伊佐波神社跡出土遺物観察表

物
号
遺
番
挿図
番号
写真
番号

種別 器種
也土地点
GJ/遺構

層位
寸  広

形態 。文様の特徴 調 整 胎土 色調 備考
口径 底 径 器高

中 世
土師器

皿 (伊佐波
神社)

2 体部は内彎する

内 :回 転ナデ

外 :回 転ナデ、
デ、回転糸切り

径3mm以 下の

砂粒含む
内 :橙色 (5YR6/6)
外 i橙色 (5YR7/6)

中 世
土師器

皿 (伊 佐波
神社 )

2 77 体部は内管する
内 :回転ナデ

外 :回 転ナデ、回転

糸切り

径lmm以下の

砂粒含む
内 :鈍 い橙色 (75YR7/4)
外 :鈍 い橙色 (75YR7/4)

中 世
土師器

皿
Ａ

３．
2・ 3

口縁端部は先細りし
シャープなつくり

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回転
糸切り

径l mm以 下の

砂粒微量
内 :炭黄橙色 (10YR8/3)
外 :浅黄橙色 (10YRS/3)

世

器師

中

土 皿
Ａ・‐．″即脚わ

１

３
．

卜

佐
2 (86) 口縁部は緩 く外反する

内 :回 転ナデ

外 :回転ナデ
径0 5mmの 砂
粒少量

内 :浅黄橙色 (10YR3/4)
～鈍い黄褐色 (10YR5/4)
外 :浅黄橙色 (10YR8/4)

中 世
土師器

皿 レ(伊 佐
渡神社)

3 76 15
口縁は緩 く外反する

底部に墨書。

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回転
糸切り?

径 0 5mm以下
の砂粒微量

内 :浅黄橙色 (10YR8/4)
～褐色 (10YR4/4)
外 :浅黄橙色 (10YR3/4)

564
世
器

中
土

皿 Ａ．‐ハ暁的

Ｉ
サ
レ
波

3
口縁は緩 く外反する

底部に堅書。

内 :回 転ナデ

外 :回 転ナデ、回転

糸切り

径 05冊]の 砂
粒微量

内 :浅黄橙色 (75YR8/4)
外 :浅黄橙色 (75YR8/4)

世
器

中
土 皿

I A2
(伊 佐波
神社 )

2 口縁部・体部は短い
内 :回転ナデ

外 :回 転ナデ、回転

糸切り

径05～ 2mIIの
砂粒少景

内 :浅黄橙色 (10YR8/4)
外 :浅黄橙色 (10YR8/4)

灯明皿

白磁 皿
伊佐波
神社跡

2 黒色粒子微量
内 ,外 :灰 白色 (5Y8/1)～
(釉 )灰白色(2SGY8/1)

森田E類 ?1
6L紀 以降
のものか。

世

器師

中

土 邸 (伊佐波
粋社 )

2

内 :回 転ナデ

外 :回 転ナデ、回転

糸切り

径lmmの 砂粒
少量

内 :鈍 い橙色 (75YR7/4)
外 :鈍 い橙色 (75YR7/4)

混入 した古
い時期の上

器。

568
世

器師

中

土 IBT鉢

I A3
東(伊佐
波神社)

2
内 :ハ ケロ
外 :不明

径 lnmの 砂粒

多量

内 :演黄橙色 (75YR8/6)
外 :浅黄橙色 (75YR8/6)

569
奄器系
陶 器

伊佐波
神社跡

底部は平底
内 !ナテ

外 :ナデ、ユビオサ

径 2研m以 下の

砂粒・ 3mm以
下 の 掲 色 ブ
ロ ック含む

内 :灰黄褐色 (10YR5/2)
外 :鈍い赤褐色(2 5YR4/4)

窯
磁
泉
青
龍
系 小碗 I AFX 表 土

混入物は認め
られない

内 :(釉 )明緑灰色(10G7/1)

外 :(釉 )明緑灰色(10G7/1)
～灰色 (5Y5/1)

I類

系

器

器資

陶 甕

帥社跡、Ａ３．　ヽＨ．‐‐ヽ・１‐

伊
神
１
４
８

外面に厚く釉がかかる
内 :ヨヨナデ、ナデ
外 :ヨコナデ、ナデ

径lm冊以下の

砂粒台む

内 :鈍い責褐色(10YRう/4)

外 :鈍 い黄掲色(10YR5/4)
～褐色 (10YR3/4)
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第 1節  IA～ IC区の調査

遺構に伴わない遺物 (第69～ 71図 )

IA区では備前焼や肥前系陶器 。磁器、貿易陶磁などが出土 している。これらは 5a層よりも上

層で出土し、17世紀以降のものは基本的に伊佐波神社に伴う遺物と考えられる。

IB区では主に南側のグリッドで土師器 。国産陶器・貿易陶磁が出土 している。土師器の雰・皿

類は、小片の場合14世紀以前のものと以降のものを明確に区別ができなかった。小型の雰 (572・

573)は 3a層以下で出土しなかった器形なので、室町時代以降の遺物と判断した。574は古志本郷
遺跡の皿 C類 と類似 し、575は京都系の上師器皿である。瀬戸・美濃の碗 (576・ 577)、 瓶子579は

いずれも灰釉で、ほかに図示できなかった天目茶碗の小片が出土 している。備前焼の悟鉢 (580・

581)はⅣ・ V期のものが出土 し、580は ⅡA区北側の遺物と接合する。584は青磁の梅瓶である。

585は壺類の底部と判断した陶器で、底部を除く外面には濃緑色の釉がかけられる。胎土や釉薬の

特徴から中国産の可能性が考えられる。

IC区では室町時代以降の遺物はほとんど出土しなかった。瀬戸・美濃の灰釉皿578は接合する

破片が北側の ID区で出土 していることから、15世紀頃の遺構が検出されている ID区から流れ込
んだ遺物と考えられる。586～589は無文銭で全て IC区東の 5b層上面で出土した。なお、 IA～
IC区で出土した古銭は近世以前のもので、寛永通費は出土 しなかった。
このほか五輪塔の部材が出土 している。590は ⅡA区で表採された来待石製の火輪で表面は角が

取れ摩滅が著しい。591は土坑 1の石組みに使用されていた白来待製の水輪で、不明石製品593も 同

じ石材で作られている。これらの石製品は基本的に遺跡周辺から持ち込まれたものと考えられる。

第64表  I区室町時代以降の遺物観察表①

物
号
遺
番

図
号
挿
番

真
号
写
番 種別 器 種 醐硼

層位
淮去 (cm,

形態・文様の特徴 調整 胎土 色調 備考回 l■
e
底 径 器 高

世
器

中
土 郭 H9 3 30

口縁・ 体部 は底部か ら

直線的に開 く

内 :回転ナデ
外 i回 転ナデ、回転

糸切り

径 0 5mm以 下
の砂粒微量、
金雲母多量

肉 :飩 い黄橙色(10YR7/3)
外 :鈍 い黄任色(10YR7/3)

中 世
土師器

邪 19
内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回転
糸切り

径 1 5mm以 下
の砂粒含む

内 1橙色 (25YR6/6)
外 :鈍い橙色 (25YR6/4)

中 世
土師器

皿 I-10
層
面
‐８
上

内 1回転ナデ
外 :回転ナデ、回転
糸切り

径 l mm以 下 の

砂粒含む
内 :浅黄色 (25Y7/3)
外 :浅黄色 (25Y7/3)

中 世
土師器

皿 G■ 1 5
体部か ら底部にか 1ナ て

ナデ調整で仕上げる
内 :コ ヨナテ

外 :コ ヨナデ、ナテ
径0 5mm以 下
の砂粒微量

内 :浅黄燈色 (10YR3/3)
外 :演黄橙色 (10YR8/3)

瀬 戸 碗

K■ 1
H■ 1
G■ 1

3 (123)
口縁部は使かに外反す
る

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ

混入物は認め
られない

内 :(釉)浅黄色 (5Y7/3)
外 :(釉)浅貰色 (5Y7/8)

瀬 戸 碗 H■0 3 (130) 口縁甜
`は

外反する
内 :回転ナデ
外 :回転ナデ

混入物は認め
られない

内 :(釉 )浅黄色 (5Y7/3)
外 :(rl)浅黄色 (5Y7/4)

578 瀬戸 皿 G■ 4 5 (56)
底部外面に円形の砂目
が残る

内 :

外 1回 転ナテ
混入物は認め
られない

内 :(14)オ リーブ灰色(10
Y4/2)
外 :(釉 )オ リーブ灰色(10
Y4/2)

瀬 戸 瓶子 I-10

3、 18

層上

面
(72)

底部 は平坦で砂位か付

着する

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、ヘラ
切り

混入物は認め
られない

内 :灰白色 (75Y7/1)
外 :(和1)灰 オリーブ色 (75
V6/2)

備前焼 福鉢
H3、 I
9・ 10、

J12
５、‐８砒
面

内面に8条 1単 位の ク

描きの摺 り目を施す
内 :回 lrナデ
外 :回転ナデ、ナデ

径1～ 2m¶ の砂

位少追

内 :褐灰色 (7 5YR5/1)
外 :封灰色 (25Y5/1)

FRi前焼 信鉢 G ll 5
内面にクシ拙きによる
lalり 目を施す

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ

径1～ 2mmの砂
粒多児

内 :暗赤14色 (75YR4/1)
外 :暗赤褐色 (75YR4/1)
～暗赤色 (75YR3/4)

系

器

一則肥
陶 皿 G■ 1 3 (112) 27 胎土目

内 :回転ナデ
外 1回転ナデ、回転
ケズリ、糸切り

径 4¶m以下の
砂粒含む

Y5/2)
外 :鈍 い黄褐色(10YR5/
3)～ (釉 )灰オリーブ色(75

583 107
系

磁

泉龍

青 碗 回縁部に宙文帯を施す 黒色粒子微量

内 :(釉 )灰オリーブ色(75
Y6/2)
外 :(44)灰 オリーブ色(75
Y6/2)

上田C2類

584 青磁 梅 瓶 H■ 1 内 i回転ナデ
外 :回転ナテ

径 0 5mm以 下
の黒色粒子少
量

内 :灰白色 (75Y3/1)
外 :明緑灰色 (10CY7/1)

中国陶
器緑釉

一霊 I■ 0 5 (68)
底部ll近 に突帯を廻ら

内 :回 転ナデ

外 :回転ナデ、回ほ
rlL人物は認め
られない

内 :鈍 い糖色(75YR7/4)
外 :灰掲色(75YR6/2)～
(れ

')緑

(■色帖にない)
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物
号
遺
番
挿図
番号
額
需

種別 器種 阻鵡
層位

寸  法 的l,
形態・文様の特徴 備考

長 さ 厚 さ

586 的
一

古 銭 1.62 006 無文銭

69 108 古 鏡 004 無文銭

588 古 銭 1硝 003 熊文銭

108 古 銭 168 1認 熊文銭

590 ll19 石製品
王輸塔

火輸
来侍石製

石製品
五輸塔

水輸
自来待石製

592 108 石製品 要石

593 石製品 不明 白来待石製

第65表  I区室町時代以降の遺物観察表②
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第 1節  IA～ IC区の調査

(7)そ の他 の遺構・ 遺物

調査区内では柱穴や土坑・溝など多数の遺構

を検出したが、時期を判断できなかったものも

多い。特にほとんどの柱穴は時期を特定できる

遺物が出土しておらず、復元した建物も切り合

いの前後関係を判断できなかった。しかし、検

出した層位や周辺で出土した遺物の年代からお

よそ平安時代の後半から室町時代までと考えら

れる。また、検出した建物・柱列と溝は主軸が

方位に近いものと現在の地割に近いものが見ら

れ、少なくとも2時期に分かれるようである。

このほか自然流路 (河道 3～ 6)を 4か所で

確認して |ヽる。基本的に 8層上面を検出した時

点でプランを確認しており、平安時代以降のも

のと考えられる。調査区全体に堆積する礫層は

これらの流路が氾濫した際に遺跡北側から運ば

れたもので、これによって地盤が周辺より高 く

なって安定し中世以降の建物群が広がったと考

えられる①。

また、 IC区東では 5b層上面で多数の柱穴

を確認し、遺構面である5b層 は厚く堆積 して

いる (写真図版 19)。 掘立柱建物の柱穴と考え

られる柱穴が調査区の東端で検出されたことや

5b層の堆積状況から、中世の遺構は IC区の

東側にも広がっていると推測される。

E

第72図  I区
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第 3章  I区の調査

掘立柱建物

今回の調査では多数の柱穴を検出し、柱根の残っていた柱穴を重視して20棟以上の掘立柱建物を

復元した。このうち、柱穴内で時期を判断できる遺物が出上した建物や、周辺での遺物の出土状況

からおよその時期を判断できる建物については時期ごとに記述したが、時期を判断できなかった掘

立柱が 9棟ある。これらは全て IC区で検出した建物で、 IC区で出土 した遺構外出土遺物の時期

を参考にすると、時期の下限は室町時代以前の可能性が高いと考えられる。また、平成14年度以降

に IC区と ID区の 8層以下を調査し、そこで 9世紀後半以降の遺物が出土していないので、建物

の時期の上限は 9世紀後半頃と推測される。

第66表 青木遺跡 建物 4 計測表

第67表 青木遺跡 建物 7 計測表

規 模
梁  行  き 桁 行 き

3 間 4 間

主 軸 N-77

穴

番   号 P538 P599 P505 P475 P495 P593 P462 P436 P496 P417

平面規模(ccl) 30× 25 11 35× 32 16× 10 30× 25 28× 26 43× 40 21X19

編
ω
上面 512

下面 507 498

番  号 P712 P686 P305 P499 P544 P587 P388 P518

平面規模(cm) 32× 27 25× 24 30× 27 26× 21 25× 26 28× 26 22× 16 19× 18

標高
(m)
上面 505 512 512

下面 477

柱間里E離 (cm)

P538-
P599

P599-
P505

P505-
P475

P475-
P495

P495-
P538

P599-
P598

P505-
P462

一

６

Ｐ ４

Ｐ

P495-
P496

P593-
P462

一

６

Ｐ４

Ｐ
P436-
P496

P598-
P712

一
６

Ｐ ４

Ｐ

P436-
P305

P496-
P499

P417-
P712

P712-
P636

P636-
P305

P305-
P499

298

P47-
P544

P712-
P587

P305-
P388

P499-
P518

P544-
P587

P587-
P388

P388-
P518

200

柱

　

痕

P No 436 462-2

規模
(cnl)

長 278 187

長133短 105 長83短58 長128短 124 長96短91 長140短122

規 模
梁 行 き 桁 行 き
1 間 3 間

主 軸 N-68° 一E

穴

番  号 P738 P730 P732 P733 P739 P740 P737 P743 P744 P742

平面規模(cl) 23× 18 20× 19 26× 23 23× 22 29× 24 21× 16 17× 14 28× 24 26× 21

編
①
上面 511 511 501

下面

番  号 P725 P724 P723 P722 P721 P720

平面規模(m) 22× 20 35× 21 25× 22 23× 22 27× 22 21× 21

標高
(m)
」二こ 515 514

下面

番  号 P729 P734 P735 P736 P741 P726 P727 P728

平面規模(伽 ) 44× 35 29× 22 29× 26 35× 27 26× 25 41× 30 30× 28 35× 30

標高
(m)
上面

下面

柱FDB距離 (un)

P738-
P730

P730-
P732

P732-
P733

P733-
P739

P739i

'740

P740-
P737

P737-
P743

P743-
P744

P725-
P724

P724-
P723

P744-
P742

P742-
P725

P723-
P722

P722-
P721

P721-
P720

P720-
P738

P729-
P734

P734-
P735

P735-
P736

P736-
P741

P741-
P726

P726-
P727

P727-
P728

P728-
P729

320

柱

痕

P Nα 733

規模
(cm)

長

幅 長9短88 長105短 102 長98短85 長81短75 長127短123

|
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第73図  I区 建物 4(S=1/60)
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第 3章  I区の調査

建物 4(第 73・ 74図 )

IC区東のE16・ 17～ F16・ 17グ リッドで検出した掘立柱建物で、柱の配置は 3間×4間で復元

した。東西の柱列は間隔が狭いので建物に伴う柵列などの可能性もあるが、柱穴の配置から床を持

つ建物と考えられる。 6か所の柱穴で柱根が残存 し、 P462で は柱根の下に柱を固定するための木

片が置かれていた。建物 4の詳しい時期は不明だが、建物の主軸や建物 5・ 6、 土坑 9と の位置関

係から平安時代後半頃の建物の可能性も考えられる。

P599柱根
Ocm

一　

　

一

一

饉

酢

5,3m

Ｐ５９３◎
　
箕導
〓

．

５
．
３ｍ
一

９９

　

　

一
ＰＯ一一

Ｐ５９０
⑤

一

珊
≡

▲
P462柱根②

※網かけは樹皮が

残る部分

P462柱根①

0          1:30         1m

第74図  I区 建物 4柱根 (S=1/30)
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第 1節  IA～ IC区の調査

建物 7(第 75。 76図、写真図版58～ 60)

IC区西のF13・ G13グ リッドで検出した 1間 × 3間の掘立柱建物で、周囲に柱列が廻ってい

る。周囲の柱は建東西の並びの柱間が対応しているのに対 し、南北の並びはず P720と P721の 間が

広く、ズレがある。この部分が建物の入り回の可能性が考えられる。建物 7は周辺でほとんど柱穴

が検出されず、今回の調査で柱の配置を復元した建物の中では最も確実なものと思われ、柱穴の中

から出土 した柱根も一括性の高い資料と言える。建物の主柱穴 P727の 柱根は断面がほぼ正方形に

加工され、四角は面取りされている。これに対し周囲の柱穴から出土 した柱根は細く側面を加工 し

ておらず、 P720は樹皮が前面に残っていた。

|。

P724

IL

第75図  I区 建物 7(S=1/60)
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第 3章  I区の調査

一③
PT

5.4m

琺

《
g3)P73:生

華

〔§易
)P73:上

一　

　

　

・
４ｍ
一

一
鋤

．

５
．
４ｍ

一　

　

　

・
４ｍ

一

一　

　

一

P720柱根
(ヒノキ ?)

O        i:30        1m

P730柱根
(クスノキ科 )

P732柱根 (二葉マン)
0     1:6     2Pcm

P727柱根 (ムクノキ)

第76図  I区 建物 7柱根 (S=1/30)
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第 1節  IA～ IC区の調査

建物 8(第 77図、写真図版61)

IC区西の 113グ リッドで検出した 1間×

1間の掘立柱建物で、建物の中央やや南より

に柱がある。中央のP747以外は円形の掘り

方を持ち、柱根は先端を杭状に尖らせてい

た。 P747は掘り方が検出されず、柱根は厚

みのある板状のものだった。建物 8の性格

は、規模や中央で床を支えたと考えられる柱

が検出されたことから、祭祀に関連した小型

の建物の可能性が考えられる。

|。

5.Om
A P749   P748 A′
＼ 庁 =¬ 庁

5.Om
B P746   P745 B′

0________l160_      2m

P745柱根
P746柱根

第68表 青木遺跡 建物 8 計測表

日
ｏ
．い

|も _ 
巫

74生

4.9m

ョ螂 匡

9   J増 。   lm

P748柱根 P749柱根

隠
-OCm

第77図  I区 建物 8(S=1/60)
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第 3章  I区の調査

建物11(第 78図 )

IC区東のF16グ リッドに位置する 2間 ×2間の掘立柱建物で、建物の主軸は方位に近い。南北

に柱列がある。建物の北東隅の柱 P585で は先端を斜めに加工 した柱根が出土 している。詳 しい時

期は不明だが、主軸の方向は方位に近く、鎌倉時代以前の建物の可能性が考えられる。検出した位

置や主軸の方向から、建物1且・ 15、 柱列 4は近い時期の遺構と考えられる。

５Ｃ
Ｐ５

　

一

1

P412 B′

・　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｐ５

5.4m

ご
~へ
ぃ、へ   呻へ   粥ど＼ X

5.4m
Dl

第78図  I区 建物11(S=1/60)
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―⑨
5.3m
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柱列 16

P564
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第 11節 =A～■C区の調査

第∞表 青木造跡 建物11 計測義

2 FHl ．間

-ヽ8辞 一E

25× 23 40メ 40 1「X16 16X.11 24凛 18 30X26 11挙 9

S.18 a13 BD

474 ■62 4範 4.93, 靭 4,94

530 290 175 175 翻 215 265

32 - 4 2

1長ユ 納 長11 01o

建物12(第79図 )

IC区東のF17グ リッ

間以上の掘立柱建物で、

ている。|

ドで検出した2聞メ2

北側が溝5と剪り合っ

第70表 青木遺跡
―
建物12 計艤

第79図  I区 建物12(S=1/6の

建物19(第

“

醐

IG区東のF17グ リンドに位置し、P428`480・ 551,S■ ,861が柱穴の 2 FHE来 2聞以上の掘立
柱建物―と判断した。南側に柱列を伴う建物と考えた力＼ P429・ 431・ 524,629‐が柱穴―となる昇1の建

物が切り合っている可能性もある。建物4と主軸が近く、位置関係から近い時期の建物と推測され

る。柱穴の検出状況や違構検出面である5b膚の雄積状況から、建物13ほ調査区外に続くと思われ

る。

登 墾 ≧ ≦ 墾 三 翌 薔 ど

r.情

駆 腋 主
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第9華 と騨嘲撥

簿協14鶴圃

I CI区東のFlTグリンドで検出した1蘭凛惑簡麒上の1掘立柱懲妨く 東側は鮭物14を検出す.る前

に河遭Sを先醐 じ1沖研哄切り合いの前籐函係―を確認できなかった。建物l14+の詳しヽ.I時類|は不

明鱗 、卜打道に先行する.建物であ―れば平安時代前半雖 麹る可能避がある。

青木遺跡 麹筋.4 計劇表

鐵卵5鱒a囲
10区粛りF暫ダコンドで検出したと聞X8関以上の掘立柱建物である。簡行きの真を中の柱間

が狭く、ィ東側はP4・83・襲―も建物1.5の柱になる可能性が考えられ魂―規模は建物14に近く、主軸ゆ

方向は建物■・鬱に近とヽ。

1第狩表 言本造跡■建物13計瓢姦

冴 簡 2簡
N‐ Tゞ こ■

H碁 11- 22-文 20 18涎 la 28准18 1熟 葉22 201X18 17ポ 18 20弦 1ヽ生

生63 歌OH 497 ■90 4船 4.94 492 剣 F

棚 生Ю ,噛 T町 474 4.65 4.75

21必 1感 1イスllfy

4.簡 一範

4rl 4盈

開 1421 64 1礎 lSCl 54 174 24

l14 畢 lSCl 134 26

N.Tr iw

-l15-
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0    1190  50cm

―
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2黒褐色粘質 上
3 Hf灰 色粘質土

霞
|。

建物 B

1暗灰色粘質上

2黒 灰色粘質土
3祟 褐色粘質 十

IЪ

は

鍋
Ⅶ

釧

型

Ｖ

削

訂日
ぐ
，い

』
∞
ヾ
α
　
ｏ

日
ぐ
。い

5.4血

B P437 P483 P482 B′

lH`黒褐色粘質土

2暗灰色粘質上

第80図  I

9         1:60        ?m

区 建物13～ 15(S=1/60)
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第 att I殴o調査

建物10 Gttt図〉

IC区東のF17グリジドで検出した1.FEl※ 2聞以上の掘立柱建物であるゃ斃物|り南allは 5b層が

割平されていたた|め確認できな―かった。規模や方1阿が建物つと似ている。

第雅表 青本違跡 輪 !1 計測表

柱列-1(第

“

・ 82図)

1.B区の軍10グ リッドで検出した。建物20と土坑3の FHEに位置している。注穴1内から遺物が出■.

していないので詳しい聴朗は不明である。建物20と1方向が似ているが、柱列1億 .5a層を5甑程度

翔削し.た時点で襟鮨tているので、建物1れ 3に近い時期の遺構の可能性が高rヽ。

第穣 青働
―
勒 tS計艤

1 聞 &聞

N――T―W

21X14 33卜 25 26Xai 23X2X 19X48 船 X燐 25X22 24X24 32X129 ユメ18

5.盛 5機 Si16 a襲 5r13 ユV a19 521 5競 521

501 i15 朝 4195 4筋 401 4飢 5nl

108 88 動 34 112 144 all l12 鰤

触 0

融

第

'4表

 育本追跡 1建物10計測表
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第81図  I区 建物16(S=1/60)

P68    _ P69

1黒褐色粘質 に

0         1:60        2m

P70

P70

第32図  I区 柱列 1(S=1/60)

戸)753          P752P753            '752         P751 1

5.Om

5.Om
B P752     溝10 BII
ミ

ー
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第83図  I区 柱列 2、 溝10(S=1/60)
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第76表 青木遺跡 柱列 2 計測表

規 模 3 間

主 軸 N-83° 一E

穴

番 号 P753 P752 P751 P750

平雇蕃擦 18× 15 15× 14 18× 16 20× 17

標高
(m)

上面 475 476 473 471

下面

柱間FE離 (叫 )
P753-P752 P752二 P751 P751工 P750

柱

痕

P No 752

替
長

幅 長10 短9

第 3章 I区の調査

その他の柱穴 (第84～ 96図、写真図版62・ 63)

IA～ IC区の調査では約770の ピットを検出した。分布の状況や遺物の出土状況、残っていた

柱根の大きさから、これらのピットは基本的に掘立柱建物や付随する柱列の柱穴と考えられる。し

かし、建物や柱列として復元できたものは僅かで、大半は不明柱穴のままである。また、柱根の残

る柱穴を多数検出したが、 IC区では掘り方を確認できなかったものが多い。柱根の周りで検出し

た粘質上のプランは柱の先端に届いておらず、柱を切り取る際に掘り返した部分と推測される。こ

のように IC区では柱根や掘り返しを確認できなかった柱穴の検出が困難だったので、検出できな

かった柱穴がさらに存在すると推測される。

第77表  I区柱穴出土遺物観察表

遺物
番号

凶
号
師
番
写真

番号
種別 器種

出土地点
Gr/遺情

層位
寸  法

形態・文様の特徴 調整 胎土 色 調 備考
口笹 ほIIX 器高

世
器師

中
土 郷

Ａ
、
２６３ (93)

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ、回転
糸切り

径l mmの 砂粒
多魁

内 :鈍い橙色 (5YR7/4)
外 :鈍 い橙色 (5YR7/4)
～褐灰色 (10YR6/1)

世

器

中

土 皿 P300 (92) 41
内 :回転ナデ

外 i回転ナデ、静止

糸切り

径1～ 2nm以 下
の砂粒多量

内

外
灰黄色 (25Y7/2)
灰黄色 (25Y7/2)

土師器 士更

内 :ヨ コナテ、ナテ、

外 :ヨヨナデ、タテハ

ケメ後ヨコナデ

径 0 5mmの 砂
粒多∃

色

色

橙

橙

黄

黄

浅

浅

内

外
(10YR3/3)
(10Y鳥 3/3)

109 須恵器 郭 P445
内 i回転ナデ

外 :回転ナデ、糸切
り

径 0 5mm以 下
の砂粒少量

色

色

灰

灰

内

外
(75Y7/1)
(75Y7/1)

598
中 世
土師器

邸 P445 (50) 体部は内埒する
内 :回転ナテ
タト:回転ナテ

径05¶ mの 砂
位多量

内

外
飽い員橙色(10YR6/3)
ltい 黄橙色(10YR6/3)

白磁 碗
P457、
E-17

(160, 回縁部は扁平な玉縁
内 1回転ナデ

外 :回転ナデ、回転 黒色l.子 多量
I勺 :(rd)灰白色 (5Y7/2)
外 :(釉 )灰白色 (5Y7/2)

Ⅳ c類

中 世
土師器

状
台

皿

柱
高
付

F17
P511

(84) 37
体部は直線的に大きく

外傾する

内 :回転ナデ

外 :回 転ナデ、
デ、回転糸切り

径05～ lmmの
砂粒少互

内 :鈍い橙色 (7 5YR7/4)
外 :鈍い橙色 (75YR7/4)
～情色 (25YR6/6)

中 世
土師器

皿
F-17
P621

(91) (44) 19
体部は直線的に外傾す

内 :回 転ナデ

外 :回転ナデ、糸切
り後ナデ

径1～ 2mmの砂
泣多量

内 :鈍い黄橙色(10YR7/3)
外 :鈍い黄橙色(10YR7/3)
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第 3章  I区の調査
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第 1節  IA～ IC区の調査
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第3章  I区の調査
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